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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章







　俺おれは純粋だ。

　近ちか頃ごろの高校生たるや、カラオケだケータイだと消費文化にうつつを抜かし、バイクをぶんぶん乗り回し、ひどいのになるとドラッグに身を委ゆだねる。そんな連中に比べると俺は心の底から純粋で、摩ま周しゆう湖この水質よりも透明であり、ピュアモルトウイスキーよりも純であった。いや、飲んだことはありませんよ。

　このピュアさは俺自身のためだけではなく、いつか現われる天使のような女性のために存在している。具体的には沙さ倉くらさん。星せい鐵てつ学院一の美女である沙倉楓かえでさんに捧ささげるために、あらゆる誘惑から純潔を守っているのだ。

　沙倉さんは気高く、優雅で、なにより美しい。その溢あふれんばかりの神々しさは星鐵学院男子部の生徒、特に俺の心を摑つかんで離さない。彼女のためならたとえ火の中水の中、実際に飛び込むのは勘弁してもらいたいが、とにかくなんでもするつもりだ。沙倉さんが本当はとんでもないサディストで「返事をするときはワンと鳴きなさい」でも構わない。構うけど、実体はサディストじゃないから安心だ。男女問わず全すべての生徒に平等に接し、温かな心を見せてくれる聖女のような人が、いじめるの大好き主義なわけないのだ。

　ともあれ俺の全ては沙倉さんのために存在している。俺の心のグリーン席は、百年先まで沙倉さんの予約でいっぱいだ。俺というキャンパスを、沙倉さんの色でいっぱいにしてもらいたい。常々そう思って、二次元を含むあらゆる女を断ってきたのだ。

　なのに、ああそれなのに。

　俺の純潔が汚される事件が起きた。

　俺こと瀬せ能のうナツルは男だが、時々女の身体からだになる。いや、「なんだそれ」という疑問は大変もっともで、意味が分からないとは思うが、とりあえず聞いて欲しい。とにかく女に変身するのだ。

　そんで俺は、文化祭の最中にミスコンへと出場した。そこ、引くのは禁止。でミスコン自体はかなりのトラブルがありつつもなんとか終わり、やれやれと思った訳なんだが……。

　真の大事件はそこで発生した。下手人は星鐵学院生徒会長である三さん郷ごう雫しずく。無む茶ちや苦く茶ちや冷静で無茶苦茶有能で、勉強もスポーツも一流のスーパー高校生だが俺とはまったく性格の合わない女だ。こいつがこともあろうに、俺のくくくくくく唇を奪ったのだ。

　飼い主が飼い猫にキスをするのとはわけが違う。俺の全てが沙倉さんに捧げられている以上、唇も沙倉さんのものなのだ。なのに雫のやつは、ことわりもなしに奪っていきやがった。

　なに、キスくらいでおたおたするな？　あのなあ、俺おれはははじめてだったんだぞ。沙さ倉くらさんのために誰だれにも触れさせなかったのに、なんてこった。もう沙倉さんに合わせる顔がないじゃないか。

　分かるかこの衝撃。屈辱。情けなさ。これはあれだ、レイプだレイプ。俺は雫しずくに強ごう姦かんされ、二度とお婿に行けない身体からだにされてしまったのだ。

「わああああ……」

　情けなさと恥ずかしさとで、俺は転げ回りそうになった。「なった」だけで実際にならなかったのは、ここが店内であり、働いている最中だったからである。

「ナツルたん、どうしたの？」

　副委員長さんが話しかけてきた。

「い、いや……」

　俺は急いで冷静さを取り戻した。お盆の上に、飲みかけのコップを置く。

「なんか恥ずかしいことを思い出して転げ回る寸前の自意識過剰な男子高校生みたいだったよ。平気？」

「大丈夫……」

　俺は胸の内に動揺を隠して返事をした。まったく、副委員長さんは妙なところで勘が鋭い。

　その時客が来た。俺はこの場から逃れようと、「お帰りなさいませ」と挨あい拶さつをした。

　メイド服の短いスカートがめくれないようにするには、なかなか技術がいった。

　俺はここ、星せい鐵てつ学院女子部の二年四組が経営する喫茶店で働いている。なんで学生が経営するのかというと、今は文化祭の最中であり、このクラスはメイド喫茶が出し物なのだ。今日は二日目、最終日である。

　初日のメインイベント、ミス星鐵学院コンテストが終わった後も、俺はここで働かされていた。しかもメイド服で。ミスコン出場者が働いているのは集客効果としては絶大で、客は次から次へと訪れていた。

　正確にはメイド喫茶ではなく、「メイドのようなもの喫茶」である。我がクラスの委員長さんの発案により、あえてなんちゃってメイド喫茶とすることになった。「要はメイドっぽければなんだっていいのです」というのが委員長さんの意見であり、おかげで俺はミニスカートで背中ががばっと開いた服を着せられることになったのだ。エプロンこそ白だけど、これはメイドじゃないよな。

「やあナツルちゃん」

　太った男子生徒が、なれなれしく挨拶してきた。こいつは男子部三年生の、なんだか名前は忘れたが天文部の男で、何回もここにやってきては俺を指名する。

「ナツルちゃんのメイド服が見たいから、またきちゃったよ」

「ありがとうございます、ご主人様……」

　俺おれは深々と頭を下げた。当人は二日しかやらない店の常連気取りで、確かに一時間おきにやってくるんだから常連客である。味の変わらないコーヒーをそんなにがぶがぶ飲んでもしょうがないだろうと思うんだけど、この手の趣味の持ち主はよく分からん。

「またナツルちゃんを指名するよ」

「いつもすみません」

「ナツルちゃん、文化祭が終わっても、どっか別のメイド喫茶で働いてくれないかなあ。俺、絶対そこに通うよ」

　俺はこの男の口く説どき文句もどきを、にこにこしながら聞き流した。「メイドのようなもの喫茶」は指名制度で、食券の購入と同時にメイドを選ぶことができる。当然指名料は別料金で、結構な額を取られるようになっていた。

　メイドの顔写真は表に貼はりだしてある。俺の写真は一番でかく、「ミスコン出場メイド」と売り文句が添えられていた。

　なおも「メイド服が似合う」「可愛い」「もっと見たい」などと喋しやべり続ける男の前に、俺はおしぼりと水を置いた。笑顔は崩さない。すっかり度胸が据わってしまった。

　食券を半分切り取り、厨ちゆう房ぼうへと持っていく。ちょうど中では会計さんが、コーヒーの製造にいそしんでいた。

　会計さんは二年四組で一番数字に強い守銭奴で、この「メイドのようなもの喫茶」でも仕入れと経理を一手に引き受けていた。

「インスタントは半分だけ入れてください。あとはこの黒い粉を混ぜればいいです」

　彼女の指示に従いながら、クラスメートたちがコーヒーを作っていた。黒い粉を混ぜると見る見るうちに本格っぽいコーヒーができあがっていく。どういうわけか安っぽいインスタントが、香りも苦みもモカそのものになっていくのだ。「健康に悪いものではないから安心してください」と会計さんは言うが、どうにも得体が知れない。どんな粉なのか聞いても、絶対に教えてくれなかった。

　お湯を混ぜればすぐにできあがりだ。俺はさっきの客のところに持っていった。

　太った男子学生は、嬉うれしそうにコーヒーをすすっていた。

「うまいねここのコーヒーは。やみつきになるよ」

　吞のん気きなもんだ。なにが入ってるか分からないってのに。やみつきってところが怪しいよな。

　俺はこの男のそばに立っていた。これがこの店の売りで、指名すればこうやって「おつきのメイド」にすることができるのだ。まあ、立ってるだけでなんかするわけじゃないんだが。

　にこにこしながら、男子学生の話し相手となる。内容は他た愛あいもないこと。サッカーとかお笑い番組の話とか。たまに深夜アニメ。

　こうしていると、雫しずくにひどい目にあわされたことが忘れられるので、悪くなかった。「メイドのようなもの喫茶」の思わぬ効用である。時々自分の性別が分からなくなってしまうのが難点だが。

「瀬せ能のうさん」

　店の奥から声がかかる。委員長さんが手招きをしていた。

　男子学生に「ごゆっくり」と告げ、委員長さんの元へ行く。

「なんの用……？」

「勝負のときが来ました」

　眼鏡めがねの奥が、キラリと光っていた。委員長さんはこのクラスで一番頭がいいのに、一番考えることがろくでもない。政治家の政策秘書並の実行力があるくせに、出てくるアイディアは皆が呆あきれるようなことばかりだ。この「メイドのようなもの喫茶」とか。

　なので俺おれは、いささかの警戒心を持って訊きいた。

「勝負……？」

「この店にお客様が来ます」

「今だっているけど……？」

「ＶＩＰです。ブイアイピー。重要人物が来店されます」

「モナコの王族とか……？」

「似たようなものです。ここで印象をよくしておけば、今後の学校生活がかなり有利になるでしょう。気合いを入れてください」

「はあ……」

　重要人物ったって、皇族が来るわけでもあるまいし、そこまで大仰にならなくてもいいと思うんだが。

「なんで俺……わたしが……？」

「その人が瀬能さんを指名してきました」

「は……」

「十分くらいしたら来ます。ぜひサービスに努めてください」

「どんなサービス……」

「そこらへんは瀬能さんに任せますが、お金をはずんでもらいました。かなりのレベルまでやって大丈夫です」

　なにが大丈夫なんだ。だいたい、その金とやらは俺の懐まで届かないんだろうが。

　俺はまたさっきの客のところまで戻った。

「お待たせして申し訳ございません」

　一応客なんで詫わびておく。

「いいよ。今のメイドさん、ここのクラスの人？」

「はい。クラス委員長です」

「へー。結構美人だね」

「呼びましょうか……？」

　男子生徒は慌てたように手を振っていた。

「ナツルちゃんの方がいいよ。このままで」

　くそ。あわよくば押しつけようと思ったのに。

「そういえば、ナツルちゃんはミスコン出たんだよね」

「はい……」

「負けちゃって、残念だったね」

「それほどでも……」

　これは本音だ。こんなところで有名になってみろ。ろくなことになりゃしない。「ミス星せい鐵てつ学院の写真集を販売する。水着ありで」とか会計さんが言い出すに決まっている。

「あそこでさ、沙さ倉くらさんがブーケ投げたじゃないか」

「ええ」

「なんかね、一年の女の子が受け取ったらしいよ」












　いいことだ。確か結婚式でブーケを取れば、その人は次に結婚できるらしい。来年のミスコンにでも出場するんじゃねえの。

「名前がね……近こん堂どうさんだったかな」

「……近堂？」

　男子生徒はうなずいていた。

　その女の子が近堂水み琴ことだったら俺おれの知り合いである。一応幼なじみというポジションだが、性格は破天荒で、冒険心に溢あふれまくっている。好きなものは爬は虫ちゆう類るいと得体の知れない虫。

「ブーケ……」

　俺はぼんやりとそのことを思った。ふむ。そういやあの騒ぎの時に、ブーケ絡みでなんかあったな。

　考えていると、副委員長さんが俺の背中をつついた。

「ナツルたんナツルたん、お客様」

「え……」

「指名してきた重要人物さんだよ」

　急いで満面の笑みを作る。短期間なのに、こんなこともできるようになっちまった。

　今までの客には「お時間ですので」と断り、店の入り口に向かう。

　脇わきに立つと頭を下げた。客が入ってくる。

「お帰りなさいませ」

　自分ちでもないのにこんなことを言うのは、作法だかららしい。会計さんが教えてくれた。

「ご主人……」

　様、と言おうとして、俺は目を丸くした。

　目の前にいたのは女子生徒、生徒会長の三さん郷ごう雫しずくだったのだ。

　雫は女子生徒としては長身で、しかも流れるような黒髪をしている。他ほかの生徒会スタッフを引きつれている姿は、まるでどこかの女社長であった。

「よろしく」

　彼女は平然と俺を眺めている。

「……」

「どうしたの？　案内して」

　俺は気を取り直すと、「こちらへどうぞ」と告げた。

　案内したところは窓際の席。店内には他の客もいるが、全員啞あ然ぜんとしている。

　そりゃそうだろう。星せい鐵てつ学院の生徒会長と言ったら優秀でかつ真面目まじめ人間。他人がふざけるのは許しても、自分は几き帳ちよう面めんすぎるくらいだと信じられている。こんな冗談みたいな店に来るなんて、誰だれも思ってなかったのだ。

　俺おれは彼女が、ただの真面目まじめさんではないことを知っている。そのことはあとで説明するが、それよりも俺を指名したことである。ひとの唇を奪っておいて勤務先にまでやってくるとは、なにを考えているんだ。

　雫しずくはすでに食券を購入していた。指名メイドは当然俺。部下は他ほかの席に座らせたので、一人でテーブルを占拠している。

　店の奥から委員長さん以下クラスメートたちが、こっちを観察していた。興味津々なのだな。

　とりあえず、おしぼりと水を運ぶ。

「お願い」

　彼女は食券を差し出した。紅茶だ。

「コーヒーじゃないの……？」

「なにが入ってるか分からないから」

　む。いつの間に知ったんだ。

　厨ちゆう房ぼうへと注文を持っていく。会計さんがいたので紅茶と伝えると、「ちっ」と言ってちゃんとしたセイロン産の茶葉を取り出した。なんだ今の舌打ち。

　俺は紅茶とショートケーキを運んだ。ケーキはサービス。「この際多少の出費は仕方ありません」と委員長さんが命じたのだ。先行投資だな。

　テーブルに置く。俺は彼女の後方に立った。

　雫は優雅に紅茶をすすっていた。こんな文化祭のイベントも、この女がやるとフランスあたりの大邸宅のお嬢様に見える。

「メイドさん」

「はい……」

「相伴してくれないの」

「そういう接客はしないことになってますので……」

　するかボケ。ここはキャバクラじゃねえんだ。こうやって後ろに控えているだけでも、落ちつかねえってのに。

「そこじゃ話がしづらいわ」

　俺は同じ空気も吸いたくねえよ。

　彼女は俺から視線を外した。

「店長さん」

　雫の台詞せりふで、委員長さんが飛んで来た。頭を下げている。

「当店の店長です」

「悪いんだけど、このメイドさんを同じ席に座らせてもらえないかしら」

「はい？」

「ちょっと話がしたくて。後ろに立たれると、首を曲げるのが疲れるの」

「かしこまりました」

　委員長さんは平然と規則を覆した。

「ご要望をかなえるのがメイドの務め。さっそく」

「ちょっと……！」

　別の席から椅い子すが運ばれてきた。ここに座れってことだ。俺おれの抗議？　耳すら貸してくれないよ。

「瀬せ能のうさんはここに」

「委員長さん……！」

「お客様はご主人様です」

　この野郎、名言のつもりか。

　仕方がないので着席した。せめてもの抗議で、俺も紅茶を注文。料金は雫しずく持ちだ。

　無論、そんなことが堪こたえるような女じゃない。

「ケーキを頼んでもいいわよ」

　いらねえよ。俺はあえて雫を見ないようにしてた。

　彼女は俺にだけ聞こえるように言う。

「……愛想がないのね」

「なんでお前に愛想を振りまかなきゃならねえんだよ」

「メイドってそういうものでしょう」

「メイドのようなものだからいいんだよ」

「ウェイトレスだってもっとにこにこしてるわ」

「俺は偽メイドだからな」

　とは言ったものの、まあ接客業としては失格だよな。雫相手だからいいんだ、と思うようにしている。

「で、なんか話でもあんのか」

「メイド姿って似合うのね」

「うるせえな。はやく言えよ」

「つまらないこと言わないで、せっかく来たんだから楽しませてよ」

　どうしろってんだ。もう肩は揉もみたくねえんだけど。

　俺はうんざりしつつ、接客用の口調に戻った。

「なにをいたしますかご主人様」

「そこに座ってて」

「はあ？」

「座っていて」

　雫しずくはそれ以上なにか言うつもりがなかったらしい。静かに紅茶を飲んでいた。

　やがて、ぽつりと。

「……そろそろ出てきそうね」

「なにが」

「新しいケンプファー」

「……」

　俺おれは黙った。雫は右腕を少し動かして、赤い腕輪を見せる。

「変身しましょうか？」

「馬ば鹿か。余計なことすんな」

　俺は小声で罵ののしった。

　今、雫が口にしたケンプファーとは戦うための存在、戦士である。選ばれた人間が指名され、なにかのために戦うのだ。俺も雫も、そのケンプファーの一員なのである。

　この「なにか」ってのはなにかである。いや本当に分かんないのだ。どういう基準だかしらないが、とにかくケンプファーにならされて、戦ってこいと放ほうり出される。なんというか、理不尽な戦闘行為なのだ。

　誰だれと戦うのかというと、これが同じケンプファー。ただし立場が違い、腕輪の色によって敵味方を判別する。

　で、この色が雫は赤で俺は青。つまり本来なら敵同士。色々事情があって、今はドンパチするのをやめている。

　俺は声を潜ひそめた。

「新しいケンプファーって、お前見たのかよ」

「出てきそうなのよ。まだお目にかかってないわ」

「なんだ。じゃあ出てこないかもしれない」

「ケンプファーは引き合うのよ」

　そういや、俺もそんなこと聞いたな。なんか一か所に集中して出てくるものらしい。確かに、一人が北ほつ海かい道どうでもう一人が沖おき縄なわだったら戦うもなにもないから、そうなのかもしれん。

「でもそれじゃ証拠になんねえ」

「それはそう。でも、ミスコンの時に紅あか音ねさんがなに言ったか覚えてる？」

「……まあな」

　紅音ってのは俺の相棒、美み嶋しま紅音のことである。同じ青のケンプファー。こいつも変わったやつなんだが、今は置いておく。

「あの娘こも怪しんでるの」

「あいつはなんだって怪しむんだよ」

「私はいい勘だと思ってるわ」

　ゆっくりショートケーキを食べている。綺き麗れいな手つきだこと。

「その勘ってのはなんだ」

「分かってるでしょう？」

　雫しずくはフォークを皿に置いた。

「楓かえでが関係してるんじゃないかって、考えてるの」

「……」

　俺おれは押し黙った。あんまり聞きたくないことだったが、つまりあれだ。こいつは沙さ倉くらさんがケンプファーの関係者ではないかと疑っているのだ。

「そんなわけねえだろ」

　一応俺は言った。

「沙倉さんがそんなことするとは思えない」

「あら、あなたも薄々感づいているんじゃないの」

「ねーよ」

「でも思い当たる節はあるんでしょう。そうでなければ、もっと驚いているはずよ」

　むう。こいつの観察眼だけは本当に厄介だ。

　確かにミスコンの件から言っても、沙倉さんがケンプファーに関わりを持っているのは分かる。しかし、だ。あの人が悪意を持っているとはとても思えない。俺の贔ひい屓き目めだけじゃなくて、どこから見ても知ってそうにない。

　雫はそのあたりも見透かしているらしく、

「なにも気づかないで、手助けしてるってこともあるわね」

「きっとそうだ」

「なんでそう言い切るの」

「沙倉さんだからに決まってんだろ」

「楓のことになると必死ね」

　当たり前である。性格も外見も、俺の好みにストライクなのだ。これで必死にならずに、なにに必死になれと言うのだ。

　だいたい、雫が沙倉さんのことを「楓」と呼び捨てにしてるのが気にならない。俺はこういうときですら「さんづけ」なのに、馴なれ馴なれしいんだよ。

　もっとも、雫と沙倉さんは幼なじみなので、ある程度仲がいいのは仕方がない。問題は、こんな腹黒女が、沙倉さんの前では親友として振る舞っているってことだ。

「新しいケンプファーが出てくると、ちょっと面倒ね」

　雫はまたケーキを食べはじめた。

「敵か味方か、それによって対応を変えないと」

　色が青なら俺おれには味方で雫しずくには敵。赤ならその逆である。

　面倒なのは、雫は味方である赤のケンプファーとも対立してるということだ。以前この女は俺と紅あか音ねを使って、葛くず原はらという赤いケンプファーを倒させた。どう考えても味方への背信行為なんだが、平然としてるから困ったもんだ。しかもかっとなってやったのではなく、雫なりに思うところがあるらしい。

「どうでもいいから、俺を巻き込まないでくれ」

「あら。それは駄目よ」

　彼女は「馬ば鹿かね」と言いたげだった。

「あなたには色々協力してもらわないと」

「断りたいんだけど」

「貸しがあるわ」

「覚えてねえな」

「思い出して」

　やだよ、と言いたいが、できなかった。この貸し借りのことで、俺は唇を奪われたのである。思い出すと穴ぼこに入りたくなるのだ。

　こいつも分かってて言っている。でも顔色一つ変えない。唇一つでがたがたするなと言いたいのか。

「そういえば、美み嶋しまさんは？」

「紅音なら今日は休んでる」

「あら、風邪？」

「さあな。ケンプファーでも風邪くらいひくとは思うけど」

　理由は俺も知らん。昨日は元気そうだったけど。

　雫は深く追究しなかった。左手首を裏返して、時計を見る。

「……そろそろかしら」

「なにが」

「待ち合わせてるの」

「じゃあ早くそこへ行けよ」

「ここで待ち合わせ」

　余計なことを。

　なんかまた廊下がざわついた。客だろうな。

「……来たようね」

　雫の台詞せりふを待たずに、俺は立ち上がった。ご主人様がいらっしゃったら、直立して挨あい拶さつすることになっているのでございますよ。

「お帰……」

「ナツルさん！」

　俺おれはまた台詞せりふを飲み込むこととなった。店に入るなり駆け込んできたのは、噂うわさの女性、沙さ倉くらさんだったのだ。

「ようやくお店にこれました！」

　食券も買わずに走り寄るなんて、本人はいいだろうが、俺はびっくり店内もびっくりだ。雫しずくだけは平気な顔をしている。

　沙倉さんは俺を見るなり、跳とび上がって喜んでいた。

「きゃっ、ナツルさんはそういうメイド服、似合うんですね」

　こんなミニスカにエプロン、相当恥ずかしいんだが彼女にはむしろオッケーらしい。

「素敵です」

「え、えーと、とりあえず食券を……」

　買いに行ってもらうことで間を持たせた。ちょっと様子を見ていたら、指名するメイドはやっぱり俺。わあ。

　俺は窓際の席に近寄ると、小声で文句を言った。

「おい、なんで沙倉さんを呼ぶんだよ！」

「あの娘こが来たがったのよ」

「待ち合わせなら、他ほかでやりゃあいいだろ」

「私は喫茶店が好きなの」

　ここは「メイドのようなもの喫茶」なんだけどな。

　雫は唇だけで「くすくす」と笑った。

「あの娘、あなたのことを気に入ってるものねえ」

　そうなのだ。沙倉さんは俺のことが好きなのだ。男の俺ではなく、女の俺を。

　彼女は誰だれにでも分け隔てなく接するが、特定の人間とは付き合ったりしない。その距離の取り方が絶妙で、男子生徒は全員、安あん堵ど感かんと憧あこがれを抱いていた。

　だがよりによって、女の俺にだけは最大限の好意を示そうとするのである。沙倉さんのやることなら全肯定な俺もこれにはたまげた。肉体的には同性なので、こんなことをされると困る。むしろ男の俺にやって欲しいんですけど。

　おまけに最近は気合いが入り、ミスコンではウェディングドレスを着込んで、俺へのアプローチも怠らなかった。綺き麗れいだったけどね。

　沙倉さんは食券を握りしめ、いかにもわくわくといった感じでテーブルまでやってくる。案内しなくても、ここだと決めているらしい。

　雫の向かい側に座る。

「メイドさん、お願いします」

　食券を差し出した。オレンジジュースだ。コーヒーでないことに安堵。あとチーズケーキ。

　俺おれは厨ちゆう房ぼうには行かず、近くにいた委員長さんに渡した。本当は渡す気がなかったのに、彼女が強引に取り上げたのである。

「瀬せ能のうさんは、あのお二人の相手をしてください」

「えー……」

「してください。星せい鐵てつ学院三大美女がいるなんて、客引きに絶好のチャンスです」

　こういうチャンスは本当に見逃さない女である。すでに副委員長さんが廊下で勧誘をし、会計さんは料金表を書き換えている。あとで聞いたら、特別料金を取ったにもかかわらずみんな入りたがったらしい。

　俺は渋々席に座った。なんか前にも、こんな構図があったよな。

　沙さ倉くらさんは実に楽しそう。笑みは絶やさず、目はきらきら。

「ナツルさんと一緒の席なんて、嬉うれしい」

　これが男のときなら、俺も楽しくて仕方ないんだが。

「ナツルさんって、メイド服が好きなんですか？」

「いや……」

「好きみたいね」

　俺が否定する前に、雫しずくが言った。

「ミスコンもメイド服だったでしょう。お気に入りなのよ」

「わたしも着たい。ナツルさんとお揃そろいになりたいです」

　無邪気なことを。俺はお揃いじゃなくて、私服がいい。ほんで、俺だけのメイドさんになってください。

「いいわね」

　と雫。

「私も見てみたいわ」

　噓うそばっか。しかし沙倉さんが同意している。

「でしょ。雫ちゃんもメイド服着れば？」

「私は駄目ね。そういうのは似合わないの。楓かえでや瀬能さんみたいな娘こじゃないと」

　三大美女の一人のくせになに言ってんだ。ちなみに前は二大美女だったのだが、俺が加わることによって三になった。個人的にはお断りなネーミングなのだが、短期間で全校に浸透しやがったんだよ。

「あん。雫ちゃんはコスプレ嫌い？」

「したことないから、分からないわ」

「雫ちゃんこそなんだって似合うと思う。そうですよね、ナツルさん」

　同意を求められたのでうなずいた。似合うと思うよ。囚人服とかさ。

　注文のジュースとケーキが運ばれてきた。一応役目なので、俺おれが途中で受け取って沙さ倉くらさんの前へ置く。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　沙倉さんはうやうやしく礼。たとえ相手が女の俺でなくても、沙倉さんは感謝を表わすのを忘れない。こういう礼儀正しさが、男の心を摑つかんで放さないのだ。

　そんでまた俺は座る。なんか変な立場である。

「……雫しずくちゃんもナツルさんを指名したの」

　沙倉さんが訊きいた。

「そうよ」

「そうよね、メイドさんの中で、ナツルさんが一番綺き麗れいだもんね」

　わーい、褒められたー。でも素直には喜べんなあ。

「瀬せ能のうさんはメイド姿が似合うわ」

「わたしもそう思う」

「でも、もっと違った格好もいいんじゃないかしら」

「え、どんなの？」

　沙倉さんが身を乗り出した。雫は変わらぬ口調で、

「魔法使いとかいいんじゃない？」

「あ、あのイギリスの学校が舞台の映画みたいなの？」

「格好よりも実際に魔法を使うところがいいかもね。手から火を出すとか」

　ぐ。なんてこと言い出すんだこの女は。ケンプファーになった俺は魔法ツアウバーが使えるようになる。要は指から火炎がぼー、みたいなやつだ。雫は剣シユヴエアトである。

「ナツルさんなら、格好いいからありかも」

　なにも知らずに同意する沙倉さん。

「でしょう」

「んー、ナツルさんのことを考えると楽しくなっちゃう」

　俺も沙倉さんに思われているのは楽しい。男の俺ならもっと楽しい。

「瀬能さんならなにをやらせても様になるわね」

「たとえば？」

「変身して誰だれかのために戦うとか」

「正義の味方みたい」

「そういう感じ」

「あはは」

　沙さ倉くらさんは笑ってるが、俺おれはなんか汗が出てきた。雫しずくはなに考えてやがんだ。さっきからピンポイントなことばっか言いやがって。

「仲間に、喋しやべるぬいぐるみがいると面白いわね。色々事情を知ってるつなぎ役みたいな存在」

「ぬいぐるみさんなんだ」

「そう。臓物アニマルとか」

「だったら面白そう」

　無邪気に同意する沙倉さん。一方俺は、このあたりで雫の頭を疑いだした。この女は俺が焦るのを見て楽しんでんのか。さすがサド。

　だが次の瞬間、ちらっとだが雫が俺に、意味ありげな視線を飛ばしてきた。

　不意にひらめいた。む、これはもしや、一種の尋問なのか。

　雫は沙倉さんのことを疑っている。そこで様々な質問を投げかけて、反応を見ているのである。少しでも違った素振りを見せたら、ケンプファー関係の可能性がぐんと上がる。

　さすがは生徒会長だ。俺は妙に感心してしまった。幼なじみといえど平気でトリックにかけられる。ただのサディストじゃねえな。

「戦う人たちが敵味方に分かれていればいいと思わない？」

「そういうものなの？」

「そうよ。色分けされているといいわね」

「ふうん」

　なおも雫は色々訊きいていたが、沙倉さんは心底楽しんでいるようにしか感じられない。やっぱ関係者じゃないんじゃないの。それか無意識のうちに操られているとか。

「ナツルさんはどう思います？」

　いきなり沙倉さんが、俺に振った。

「え……」

「こういうのって、興味ないですか？」

「ん……あまり……」

　曖あい昧まいなことを言うしかない。俺は雫と違って、この手の腹芸が苦手なのだ。

「こういうの好きじゃなかった？」

　また雫が余計なことを言う。

「そうでも……」

「実際に、手から魔法を放つなんて、やりようがない？」

「そりゃ……」

　ないに決まってるだろうが。できるけど。

「でもナツルさんなら、どんなことでもできそうな気がします」

　沙さ倉くらさんは盲目的すぎる。下手すると、「ナツルさんなら高度千メートルからパラシュートなしで飛び降りても平気です」とか言いかねん。なにより問題なのは、俺おれは沙倉さんに頼まれればやってしまうことだ。

　たどたどしく俺は返事をした。

「どんなことでもってわけには……」

「なにかやってもらうよう頼んだら」

　雫しずくが紅茶の残りを飲みながら言う。こら待て。どこから飛び降りさせるつもりだ。

「メイドさんなんだから、ご主人様の頼みは聞いてくれるわよ」

　沙倉さんの顔がぱっと輝いた。

「ナツルさん、なにをお願いしてもいいですか!?」

「まあ……一応……」

　この「メイドのようなもの喫茶」は裏メニューみたいなもんがあって、無茶を言ってもよし、ということになっている。ま、限度っていうか、金次第なんで限りはあるけれど。

「な……なにしましょうか……。その、手から火は、ちょっと……」

「そうですね……」

　沙倉さんは本気になって悩んでいた。いやそこまで真面目まじめにならなくても。所しよ詮せん文化祭の出し物なんだから。

　ケーキに手もつけないで考えている。そんな横顔も美しい。俺はつい見とれてしまった。沙倉さんのやることはなんでも見とれる。

　雫が助け船を出した。

「簡単なのがいいわよ」

「うーん……」

「この場で終わるようなものが適当じゃないかしら」

　俺に同意を求めるように言っていた。同感ではあるので、軽くうなずく。

「どんな……」

　次の瞬間、腹黒生徒会長はとんでもないことを言いだしやがった。

「キスしてもらったら？」

　沙倉さんはぱっと顔を赤らめ、俺は心臓が喉のど元もとまでせり上がった。

「なっ……なにを……！」

　これ俺。

「そんな……恥ずかしい……」

　これ沙倉さん。

「いいじゃない。減るもんじゃないんだし」

　これは生徒会長の皮をかぶった悪魔。

　なんだなんだなんだキスってのは!?　いやもちろん沙さ倉くらさんとキスするのは嬉うれしいよ。だけど今は女で、おまけにこんな場だぞ！

　背後というか、教室がなんだかざわついた。振り返ると驚いたことに、男女を問わず星せい鐵てつの生徒がたくさんやってきており、俺おれたちを注視していた。

「なんか瀬せ能のうさん怒った……？」

「沙倉さんが顔を赤らめてる。すげー可愛い」

「会長も笑ってるみたい」

　俺は笑えない。

　こっちを見てる連中は、飲み物なんか飲んじゃいなかった。ひたすら観察してるのである。動物園の檻おりにいれられた気分だ。おまけに会計さんがさっきから料金を徴収しており、ますます見せ物じみてきた。

　しかし当面の問題は、雫しずくが言い出した件である。

「キスくらいいいと思うけど」

「よくない……」

　聞かれないよう、小声で抗議をする俺。

「女同士でキスをするなんて……」

　自分で女と言わなきゃならないところが情けない。

「自分が男だと思えばいいじゃない」

「そんな……」

　いつも思ってるけどな。というか、男だけどな。

「楓かえではどう？」

「え……」

　沙倉さんは、まだ顔を赤くしていた。

「いきなりなんてこと言うの、雫ちゃん」

　そうだそうだ。なんてこと言うんだ。

「できるわけないじゃない。わたしは……そんなに抵抗はないけど……」

　うつむいてしまった。うわあ。

　しかし雫は、なんだってこんなことを言い出したんだ。キスとか持ち出されてもこっちは戸惑うばかりだ。すでに俺の純潔は雫によって踏みにじられてしまったが、女の方まで左右するつもりなのか。

　なんか理由があるのか。いや、ただの嫌がらせに違いない。その証拠に、ほんのわずかだけれど笑ってるぞ。

「私はキスは平気だけど」

　また雫が言いやがる。

「そ……そうなの……？」

「こういうところよりは、もっと静かなところがいいわね。更衣室とか」

「やだ……」

　想像したのだろう。沙さ倉くらさんは照れてしまった。俺おれは想像どころじゃなく、昨日のことを思い出して胃のあたりが重くなった。

「もう……雫しずくちゃんったら……。相手が女の子でも平気なの？」

「男の方がいいわ。年下なんて面白いわよ」

「なんだか、年下の男の子と、キスしたことがあるみたいね」

　俺の心臓は爆発しそうになったが、雫はイエスともノーとも言わなかった。

「年下って、キスが下手なのよ」

「そ、そうなの……？」

「そういう噂うわさ」

　くあー。あるわけねえだろそんな噂。俺がどんな気分でいると思ってんだ。沙倉さんも「そうなんだ」とか言わないでください。

「あの……でも……ナツルさん……」

「はい……」

「キスなんてサービス、あるんですか……？」

「それは、その……」

　ないに決まってますがな。

　はっきりとは言わなかった。こんなことでも沙倉さんをがっかりさせるのにはためらいがあったので。とはいえ肯定してしまうと、会計さんあたりが「新メニュー　瀬せ能のうナツルとのキス」なんてやりそうなんだよな。

　俺は小声で、

「できれば、他ほかのことをお願いします……」

「サービスよくないわよ、メイドさん」

　雫は黙っててくれ。頼むから。

「他のこと……」

　沙倉さんはうつむき加減になって考えている。心中を察するに、なんかまともなこととエロいことが混在してるに違いない。いやいや、沙倉さんがエロなんて考えるはずもない。

「食べさせてあげたら？」

　またもや雫である。なんだ食べさせるって。

「それ、どんなことなの」

「チーズケーキ、注文したでしょう。瀬能さんに食べさせてあげるのよ。あーんって」

　おいおい、と思ったが、沙倉さんは目を輝かせていた。

「いいかも」

「でしょう」

「それなら恥ずかしくないわ」

　確かに恥ずかしくはないかもしれませんが。

　要するに雀すずめの雛ひなみたいに俺おれが口を開けて、沙さ倉くらさんがケーキを口に入れるわけだろう。それってサービスなのか。俺が食べさせてもらうんじゃないか。

「楓かえでも食べさせてもらえばいいのよ」

　抜け目のないアイディアですこと。

　雫しずくは手を上げて委員長さんを呼んだ。

「お呼びですか」

「サービスをお願いしたいんだけど」

　説明を受けた委員長さんは、俺のわずかな希望を打ち破るかのように、力強くうなずいた。

「もちろん構いません。特別料金はいただきますが」

　その背後では知らない間にやってきた会計さんが、素早く電卓を叩たたいている。もう俺はこれくらいじゃ驚かないぞ。

　委員長さんは金を受け取ると、いくらでもどうぞとまで言った。この女、前世は女ぜ衒げんだな。

　沙倉さんは嬉き々きとしてフォークを動かし、チーズケーキを切る。

「はい、ナツルさん。あーん」

　目の前にケーキのカケラが出される。観念して口を開けた。

　ぱく。おおーと観客から歓声。

　もぐもぐもぐもぐ。ここのチーズケーキははじめて食ったがおいしいな。なんでも副委員長さんが焼いたらしい。あのがさつで大ざっぱな彼女に、こんなことができるとは。

「ナツルさん、わたしにも」

　早くも沙倉さんは口を開けている。俺は複雑な心境でチーズケーキを切る。

「……あーん」

「あーん」

　ゆっくり彼女の口へ入れる。その瞬間、フラッシュがたかれた。

　ぬわ、また料金とって写真かよと思ったら、撮っているのは副委員長さんだった。一眼レフの本格的なデジカメを構えている。多芸だね。

「ナツルたん、もう一回やって」

「え……」

「早く」

　しょうがないのでもう一度。沙さ倉くらさんはやっぱり嬉うれしそうに食べ、副委員長さんはモータードライブを利かせて連続撮影をしていた。

「じゃあ今度は私の番ね」

　なんと雫しずくがそんなことを言った。

　観客はどよめく。「会長がやるのか!?」「信じらんない」「見物ね」とやかましい。確かに滅多に見られない光景ではあるのだろう。

　俺おれはたじろいでいた。当事者でなかったら、興味深げに見物しているところだが、こうなるとびびる。雫がショートケーキを切り、いつもの冷静な顔で突きだしていた。

「はい、どうぞ」

「……」

「どうしたの？」

　薄笑いを浮かべてるぞおい。他ほかの人間には見えないだろうが。絶対にそうだ。俺が気づかないうちに、毒とか盛ってないだろうな。

「食べてくれないと。ギャラリーも待ってるわよ」

「……でも」

「口移しがいい？」

　ミスコンのときもそうだったが、こいつ幼少時にサディストの訓練を受けたんじゃないだろうか。












　わくわくしている観客。どきどきしている沙さ倉くらさん。（多分）にやにやしている雫しずく。逃げ出したくなっている俺おれ。

　ああもう、しょうがねえ。俺は口を開けてケーキを食べた。ぱく。

　フラッシュと歓声。何な故ぜか拍手。いいもの見られたようで、結構ですね皆さん。

「おいしい？」

「……」

　うまいんだけど、答えるのは癪しやくだ。

　お返ししなきゃなんねえのかとうんざりしたが、それはなかった。「私は自分で食べるからいい」と雫は言った。

　ケーキの残りは、二人ともあっという間に平らげた。甘いものになると、女の動きは素早くなる。

「いいサービスね」

　雫が心にもないことを言った。でも沙倉さんは同意。

「わたしもそう思う。メイド姿のナツルさんに奉仕してもらえるなんて、幸せ」

「なにかお返しをしたほうがいいかもね」

　あーん、はもうやんねえぞ。

「そうね。ナツルさん、お礼をしたいんですけど、なにか欲しいものとかありますか」

「いや……これもサービスだから……」

「遠慮しないでください。ぬいぐるみ、お好きですか？」

　臓物アニマルはもういいです。

　その時雫が、さも今思いついたかのように、口を開く。

「ねえ楓かえで、あなたの自宅に招待したら？」

　ええっ？

「瀬せ能のうさんに料理を振る舞うのがいいんじゃないかしら。得意でしょう」

　雫の台詞せりふを聞き、沙倉さんは少しだけ思案していた。

「……それ、いいわね」

「そうでしょう」

「雫ちゃんも来る？」

「もちろん。久しぶりに行きたいわ」

「決まり。ナツルさん、ぜひいらしてください」

　沙倉さんはご機嫌だ。きっと手料理とか食べてもらうのが好きなんだろう。

　俺はもちろん嬉うれしい。これで男の姿だったら、もっと嬉しいんだが。そうはいかんだろうし、女の姿で我慢するしかない。でもなんで、雫はこんなこと言い出したんだ。

「あなたのコレクション、瀬せ能のうさんに見せれば」

「そうね。あの子たちをいっぱい見てもらわなきゃ」

　生徒会長殿はちらっとだけ俺おれを見る。……あー、また企たくらんだのか。臓物アニマルの具合でもチェックするんだな。一人で行けばいいのに、巻き込んだか。

　もうここまで来ると感心するしかない。「メイドのようなもの喫茶」に来て、沙さ倉くらさんを呼んだのも、予定通りの行動なんだろう。ケンプファーの秘密を探るための策だ。

　そんで俺も付き合わされるわけだ。拒否もなにもねえや。

　沙倉さんは携帯電話を取り出して、スケジュールをチェックしていた。次の休みって、確か、えーと。

「ナツルさん、次の土曜日、うちに来てくれますか」

「はい……」

　よかった間がある。心の準備とか、その手の余裕も禁止されたらどうしようかと思った。

「楽しみです。腕によりをかけて、お料理作っちゃいますから」

「ありがとう……」

　つーことは、昼じゃなくて夜なのかな。なんかどきどきするね。女じゃなければね。

「話も終わったわね。そろそろ行きましょうか」

　雫しずくが立ち上がろうとした。

「お帰りですか」

　滑るようにやってくる委員長さん。

「よろしければ、当店のメイドと一緒に記念撮影などはいかがでしょう」

「あら、それも裏メニュー？」

「はい。今をときめく生徒会長と沙倉楓かえでさんなら、何枚でも構いません。もちろん料金はいただきませんので。今までの写真の地下出版でたんまり稼ぎ……いえ」

　委員長さんはこほんと咳せき払ばらい。

「当店の誇りにもなります。ぜひどうぞ」

「ナツルさんと撮れるんですか!?」

　さっそく沙倉さんが食いついた。

「お願いします。撮ってください。あ、雫ちゃんも」

「いいわよ」

　興味ないだろと思ったんだが、わりとあっさり承諾した。

　黒板側のテーブルが片付けられ、俺たち三人は並べられた。さあ撮影、という寸前になって、観客の中から誰だれか出てきた。

「どーもー、新聞部でーっす」

　あのハイテンション娘、西にし乃のますみであった。録音機材とカメラを抱えている。

「撮影許可をありがとうございまーす。校内新聞の一面トップにしますんで、期待しててくださーい」

　許可が出たのか。会計さんの仕業だな。金勘定してるもんな。

　俺おれは真ん中に立たされた。左が沙さ倉くらさんで右が雫しずく。

　インチキメイドが中央で両側に女子高生って寸法だ。しかもこのメイドが一番背が高いときている。

　カメラマンは副委員長さんとますみ。他ほかの客の撮影は許可していないらしい。撮影権は新聞部の独占で、その分高く売ったんだろう。

　普通に立った状態で撮られた。モータードライブがぱしゃぱしゃ激しい。

「ナツルたん、もっとくっついて」

　は？

「もっとべったりくっつくの」

「いいですねー」

　ますみが喜ぶ。いや意味分からないから。なに、べたべたしろってこと？

　俺がなにか言う前に、沙倉さんがぴったり寄り添ってくる。わあ、と思っていたら、雫まで接近してきた。ええっ!?

　ギャラリーがざわざわした。俺の心も福ふく本もとマンガのようにざわつく。

「それそれ。いくよー」

　ぱしゃぱしゃぱしゃぱしゃ。撮ってる方は楽しそうだ。俺は心臓がどきどきして、楽しむどころじゃない。

「んー、ナツルたん硬いなー。顔が引きつってるみたい」

「神経痛ですかー？」

　よく見抜いたな。引きつってんだよ。

　ちらっと左を見ると、沙倉さんはカメラに向かって愛あい嬌きようを振りまいている。そして俺の左腕に身体からだをぐいぐい押しつけていた。あのすみません、胸が肘ひじに当たりそうです。

　雫は相変わらず表情に乏とぼしい。笑っているとは思うんだが、楽しさから来るものではなく不敵っぽいのだ。「今からあなたをぶち殺すわよくくくく」みたいな感じ。

　しかも彼女は、沙倉さんに負けず劣らず身体を押しつけていた。全身はぴたりと密着し、胸を露骨に俺の肘に当てていた。これを照れも恥じらいもなく、平気でやっていた。

（おい、会長！）

　俺はたまらず文句を言った。

（窮屈だろ、やめろよ）

（寄りかかった方がいいの？）

（そうじゃねえって！）

（あまり騒ぐと楓かえでに気づかれるわよ）

（うう……）

　顔で笑って心で泣いて。ますみと副委員長さんのフラッシュを浴びていた。

（もっと心の底からにっこりしなさい）

　雫しずくが囁ささやく。

（愛あい嬌きようがないのは、女からも男からも好かれないわよ）

（お前も無愛想じゃないか）

（生徒会長はこれでいいのよ）

　いいのかあ？

　撮影は続く。見てるだけの連中も、なにやら興奮してそうだ。

　地じ獄ごくで釜かまゆでにされているみたいだなー、と考えているうちに、撮影は終わった。

「ありがとうございました」

　深々とおじぎをする委員長さん。

「これで残りの期間の売上げもばっちりです。その後は地下販売で……えー、皆さんに楽しんでもらいたいと考えています」

　写真、俺おれのところだけ塗りつぶしてもらえないかなあ。

　ギャラリーは「いいもの見た」「なんかエロい」「興奮した」と口々に言いながら去っていった。ますみはさっそく写真の二次使用権について会計さんと交渉。副委員長さんは「最後まで気合い入れるぞー」と気勢を上げていた。

　沙さ倉くらさんは別れ際、俺に念を押していた。

「絶対、遊びに来てくださいね」

「……うん」

「本当に本当に本当にお願いします」

「……分かった」

　必ず行くからと俺は伝え、沙倉さんはスキップしながら店を出て行った。

「噓うそはつかないでね」

　沙倉さんを見送っていた俺の背後から、雫が言った。

「つかねえよ」

「私も何年ぶりかで楓の家に行くんだから、がっかりするあの娘こは見たくないわ」

「……そんなこと言って、遊びに行くんじゃないんだろ」

　皮肉のつもりだったが彼女は、

「そうよ」

　あっさりと返答していた。





　　○






　文化祭二日目も無事終了。世間的には無事でも、俺おれは違ったけどな。

　雫しずくは嫌味な女から、生徒会長様にチェンジし、後片付けを仕切っていた。沙さ倉くらさんはなにをしてるのか知らないが、持ち込んだぬいぐるみを梱こん包ぽうしていたみたいだ。

　俺は男の姿に戻った。我が男子部二年四組の企画「休憩所」は大変好評で、付き添いで疲れたお父さん方と徹夜仕事が続いた生徒たちが横たわり、映画「風と共に去りぬ」のアトランタのシーンそっくりだったそうだ。

「美少女研究会の売上げも上々だったぞ」

　四組の馬ば鹿かエキスを濃縮した男、東ひがし田だはそう教えてくれた。

「ミスコン用の冊子も売れたし、来月発行の『ミス星せい鐵てつ学院コンテスト完全版』の予約も順調だ。これで資金面で困ることはない」

「ミスコンの撮影って、許可されてたっけか？」

　と俺が訊きくと、

「もちろんゲリラ撮影だ。デジカメの部品を分解してボディーチェックをくぐり抜けて、会場で組み立てた。生徒会の撮影スタッフも買収済みだから素材に困ることはない」

　などと誇らしげに自慢していた。撮影できなかったら、コラージュでしのぐつもりだったと言うから呆あきれたもんだ。その情熱、別なところに使え。

　全すべてがすんだら後夜祭だ。女子部の校庭を使い、中央でキャンプファイアーをしながら踊ったりする。暗がりでありかつ男女合同なので、これをきっかけにつきあい始める連中は多く、俗に「星鐵カップル」と呼ばれていた。……ってのは今俺が考えたヨタ。

　材木に火がつけられる。ここでは企画の廃材も燃やしていいことになっていた。ただし生徒会によるチェックがある。ビニールとか放ほうり込まれてガスが出ると困ることもあるのだが、得体の知れないものを燃やされることがあるからだ。何年前だかには、採点前の答案用紙が火にくべられたことがあるらしい。

　俺は端はしっこに座っていて、火が燃えるのを眺めていた。

　男子部二年四組の連中は、ほとんどが女の子をナンパに出かけている。百パーセント撃退されることが分かっていてやるんだから、ある意味たいしたもんだ。あの特攻精神は感服すべきものがある。今も正面では、半はん澤ざわが気の強そうな女の子に罵ば倒とうされているところであった。

「ナツル！」

　ばん、と背中を叩たたかれた。

　なんだと振り向くと、そこにいたのは幼なじみの近こん堂どう水み琴ことだった。大きめの紙袋を持っている。

「暗いなー。沙さ倉くらさんに振られた？」

　なにを言い出す。

「なんで振られなきゃなんねえんだ。ああいうのは告白してからだろ」

「あ、そっか。ナツルは自分から言い出す度胸ないもんね」

「うるせえ」

　否定できないところがむなしい。

「お前、文化祭はなにしてたんだよ」

「あたしはクラスの企画やって、ミスコン見て、あとは男子部に入り浸っていた」

「なんで男子部に」

「人が少ないから、走り回っても平気なんだよ」

　真面目まじめに企画を考えた連中が聞いたら泣くぞ。だいたい走るなんて子供かよ。

　もっとも水み琴ことには、こういう疲れ知らずなところがあって、海外でもその能力は遺憾なく発揮されている。デカン高原を一人で走破したこともあるという。

「ますみはどうした」

「向こうの方。赤外線カメラ持って、暗くら闇やみを撮影中。絶対カップルがよからぬことをしてるはずなんだって」

「元気だな。違う意味で」

「なんか女子部の瀬せ能のうの写真を沢山撮ったって言ってたよ」

「へー」

　俺おれは興味のないふりをしてごまかした。

　水琴は俺の隣に座った。

「ねえねえ、これ知ってる？」

　腰を下ろすなり、水琴は紙袋からなにやら取り出した。

　首に縄がかけられ、はらわたが飛び出た犬のぬいぐるみ。臓物アニマルシリーズの新作、チッソクノライヌだった。

　俺たちにはすっかりお馴な染じみになった臓物アニマルだが、世間的にはまだまだマイナーの域を出ていない。ワゴンセールの常連なのに、客は見ないふりをするんだそうだ。メーカーの社長が「ニカラグアでは売れている」とか訳の分からないことを言い出したので、当分マイナーのままだろう。

　しかし見れば見るほど、愛あい嬌きようの裏に狂気が潜ひそんでいて不気味だ。「じっと眺めていると橋から身投げしたくなる」って噂うわさも噓うそじゃねえな。

「これがどうした」

「もらった。ていうか、ブーケの中に隠れてた」

　やっぱり沙倉さんのブーケは、こいつが受け取ったのか。

「可愛いと思わない？」

「お前のセンスはおかしい」

「そう？　インカ帝国の出土品と比べても、遜そん色しよくないよ」

　どんな感覚なんだよ。

「紐ひもで天井からぶら下げると、面白いかもね」

「……沙さ倉くらさんと話が合いそうだな」

「あの人、臓物アニマルの大ファンだもんねえ」

　あははと笑ってる。こいつの笑いのツボも、よく分からんな。

「でね、この子がさ、変なんだよ」

「可愛いって言い出す女も十分変だろ」

「うるさいなあ。そうじゃなくて、ぬいぐるみが変なの」

　そう言うのでじっくり眺めていたが、グロなところはシリーズ共通しているので、特に変ではない。

「どこがだよ」

「喋しやべったの」

　俺おれは思わず絶句した。

　水み琴ことは構わず続けている。

「この子、ねえ。なんか喋るみたいなのよ。電池とか入ってるようには見えないんだけどね。最近のテクノロジーはすごいね」

　彼女は吞のん気きだが俺はびっくりだ。喋ったって、マジで？

「で、そのぬいぐるみはなんだって喋ったんだ……？」

「分かんない。もごもご言っててよく聞こえないの。いずれちゃんと話すんじゃない」

「……お前さ、驚かないの？　ぬいぐるみが口を利いたんだぞ」

「なんで？　あたしチャドで、喋る神木って見たことあるよ」

　間違った方向に度胸がついてる。こいつを驚かすには宇宙人でも連れてこないと駄目だ。

　しかし水琴の臓物アニマルが喋ったとは。臓物アニマルこそがケンプファーとなにかをつなげるメッセンジャーなのである。

　ケンプファーには必ず、喋る臓物アニマルがそばにいる。こいつに色々レクチャーをしてもらうのだ。で、連中は調停者モデレーターと呼ばれる連中に派遣されてくるらしいのだ。

　モデレーターがなにものかは分からない。ただ雫しずくはそいつがとても気に入らないらしく、なんとかして探り出してやろうとしていた。

　しかしこれって、水琴がケンプファーになる前触れじゃないのか。そうでなきゃこの売れないぬいぐるみが、喋り出すはずがないのだ。

「どしたの、ナツル」

「……いや」

　きょとんとしている水み琴ことに、俺おれはあえて言った。

「なあ、そのチッソクノライヌ、預かっていいか？」

「やだ」

　水琴はぱっと手を遠ざけた。

「ブーケの中身、今さらナツルがもらったってしょうがないよ」

「そうじゃねえって。危ないだろ、そんな不気味なの」

「喋しやべるぬいぐるみなんて面白いじゃん。当分観察する」

　言いきった。こうなるともう駄目だ。小学生の頃ころ、こいつは登校途中でヘビを捕まえてきて、どこかに放してきなさいと言われたのに「飼う」と主張、本当に世話をしきったことがある。ヘビは体長二メートルに育って大往生したそうだが、なんの品種だったんだ。

「分かった分かった。じゃあ、ぬいぐるみでまた変わったことがあったら、教えてくれ」

「およ、ナツルも興味あんの？　そういや家にも置いてあったね」

「……ファンなんだよ」

　適当なことを言う羽目になっちまった。水琴は自分のことを棚に上げて「悪趣味」なんて笑ってる。なんでそこまで言われなきゃなんねえんだ。

「今度さあ、ナツルのとこのぬいぐるみと見せっこしない」

「なんでそんな気持ちの悪いことを」

「その子も喋り出したら面白いじゃん」

　いやもう喋ってるから。あとそれほど面白くないから。

　キャンプファイアーの向こうから、見覚えのある顔がカメラを振り回しながら走ってきた。ますみだ。

「おーい、水琴。あっちで男子部の二年を取り合って、女子部の三年と一年が摑つかみ合いしてるよー」

「それは見ないと」

　水琴はチッソクノライヌを抱えて立ち上がる。

「じゃあまたね、ナツル」

「んー」

　走り出す水琴を眺めつつ、俺はさあどうするかと頭を悩ませた。




　悩んだところで即座にアイディアが湧わいたりはしない、というのは、なにも俺に限った話じゃない。マンガ家や作家だってそう。聞いた話では、元ネタがあるノベライズだって相当大変だったそうだ。

　後夜祭が終わる前に、俺は帰宅の途についた。キャンプファイアーの火は門まで燃やされはじめたので、凄すごい火勢になっていたが、平気なんだろうか。

　自宅へたどり着く。見上げると、窓が明るかった。

「……え？」

　俺おれは一人暮らしだ。転勤生活を繰り返している両親から離れて自宅を守っているのである。いやそんな威勢のいい話じゃなくて、他ほかに行き場がないとも言うんだけど。

　だから夜は真っ暗なんだが、俺の部屋に電気が点ついている。

　こりゃ妙だ。考えられるのは、両親が帰ってきたか、俺が消し忘れたか、泥棒が入っているか。前二つならいいが、泥棒はやだ。金はないけど貴重なエロ本が隠されている。それまで盗まれるのはごめんである。

　玄関扉も開いていた。なんかますます泥棒っぽいな。俺は慎重に二階へと上がる。自室の扉をぱっと開けた。

「お帰りなさい」

「わ！」

　なんか本日数回目の悲鳴を上げることになった。畳の上には、美み嶋しま紅あか音ねが座っていたのである。

「紅音ちゃん……なんで」

「開いていたので、上がらせてもらいました」

「へ……？」

「鍵かぎ、かけ忘れたみたいですよ」

　あー、なるほどね。俺が間抜けだったってことか。泥棒じゃなくてほっとした。

　紅音は畳に正座したままお茶を飲んでいた。別におかしくはないんだが、なんか怖いな。ずっとこのままで俺を待っていたんだろうか。そもそも鍵が開いてるからって、上がるのはちょっと。

　俺は鞄かばんを机の上に置いた。

「紅音ちゃん、今日は休んだね」

「ええ……」

　ぽつりと言う。

「ナツルさんにあわせる顔がなくて……」

　ミスコンの一件だろう。変身後の紅音が暴れ回ったのだ。その割にはこうして家うちには来るんだから、女の子の心中はよく分からない。

「今日、文化祭はどうでした……？」

「普通に終わったよ。俺はずっと女子部。あー、でも、沙さ倉くらさんと会長が来たな」

「沙倉さんが……」

　何な故ぜか紅音の顔色に変化が生じた。

「なにかあったんですか？」

「いやまあ……」

「教えてください……！」

　言う気はなかったんだが、彼女がせがむので、「メイドのようなもの喫茶」の顚てん末まつを話した。紅あか音ねは目の端はしをぴくぴくさせていたが、話が記念撮影に及ぶと後ろにひっくり返ってしまった。

「わ、紅音ちゃん!?」

　意識がないわけではないらしい。ショックではあるようで、なにやらうわごとみたいに呟つぶやいている。

「大丈夫ですよ」

　と言ったのは俺おれではない。机の上のぬいぐるみだった。

「紅音さんはああ見えてもタフだから平気です。むしろ怒ってるんじゃないですかね」

　臓物アニマルシリーズのハラキリトラは、そんなことを言っていた。こいつが俺のメッセンジャーで、年寄りみたいな喋しやべり方するくせに、声は先代のしずかちゃんそっくりという奇天烈な特徴を持つ。

「平気なのはほっとしたけど、なんで怒るんだ？」

「そりゃ、ナツルさんが沙さ倉くらさんと会長とべたべたしてたからでしょう」

「べたべたしたのは俺じゃねえよ。女の方の俺だ。それにべたべたしてたって問題ないだろ」

「あるでしょう」

「どんな？」

　まったく分からない。紅音が沙倉さんと仲良くないことは知っているが。

　こともあろうにハラキリトラは、「はっはっは」と黄門様みたいに笑い出した。失礼なトラだな。

　やがて紅音が起き出してくる。

「平気……？」

「はい……」

　そう言いながらも、紅音は俺のことを恨めしそうに見ていた。

「ナツルさんは、あたしがいないところで、そんなことをしてるんですね……」

「……してるっていうか、させられると思うんだけど」

「ひどい……」

　なにが。

　すんすんと鼻まですする紅音。なにがなんだかさっぱりだ。吞のん気きなのは笑い続けるハラキリトラだけ。

　ふと思い出した。

「おい笑ってる場合か。お前の仲間に会ってきたぞ」

「なんです？」

「チッソクノライヌ」

　今度は後夜祭の出来事を話す。今度はハラキリトラも笑うのをやめ、紅あか音ねも真剣に聞いていた。

　そして一人と一匹は、なんとも言えないため息を漏らした。

「近こん堂どうさんが……ケンプファー？」

　と紅音。

「まだ決まってねえけど」

「でも……可能性は高いですよね」

「まあねえ。喋しやべる臓物アニマルなんて、他ほかにいねえもんなあ」

「どうしましょう……」

「うーん……」

　俺おれは腕を組んだ。はっきり言ってなにも思いつかない。

　ケンプファーになると、人間には色々と変化が生じる。髪の色が変わったり（雫しずく）、性格が変わったり（紅あか音ね）、性別が変わったり（俺）。水み琴ことはどうなるんだろうか。あの元気印が陰気になったりするのか。












「直接近こん堂どうさんに、ケンプファーになるんだって言います……？」

「いやまだ、ケンプファーじゃないっぽいんだ。チッソクノライヌが、あんま喋しやべんないらしい」

「そうなんですか……」

「それにいきなりケンプファーだって伝えても、俺おれの頭がおかしいって思われんのが落ちだよ」

　あいつは人をすぐ病人扱いするのだ。しかも頭の。「ナツルのことが心配だから」なんて言うが、俺を亡き者にしようとしてるに違いない。

「まだやりようがない。敵か味方か分かんないし……」

「ええ……」

　ふと俺は、机の上のぬいぐるみに向かい、

「お前はこういうこと、なにか知らないの」

「知りません」

　堂々とした、しかも頼りのない返事だ。

「知ってるのはナツルさん絡みのことだけですから。新しいケンプファーはなおのこと知らないですよ」

　あてにならないやつだ。さすが不人気グッズ。

　しばらくしてから、そのハラキリトラが言った。

「こういうのは多分、会長の方が詳しいですよ」

「お前、前もそんなこと言ってたな」

「いや、ナツルさんの話しか知りませんけど、相当な切れ者みたいじゃないですか。独自に色んなこと調べてると思うんですけどね」

　それはそうだろう。生徒会の仕事をしつつ勉強もしてケンプファーのことを調べるなんて、どんな超人だよと思うが、雫しずくならできそうだ。

「んー、じゃあ、今度聞いてみるか……」

　俺はぽつりと漏らした。独り言のつもりだったんだが、紅あか音ねが聞きつけた。

「また生徒会室に行くんですか……？」

「いや、土曜に会長と沙さ倉くらさんの家に遊びに行くんだ。そのついでで……」

　なんの気なしに返事をしたんだが、最後まで言うことができなかった。

　紅音の雰囲気が一瞬にしてチェンジしたのである。同時に俺の頭に、固いものが突きつけられた。

「あ？　今なんつった？」

　いがらっぽい堀ほり江え由ゆ衣いみたいな声。頭に押し当てている武器、銃ゲヴエアー。紅音がケンプファーとなったのだ。

　恐る恐る横を見る。俺おれが「猛犬女」と名付けた鋭い目つきに変化していた。

「今どっかに行くって言ったな？」

「言ったけど……」

「おめえ、あたしに黙ってどこ行くつもりだったんだ？」

「いや……だから沙さ倉くらさんのとこ」

「ほお……。こいつはモテモテじゃねえか。よかったな」

「待て。男の俺じゃなくて女の俺だぞ」

「関係ねえ。なんで黙ってた」

「言う必要がないじゃねえか」

　紅あか音ねは銃口で俺をつついた。

「このカボチャ野郎。あたしはおめえの相棒だ。隠しごとなんかするんじゃねえよ。法王様とアニメのプロデューサーにしか話せねえことでも、あたしには包み隠さず喋しやべるんだ。特にクソアマのことは全部だ」

　クソアマってのは沙倉さんのことだ。失礼なやつである。こいつはケンプフアーに変身すると、コルシカの犯罪組織もびっくりな言葉遣いをし出すのだ。

「全部話したじゃねえか」

「黙ってクソアマの家に行くつもりだったろうが。勘弁できねえな。新しい耳の穴でも開けてやろうか」

　引き金に力がこもる。馬ば鹿か馬ば鹿か、危ないだろ。

「会長と一緒に行くんだから、黙ってねえよ」

「あたしに黙ってんだ！」

　気配がしたのでとっさに頭を下げる。銃声がし、壁に穴が開いた。

　ぎゃー。本当に撃ちやがった。当たったらマジで死ぬぞ。

　猛犬女に後悔は一切ない。紅音の瞳ひとみの中では、狂気と殺気が二人三脚で走り回っており、いつ俺が死んでもいいように葬式の準備をしていた。

「いいかナツル、人間にはやっちゃいけねえってことがある。たとえば黙って会長とどこかに行くことと、その行き先がクソアマの家ってことだ。あんまりあたしを怒らせるんじゃねえよ」

「だからなんで怒るんだよ！」

「変身前のあたしに聞きな！」

　また引き金を引きそうだ。だから待てっての。

　幸い弾は放たれなかった。人んちだってことで自粛したらしい。さっき撃ってたけど。

「はっきり言うが、あたしはおめえみたいなのを見てると本当にムカつく。なんでおめえを気に入ったのか、自分でも分からねえくらいだ」

　ムカつくのか気に入ったのか、どっちなんだ。

「変身前のあたしのこともある。ここで殺すのはもったいねえ。まだ生かしといてやらあ」

「……そりゃどうも」

　なんで礼を言わねばならんのか。

「だけど生かしておくにも条件ってもんがある」

「なんだよ」

「クソアマの家に、あたしも連れて行け」

「え!?」

　くどいようだが、クソアマってのは沙さ倉くらさんのことだ。あの人の家に、こいつが行くのか。

「あん畜生、おめえの着替えの時にあんだけでけえ口叩たたきやがったんだ。もう一度同じこと言えるかどうか、見てやろうじゃねえか」

「いやそりゃ……」

「あ？　この場で頭ぶち抜いてもいいんだぜ」

「やめろって。遊びじゃなくて、会長はモデレーターのこととか調べるつもりなんだぞ」

「遊びじゃねえか」

　どういう構造してんだ、こいつの頭は。

「こんなのは遊びと一緒だ。だがなナツル。遊びこそ真剣にやんなきゃなんねえんだよ。確かルパン三世も言ってたぜ」

　そうだっけ？　そもそも真剣にやるってことが、俺おれの頭に銃弾を撃ちこむとか、沙倉さんをクソアマ呼ばわりすることなのか。

「でもなあ……」

「死ぬか？」

「分かった分かった！」

　こうしてこいつは無理矢理俺に、同行することを認めさせた。この騒ぎの最中、ハラキリトラはにやにやするばかりでなんの手助けにもならず、俺の恨みを買った。

「だって、助けたらこっちが紅あか音ねさんに撃たれるじゃないですか」

　紅音が帰ってからこんなことを言った。ぬいぐるみの分際で、命を惜しみやがる。

「撃たれても平気だろうが」

「平気じゃないですよ。こう見えても、身だしなみには気を遣っているんです」

　本当かよ。

「このことはナツルさんが悪いんじゃないんですか」

「悪くねえだろ」

「紅あか音ねさんの立場からすれば、相棒なのに黙っていたのが腹立たしいんですよ。信用されてないのかって」

「終わったら話すつもりだったのに。なんか不都合でもあんのかね」

「大ありですなあ、気づかないんですか」

「……なんか俺おれが鈍いみたいじゃないか」

「鈍いですよ？」

　知らなかったんですか、とハラキリトラは言いたげであった。












第二章







　それからは、特に何事もなく過ぎていった。俺おれはほとんど男子部にいて、のんべんだらりと授業を受けていた。

　文化祭が終わると、大抵の教室は気が抜けたようになる。それでも真面目まじめなところだとネジを巻き直して元に戻るのだが、俺たち二年四組はネジがぶっ壊れて元に戻らない。この分では成績も急降下で二度と上昇しないだろうと、もっぱらの噂うわさであった。

　もちろん俺たちは、だからといって慌てるようなタマではなく、授業中の睡眠を通常の三倍にすることで対抗、全すべての教師を呆あきれさせた。きっとシャアも呆れているだろう。

　俺自身の、男と女の二重学校生活は当然続いている。慣れとは恐ろしいもので、なんのためらいもなく変身できるようになってきた。ただし肉体的な負担は相変わらず大きい。

　あと男子部と女子部で授業の進み具合に差があったので、頭も疲れる。男子部にいる時間を長くしているのはそのあたりもあって、やっぱり男のままでいる方が楽なのだ。

　ある日の昼休み。

「おい瀬せ能のう。特別顧問」

　俺は廊下で、馬ば鹿かの大将東ひがし田だに声をかけられた。特別顧問ってのは、美少女研究会における俺の役職である。「女子部の知られざるネタを握っている」という理由から、いつの間にかならされた。女の姿で通っていると、そういう情報も入ってくるのだ。

「なんだよ」

「これから美少女研究会の会議があるんだが」

「出ねえぞ」

　先回りして言った。貴重なプライベートタイムまでこいつに奪われちゃたまらん。

「安心しろ。出席するのは一部の最高幹部だけだ」

「なんだ最高幹部って」

「男子部女子部問わず、選ばれた人間だけがなるんだよ。いくら瀬能でもまだ無理だ。いずれ認められるとは思うが」

　無理のままでいいよ。

「そんで、なんの用なんだよ」

「ミスコン写真集の編へん纂さんをしてるんだが、出版形態で議論が続いているんだ。今日の会議もそうなんだが、お前の意見が欲しい」

「はあ？　なんだよそりゃあ」

「フルカラーにするかどうかなんだ。見み栄ばえがいいなら当然カラーなんだが、コストが上がる。白黒のページを入れると安くなるがつまらない。どうしたらいいと思う？」

　なんで俺おれにそんなことを聞くんだよ。

「どうって……好きにすりゃいいんじゃねえの？」

「読者のニーズってのは重要なんだ」

　高二の考えることか、それ。

　なおも東ひがし田だは俺に、制作進行状況と、ついでにいかに撮影が難しかったかを説明した。

「いっそ利益度外視でやりゃいいじゃん。予約は順調なんだろ」

「今期の予算を写真集の売上げでまかなう計画だから、そうはいかない。だがカラー写真への需要は確実にあるし、せっかく撮ったんだから使いたいって意見も強いんだ」

「だから好きにしろっての」

「それだけじゃ幹部会で通らねえよ」

　だから幹部会なんか知らんつーに。

　俺はこめかみを押えた。

「あー、じゃ、こういうのはどうだ。カラー写真の希望は多いんだろ」

「みんなそれが目当てだからな」

「写真集の値段は白黒入れて安くする。そんで、希望者にだけ特別バージョンとして生写真を付ければいいんだ。予約は別に取れば儲もうかるぞ」

「それだ！」

　東田は手を叩たたいた。

「さすが特別顧問だ。ニーズにも応こたえられてしかも儲かる。最高幹部への推薦は任せておいてくれ」

　いいよそれは。まともにアドバイスしちまったって、後悔してるところなんだから。

　なおも東田は俺をたたえる。普通、褒められると悪い気はしないんだが、こいつだとうんざりするのは何な故ぜだ。

「瀬せ能のう、ついでにこのことも知りたいんだが」

　東田は周囲をはばかるようにきょろきょろすると、ポケットから写真を取り出した。

　風景写真っぽかった。建物が写っている。ん？　これ星せい鐵てつ学院じゃないのか。

「この隅っこをよく見てくれ。可愛い女の子を物色しているときに、偶然発見した」

　目を近づける。女子部の制服を着た女の子が写っていた。

　小さいので顔形はよく分からない。ただ髪の毛が金髪だった。

「こんな娘こ、うちにいたかな……？」

　つい疑問の声を上げる俺。

「だろ。金髪の女子は絶対にいないはずだ。あそこ、男子部よりチェックが厳しいもんな」

　星せい鐵てつ学院は異性の交流が厳しいことで有名だが、女子部の場合は服装や頭髪にも規定がある。金髪になんて染めたら、停学もんだ。

　元お嬢様学校としての伝統を守るための行為だと学校側は言うが、時代遅れとの批判は常にある。もちろん、女の子たちもなんとか規則をかいくぐるように努力していて、このあたりの攻防はへたなハリウッド映画よりも見み応ごたえがあった。

「瀬せ能のうは女子部に詳しいだろ。この娘このこと、知らないか」

「……いやあ、分かんねえ」

「制服着てるだろ。話題になるはずなんだが」

「聞いたことねえな」

　これは正直な答えである。金髪の生徒なんてはじめて見た。女子部の制服はその手のマニアな方々に人気があって、ネットオークションでも高値がついている。「なんちゃって女子高生」の可能性もないわけじゃないが、侵入したらやっぱりばれるか噂うわさになる。

「海外からの転校生とか、留学生じゃねえの」

「そんな娘がいたら、俺おれたちだけじゃなくて男子部全員が放ほうっておかねえよ」

　それはそうだな。男子部に「金髪美少女」なんてちらつかせたら、フリスビー犬よりも勢いよく走り出す。美少女かどうか判明してないんだけどさ。

　東ひがし田だは腕組みをして悩んでいた。

「……美少女研究会としては、こういう謎なぞの少女はチェックしておきたいんだが」

　まめなのはいいことである。たとえなんであっても。

「まあ、がんばれ」

「なにか情報が入ったら教えてくれ」

「あいよ」

　俺は適当な返事をした。絶対このこと忘れるだろうけどな。

　東田のせいで無駄な時間をくっちまった。校舎を出て、図書館へと向かう。生徒会室へ行くつもりだった。

　中に入る。人影は少ない。

　物陰で変身しようとした。最近の俺は図書館で女になることが多い。背の高い本棚のおかげで、隠れるところに事欠かないからだ。この「隠れる」の利用を考えているのは俺だけではなく、カップルが連絡の場所として利用したり、テスト情報の受け渡しに使われたりしている。ひとけがないことをいいことに、最後までいってしまったけしからん恋人たちもいたらしく、地下出版物である「星鐵学院裏面史　Ｖｏｌ．４」でも極端な例として解説されていた。

　一番奥の本棚の陰に隠れ、右腕の腕輪に力を込めようとした。

「ナツルさん」

　うわ！

　跳とび上がって振り返った。そこにいたのは、沙さ倉くらさんであった。

　彼女は申し訳なさそうにしていた。

「ごめんなさい。驚かせちゃいました？」

「い、いや……大丈夫」

　背中に汗をかきながら、なんとか笑顔を浮かべる。危ねー。バレたらえらいことだ。

「さ……沙倉さんはどうして？」

　えへへ、と彼女は笑った。

「お料理の本を探していたんです」

　確かに手には、平ひら野のレミの料理本を持っていた。この図書館、こんなもんまであるのか。

「お料理の予習をしようと思ったんです」

「予習……？」

「お客様が来るんです」

「沙倉さん、料理得意って聞いたけど……」

「失敗したくありませんから」

　彼女は照れくさそうにしていた。

「大事なお客様なんです」

　俺おれはちょっと感動した。沙倉さんは、そんなことまでしてくれるのだ。さすが優しさの花から生まれた女神様だ。こんな天使みたいな人と話ができるだけでも俺は世界一の幸せ者だ。

「どうもありがとう」

　俺は感動が抜けないうちにお礼を言った。

「わざわざそこまでしなくても……。沙倉さんの料理ならレトルトを温めたやつだけでも、喜んで食べるから。もう本当に無理しないで。あ、皿洗いは俺が全部やるから。沙倉さんはテレビでも観みてて……」

「は？」

　彼女は首をかしげていた。

「あの……なにを言ってるんですか？　お客様って、ナツルさんのことじゃ……」

「……あ」

　しまった。感動のあまり間違えた。沙倉さんは俺を誘ったんじゃない。女の俺を誘ったんだ。

　彼女は気の毒そうな目で俺を見ていた。きっと自意識過剰な痛々しい男だと思ったに違いない。うわーん。

「わたしの料理を気にしてくれるのは嬉うれしいんですけど……」

　沙さ倉くらさんは、病人を諭すような口調だった。

「でも今回は女の子だけですから。男の人は立ち入り禁止です」

「は……ども……いえいえ」

　恥ずかしさで訳の分からないことを言う俺おれ。

「それで……あの……沙倉さん、誰だれが沙倉さんの家に？　いや気にしてるってわけじゃなくて、あのですね……」

　なに言ってんだ俺は。誰が行くかなんて先刻承知だろうが。ていうか、客は俺だよ。

　沙倉さんは特に不審には思わなかったらしく、すぐ教えてくれた。

「女子の瀬せ能のうナツルさんです。あと雫しずくちゃん……あっ、ナツルさん、もしかして」

　真面目まじめな顔になった。え、俺なにか怒らせるようなこと言った？

「あっちのナツルさんのことを狙ねらっているんですか？」

　……。

　沙倉さんは真剣だった。

「わたし、まだナツルさんとライバルだってこと忘れてませんから。そうやって調べて、邪魔をする気なんでしょう。ひどいですね」

　いやいやあのですね、男の俺は振り向く気満々なんです。ていうか、もうロックオン状態です。でも女の俺はちょっと。

「わたしがお世話して、尽くして、いつか絶対付き合うんですから」

「……」

「だから、男の人は立ち入り禁止です」

　ここで同一人物ですと言えれば、気も楽になるんだろうな。

　沙倉さんは一途だ。かねてからそうではないかと思っていたが間違いない。女の俺に惚ほれた以上、他ほかには見向きもしないのだ。貞操観念の強いところも素敵だが、我が身に降りかかってくると大変だ。

　彼女はぺこりと頭を下げると、貸し出しカウンターに行ってしまった。きっとあの本を元に色々改良を加えたりして、料理に凝るんだろうな。女の身とはいえ、味わうことができるのがせめてもの慰めか。

　俺は気を取り直すと、今度こそ誰もいないよう、あたりを見回した。それから腕輪に力を込めて、女にチェンジ。

　何食わぬ顔でロビーを抜け、ＩＤカードをかざすと図書館内のゲートを通過する。

　俺は女子の瀬能ナツルとして、敷地内を走った。

　二年四組にはまだ行かない。ろくなことないから。いずれ行くけど、会計さんあたりに「ウラニウムの先物取引に投資しませんか」と勧誘される危険があった。

　職員室に顔を出して、携帯ゲームに興じている担当教師に出席を印象づけてからターン。また図書館へ。

　階段を登り、生徒会室へ顔を出した。

　俺おれは雫しずくに会うなり、「沙さ倉くらさんのところへ行く客が増えたから」と告げた。

　雫は呆あきれはしなかったが、例の冷ややかな目線を向けてきた。

「もしかして、美み嶋しまさん？」

「ああ」

　力強くうなずく。

「脅されたの？」

「……ああ」

　今度の返事は、いささか情けないものになった。

　雫の目に、軽けい蔑べつしたような色が浮かぶ。

「みっともないわね」

「あいつ凶暴なんだよ」

「やることは凶暴でも、一ひと皮かわ剝むけば女の子ってこともあるわよ。優しくしてあげたら」

「いや、紅あか音ねは芯しんまで猛犬だ。犬がわんわん吠ほえながら嚙かみついてくるようなもんだぞ。俺はもう嚙まれるのは嫌だ」

　なにせ銃で撃たれて、本当に嚙まれたこともあるんだから。

　そしたら雫はじろっと俺を見て、

「私が一皮って言ったのは、変身前に戻ったらってことよ」

「……へ？」

　すみません、意味が分かんないんですけど。

「鈍いのね」

「なにが」

「……ま、困るのは私じゃないわ」

　むー。なんだか馬ば鹿かにされたような気がする。

「いいわよ、美嶋さんが来ても。楓かえでには私が言っておくから。あの娘こお客さんが好きだから、拒絶はしないでしょう」

「でも紅音と沙倉さんって、仲がよくないんだよ」

「それくらい瀬せ能のう君が取り持ちなさい」

「……俺が？」

「男の責任よ」

　えー、俺の責任なのかよ。

　彼女はなにやら書き物をしながら、俺と話をしていた。ひょいとのぞいてみたが、男子部絡みの案件らしい。

「男子部の非合法地下部活動のこと」

　雫しずくはさらりと言った。

「美少女研究会がうるさくて。カラーの写真集はやりすぎよ。東ひがし田だ君に派手なことはしないように言っておいて」

　ぐえ。そんなことまで知ってんのか。この分だと、美少女研究会に生徒会の人間を潜り込ませてるな。おーい、東田、お前んとこ操られてるぞ。

　というか、俺おれが顧問だってことも知ってるんじゃないのか。なにも言わないけど、わざわざ今持ちだしたところを見ると、確実に把握している。

　俺は言い訳がましく喋しやべった。

「そう言わないで、写真集くらい大目に見ろよ」

「写真もそうだけど、適当なデータをばらまかれるのが困るの。業者に売られちゃたまらないわ」

　星せい鐵てつ学院の名簿は高額で取り引きされているらしい。その話は耳にしたことがある。というか会計さんが「あれはいい稼ぎ」と喋っているのを聞いたんだ。

「ゲラを読んでみたんだけど」

　読んだのかよ。

「ミスが多いわね。誕生日みたいな公開情報まで間違うのはいただけないわ。瀬せ能のう君のも修正した方がいいわよ。血液型が違っていた」

　それよりも、なんで俺の血液型を覚えてるんだ。言ったことあったか？

「……その分じゃ、会長のデータも間違っていたろ」

「ええ。嫌いなタイプの男性ってところに、『頭の悪い人間』って書いてあった」

「嫌いだろ」

「どちらかというと、私が嫌いなタイプは、キスの下手な男よ」

　不意にミスコンのことを思い出して、俺は頰ほおが熱くなるのを自覚した。なんてことを言いやがるんだ。

　雫は平然としている。

「瀬能君は、キスが上手な女がいい？」

「馬ば鹿か……！」

「下手でもいいの？」

「そうじゃない……！」

「私じゃ駄目なようね。残念だわ」

　ちっとも残念じゃなさそうに言った。いや、本当に残念なのか？　分からん。

　俺は急いで話題を変えようとした。

「それより沙さ倉くらさんちに行く話だよ」

　あら、と雫しずくは言った。

「それって、キスよりも大事なこと？」

「いや大事とかじゃなくて……」

「キスは大事じゃないのね」

「だから沙さ倉くらさん……」

「楓かえでもキスが下手よりは上手い方がいいと思うけど」

「上手とか下手じゃなくて……」

「あなたもいつか楓とキスするかもしれないんだから、気をつけた方がいいんじゃないかしら」

「そこから離れてくれ……」

「楓から離れればいいの？　じゃあ誰だれとキスする話をする？」

　すいません、本当にすいません。もういじめないでください。

　皮肉なんだか嫌味なんだか知らんが、雫はここぞとばかりに言ってくる。いや、楽しいんだろうな。サドだから。

　ていうか、なんで俺おれはこんな目にあっているんだ。雫に強引にキスされたんだから、被害者だぞ。生徒会長の地位を利用したパワーハラスメントだ。訴えてやる。

　俺は深呼吸をして、心を整えた。

「……えーっと、つまりだな、沙倉さんのとこに行くのに、バラバラでいいのかってことだよ」

　沙倉さんちの住所は暗記しているが、実際に訪れたことはなかった。なぜなら彼女に案内されて、お宅ご訪問を夢見ていたからである。

　雫はようやく俺いじめをやめてくれた。

「待ち合わせたいってことね」

「そう」

「いいわよ。美み嶋しまさんも連れてらっしゃい。あの娘こも知らないでしょう」

「そうするよ」

　あとはもうどうでもいい。俺は礼も言わずに生徒会室から出ようとした。

　すると雫が、

「これも貸しよ」

　なんて言った。当然聞こえなかったふり。ぐずぐずしてると、なにされるか分かったもんじゃない。

　外に出てから俺は、水み琴ことの臓物アニマルの話をしてないことに気づいた。まあいいや。あとでだって問題ないだろ。

　そして生徒会室を出てから、俺は自分の唇を触り続けていたことに気がついた。

　わけもなく最悪な気分だった。





　　○






　図書館の一階フロアに下りてから、腹が減っていることに気づいた。そういや昼飯時だった。

　男子部に帰って食うかと考えてから、なんの用意もしていないことを思い出す。かねてから俺おれは惰眠をむさぼることが好きだったのだが、今日はとうとう六度寝という偉業を成し遂げた。新しく購入した目覚まし時計をちゃんとセットしていて、きちんと定時の十分前に目覚めたものの、「あと五分」を六回も繰り返したのである。

　目覚まし時計が鳴ったのは最初の一回だけなのに、俺は正確に五分ごとに目覚めては寝ていた。ようやく起きあがったときには、言いようもない感動が全身を包んだものだ。

　世間、特に教師がこの偉業を認めないことは承知しており、俺は弁当の用意をせず、登校途中でパンを買うこともせず、学校までひたすら走った。まったく、偉人というのはいつの世も迫害される。

　なにが言いたいのかというと「腹が減っても食うものがない」ってことだ。購買でなにか買うか、学食で食うしかない。

　食堂にしよう。女子部がいい。男子部にも食堂はあるが、中世の拷問室みたいに陰気な上、ミイラみたいな爺じいさんがぶつぶつ言いながらメシを作っている。「あそこで食べると年老いたまま死ぬに死ねず、この世をさまよい続ける」との噂うわさがあるくらいだ。悪い噂を払ふつ拭しよくしようと職員が総出で食べたことがあるんだが、全員無言になった上に二度とこのことを口にしなくなったので、むしろ信しん憑ぴよう性せいを持たせていた。

　俺はさっそく女子部の食堂へ行こうとした。今日のランチメニューはなんだったか。

　図書館のカウンターに紅あか音ねの姿はない。今日は当番じゃないんだな。

　だが外に出ようとした時。

　視界の隅をなにかが動いた。

「……？」

　なにかっつっても人間だろうし、図書館なんだから誰だれかがいるのは当たり前なんだが、それにしては妙な動きだった。俺の方をこそこそ観察しては身を隠している、ような気がする。

（もしかして、俺に惚ほれてる女がラブレターを渡そうとして……！）

　なんてことを考えるほど自意識過剰じゃないつもりだが、気になるは気になる。ちょいと近づいてみることにした。

　スチール製の本棚（前に俺と紅音でぶっ壊したので、新品になってる）の後ろをのぞく。誰だれかいたみたいだが、即座に別の棚の後ろに隠れていた。

「なんだよ……」

　ぶつぶつ言いつつ、奥の本棚へ。またいなくなる。

　さらに別の本棚へ移動していた。俺おれは早足になりながらのぞく。いない。

　ぱたぱたという足音がしているので、誰かがいることは分かっている。いったいなにものなんだ。

　走った。本棚の後ろを見る。が、相手も走ったらしく、さらに向こう側へと移動している。

「……このっ」

　こうなったら意地だ。小学生の頃ころに鞄かばんに泥を詰めたやつを一日中追いかけ回し、ついにはそいつの家の郵便ポストを水浸しにして復ふく讐しゆうしたことがあるのだ。おかげで「ガラガラヘビ」なんてありがたくないあだ名までつけられたんだぜ。

　一番奥の本棚から、足がちらちら見える。

「そこか！」

　力を込めてダッシュ。今度こそそのツラ、拝んでやる。

「誰だ!?」

　ぱっとのぞく。が、いない。あれ？

　次の瞬間、俺は右腕の腕輪が、青白く輝いていることに気づいた。

「わははははっ！」

　頭上からなんだか変な高笑い。声からして女だが、ここって笑うところか？　図書館は静粛にだろ。

　見上げると、なんと本棚の上に女子生徒が仁王立ちしていた。

「ふふふふっ、罠わなにかかったね！」

　金髪の生徒だった。写真のあいつ、東ひがし田だが言っていた女の子だ。腰に、黒くろ鞘さやの日本刀をぶら下げていた。

　彼女の腕には、例の腕輪が。色は赤。敵のケンプファーだ。

「ここまで簡単におびき寄せられるとは、青って間抜けね！」

　大きなお世話である。

「こんなやつが敵じゃ張り合いがないわ。臓物アニマルの言ったこともたいしたことなかった」

　両手を腰に当て、わははと笑ったりしている。

　俺は直視しなかった。なんというかスカートが短いもんだから、まともに見上げると中が見えてしまうのだ。ちなみに黒。きゃー、大胆。

　そんなことは気づかず少女は見得を切る。

「あたしはあんたの敵、ライバルのケンプファーよ。尋常に勝負しなさい……って……」

　その娘こは腰を低くして俺おれをじっと見ていた。

「……女の瀬せ能のうナツル！」

　今ごろ気づいたのか。

「あんた敵側だったのね。道理で最初見たときからひっかかると思ったわ！　ちょうどいい、赤の他人を倒すと少しは心が痛むけど、あんたなら罪悪感ないから！」

　どういう発想なんだ。自分中心にもほどがある。

　彼女はひらり……とまではいかず、荒々しく跳とぶと荒々しく着地した。華麗にはほど遠く、どすんという擬音が聞こえたくらいだ。

　日本刀を抜く。蛍光灯の明かりを反射して、ぎらりと光った。

「いざ勝負！」

　しかし俺は、この娘の顔をしみじみと観察していた。

「……近こん堂どう水み琴こと？」

　目の前の少女は急におたおたした。

「あっ、あたしは水琴じゃないわよ！」

「いや、水琴だろ」

「水琴じゃないの。そういうことにしたいのよ！」

　じゃあ水琴じゃなくてもいいけど、でも水琴だよなあ。

　しかし、やはりケンプファーになっていたか、臓物アニマルが喋しやべったのは気のせいではなかった模様。おまけに敵側とは。

　水琴は頭を振って、俺の言葉を振り払っていた。

「余計なことを言っちゃって。死んでもらうわよ！」

　刀を構える。こいつ、剣道とかやってたっけな。

「うりゃあ！」

「おわ！」

　太刀筋は素人だと思うが、さすがはケンプファーの力。常人を上回る速さで空気を切り裂く。

　俺は慌てて後ろに避よけた。

「逃げないでよ！」

「無理だから！」

　水琴の動きがぴたりと止まる。

「……あんた、ずいぶんハスキーボイスね」

「そりゃまあ」

「なんかナツルに似てる。気にくわない！」

「だって……」

　正体を明かした方がいいんだろうか。そんなこと考えていたら、また刀が振り回された。危ない危ない。

　スチールの本棚が一本、音を立てて崩れた。水み琴ことによって真っ二つにされたのだ。わあ、雫しずくは補ほ塡てんしてくれるかなあ。

　雪崩のように崩れかかる本の陰に、俺おれは移動した。

「こら待てー！」

　水琴が近寄ってくる前に、別の本棚に飛び乗る。

「あー、わたしの真ま似ねをした！」

　お前が考案した方法ってわけでもあるまい。棚の上に登るのは、猫だけの専売特許じゃないんだぜ。

「下りてきなさいよ。パンツ見えるわよ！　恥じらいってものを持ちなさい！」

　人のこと言えるのか。

　俺は本棚から本棚へと、ぴょんぴょん飛び移った。こんなところにいられるか。腹は減ってるし、ぼやぼやしてると水琴に斬きられちまう。

　下を走るよりは圧倒的に速い。ケンプファーになると運動神経もよくなり、普通ならちょっとためらうようなジャンプも楽々クリアだ。じゃーなー、水琴ー。

　しかし俺の考えは、完全に甘かった。

「待ちなさーい！」

　金髪の水琴は叫ぶと全力疾走してきた。しかも日本刀を振り回し、本棚を切り捨てながら一直線に走っているのだ。

「のわー!!」

　俺の真後ろから本棚が次々に崩れていく。こんな映画あったな。

　図書館の中が騒がしくなった。そりゃそうだ。女が本棚に飛び乗って走っていて、しかも後方から崩壊しているんだから。

「女ナツル！　逃がさないからー！」

「そうは行くか！」

　肩越しに炎を放つ。ヘビの舌みたいに火炎が伸びた。

「甘い！」

　水琴が振り払う。炎は空中で四散し、消える。

　もう一回撃とうとして、ためらった。へたに攻撃したら火事になっちまう。俺は不利だがあいつは有利だ。

　もう逃げの一手だ。男子部に逃げ込んでしまえば水琴でも追ってはこれないだろう。

　とか考えていたら、本棚の列が終わりに近づいた。ぎえ。

　床に飛び降りる。ほぼ同時に、スチール製の本棚がバラバラになって崩壊した。

　その向こうから、水み琴ことが現われる。

「捕まえたわよ！」

　声がでかい。職員がいるのに、こいつはまるで平気だ。「学校の図書館で騒いでいる」って感覚に欠けてるんだろうか。そういえば大だい英えい博はく物ぶつ館かんでも「これ盗掘。これも盗掘」ってわめいたって言ってたな。

「今度こそ覚悟！」

　冗談じゃない。俺おれは剣先を転がってかわすと、雫しずくと戦ったときと同じ手を使うことにした。

　火球を出現させ、天井に向かって撃つ。

　炎が設置してあるセンサーを焼いた。すると。

　耳をつんざくようなサイレンが鳴る。あちこちにあるスプリンクラーが一斉に作動。滝のように水を放出した。

「きゃあ！」

　不意を突かれた水琴が騒ぐ。今のうちだ。

　俺は起きあがると今度こそ全力疾走をした。

「あー、待てー！」












　誰だれが待つか。俺おれはそのまま校門に向かって走り続けた。





　　○






　家うちに帰り着いた時は、結構暗くなっていた。

　今回の図書館での騒動は二回目だったので、学校側からの調査が非常に厳しかった。スプリンクラーまで作動したしな。

　男子部は全員が取り調べ。ああいう馬ば鹿かげたことをやるのは男、という思考による。これは偏見だろう。間違ってないけど。

　学校側の調査は一通り終わったが、犯人は分からず。女子部の瀬せ能のうナツルが疑われていたが、アリバイがあるとの証言があって、沙さ汰た止やみとなった。もう一人の「謎なぞの金髪少女」はそもそも存在が疑われていた。

　俺のアリバイを証言したのは、なんと雫しずくだった。「ずっと自分と一緒にいた」と言ったのだ。星せい鐵てつ学院一の優等生が言うものだから信しん憑ぴよう性せいを増し、「犯人はよく分からない」というところに落ち着いた模様。しかし、なんで噓うそまでついてくれたんだろうな。

　どうも雫は俺が絡んでいたことに気づいたようだ。あんなことをするのは、ケンプファー絡みで戦った俺しかいないだろってことだな。あれきり顔を合わせてないけど、これも借りになってしまうのだろうか。

　俺自身はいったん外に出て変身を解き、男子部の校門から堂々と入った。おかげで「昼休みにエスケープかよ」と疑われたが、それくらいはしょうがねえや。

　で、取り調べにも呼ばれていたため、帰りが遅くなったというわけだ。

　今日は紅あか音ねが待ちかまえてはいなかった。その代わり、俺が呼び寄せた。

「……そんなことがあったんですか……」

　彼女は両手でコーヒーカップを持ちながら言った。ここは例によって俺の部屋。彼女はかなり慣れたらしく、すっかりリラックスしている。

「図書館がいきなり閉鎖になっちゃったんです。なにがあったのかって、みんな言ってたんですけど……」

「ごめん。あれ、俺の仕業」

　頭を下げる。

　紅音はしょんぼりしていた。本好きなので、ああいうことが悲しいのである。まったくもって面目ない。

「……で、敵のケンプファーが出たんですよね」

　ハラキリトラが発言した。

「ああ。日本刀を振り回してたよ」

「ほーお。剣シユヴエアトですか」

「雫しずくと同じだよな」

　ただ生徒会長の場合は短剣二本だが、あいつは一本のみだ。その分、長い。

「その人の正体は分かったんですか」

「うん。水み琴ことだった」

　ハラキリトラだけではなく、しょんぼりしていた紅あか音ねまで顔を上げた。

「やっぱり……」

　一人と一匹は同時に呟つぶやいた。それほどのショックはないようだ。ある意味予想通りだったからだな。

「近こん堂どうさん、赤だったんですね……」

　と紅音。

「見間違えじゃなかったよ。ぴかぴかひかっていた」

「あとはどんな感じでした……？」

「金髪で……そんなもんかな。性格はいつも通り。テンション高いまま」

　だから平気で本棚を切り刻めるのだろう。後ろを振り向かないあの態度は、尊敬すべきかもしれん。

「水琴のやつ、女子部でどんなだったかは知ってる？」

　紅音は小さく首を振った。

「いえ……。休み時間に西にし乃のさんに会ったんですけど、ミスコンの写真集で、女子新聞部と美少女研究会で揉もめているって話ばっかりしてました……」

　どうせ利益の配分で衝突してるんだろう。これは別の日に聞いたんだが、女子部二年四組も話にからんできており、メイド写真集との抱き合わせでさらに販路を拡大しようとしているらしい。ただしその地下ルートは会計さんしか知らないので、やっぱり揉めているとのこと。

「そっか……なんか水琴のこと確認する方法ってねえかな」

「どうでしょう……」

「あいつ、いつもと変わらないのがびっくりしたよなあ」

　変化が髪の毛の色だけだ。雫と同じである。

「やっぱり、思うところがあってケンプファーになったりしたんでしょうか……」

「どうだろう。悩みとか聞いたことないから」

　ビザなしパスポートなし現金なしで国境を越えなきゃってときでも、「悩む必要なし」と豪語する女だ。粛々と運命を受け入れるどころか、積極的に関与することだってありうる。

「……」

　紅あか音ねはなにやら真剣な顔をして考え込んでいた。

「あまり……近こん堂どうさんと戦いたくありません……」

　そう漏らす。

「やっぱり……知り合いでお友達ですから、敵味方に分かれるのは悲しいです……。なんとかならないのでしょうか……」

　眼鏡めがねの奥が潤んでいた。優しい子だ。沙さ倉くらさんの次くらいに優しい。

　冷静に考えてみれば、これは悲劇である。東ドイツと西ドイツに親しん戚せきが引き裂かれ、銃を手に戦うようなものだ。銃ゲヴエアーと魔法ツアウバーと剣シユヴエアトだけど。

　紅音にとっては友達で、俺おれには幼なじみだ。あいつが日本刀を振り回していたのに、こっちがろくに攻撃できなかったのは、このあたりに原因がある。

「あいつと話しあえればいいんだけどな……」

「ええ……」

　しんみりとした空気が流れる。と、

「おーっす。ナーツールー！」

　窓の下から馬ば鹿かでかい声が響いてきた。

　のぞくまでもない。水み琴ことだ。噂うわさの主がやってきた。

「あがっちゃうぞー」

　止めたって無駄だ。卓越した解錠技術を持ってるから、玄関のシリンダー錠なんて三分もあれば開けてしまう。みろ、がちゃがちゃ音がしたと思ったら、もうどたばたと階段を上ってやがる。

「いえーい！」

　明るい顔で部屋の扉を開けた。

「ナツル、ちゃんとご飯食べてるかー……およよ？」

　ひょいと首をかしげる。

「紅音ちゃん？　最近よく来るね」

　お前もな。無言で紅音はうなずいている。

　俺たちは黙っていた。当然だが、ハラキリトラもなにも言わない。

　水琴は不可解な表情をしている。

「なによ、みんな黙っちゃって」

「……」

「あたしが来たのが気に入らない？　なにそれ。いじめ？」

　そういうわけじゃないんだよ。お前の天性の明るさに、戸惑っているところさ。

　なんというか、さっきまでしみじみしていたので、直視できない。紅音なんかどういうわけか感極まってしまい、目頭にハンカチを当てていた。

　もちろん水み琴ことはそんなことを考慮する女ではない。畳にあぐらをかいた。

「よーっこいしょ。ねえねえ、ちょっと聞きたいことがあんだけど」

「……なんだよ」

「あんたたち、ケンプファーって知ってる？」

「え!?」

　俺おれは仰天して、座った姿勢のまま空中に跳とび上がった。紅あか音ねなんか眼鏡めがねを弾はじき飛ばしている。

「えってなに？」

「い、いや……ケンプファー……？」

　ショックが抜けないまま、俺は聞いた。

「うん。なんかねー、戦うための存在なんだって。あたしそれに選ばれちゃったみたいなんだよねー。あっはっはー」

　なにがあははだ。しんみりしていた俺たちがアホだった。こいつはやっぱり悩みがない。世界中の人類が滅びて自分一人になっても、思い出し笑いとかしながら楽しく過ごしそうだ。

「で……どうやってなったって……？」

「あれが喋しやべったのよ。ほら、チッソクノライヌ。家うちに持って帰ったらいきなり口を利いてさあ。空耳じゃなかったんだね。びっくりして話を聞いたらおとぎ話みたいなこと言うじゃない」

「お、お前、それをすぐ信じたの……？」

「信じたよ。だって変身したんだもん。金髪に」

「嘆くとか悲しくなるとかは……」

「ないよ」

　笑顔で言い切った。前向きで素晴らしいですな。

　紅音はまだ驚いたままらしく、拾った眼鏡を手に持ったまま茫ぼう然ぜんとしている。気持ちはよく分かる。

「ほんでねナツル。あんたのとこにも臓物アニマルがあるじゃん」

「ああ……そこに」

　机の上にはハラキリトラが乗せられている。心なしか、びくっとしたような。

「あのトラ、喋ったりしないよねえ」

「え……」

　背中から汗がばーっと噴き出した。

　ここで喋ったなんて教えたら、続けて「あんたもケンプファー？」って聞いてくるに決まっている。そしたら次は色の話で、敵味方のことになる。なんだかんだでこの場が戦場になること必至だった。

「いや……」

「喋しやべるの？」

「えーと……」

　俺おれはしどろもどろになっていたが、水み琴ことはかってに納得した。

「まー、喋るわけないかー」

「そ、そう」

「ぬいぐるみがしゃべったら、前代未聞だもんねえ。あははは」

　その前代未聞のことは、お前よりも早く起こっているんだって。

　俺は胸をなで下ろし、紅あか音ねは安心して眼鏡めがねをかけた。でもまだ動揺してるみたいだ。三回も逆さにかけようとした。

「お前、そのこと言いに来たの？」

「そだよ」

　当然じゃんと言いたげだ。

「なんだよ……」

「あー、信じてないな。ここで変身して見せよっか」

「しなくていいよ」

　へたなことされたら、俺たちまでつられちまう。そうしたらやっぱり戦場だ。

「信じなさいよ」

「信じる、信じるからやめて」

「凄すごいんだよ。光に包まれて金髪になんの。服は破けないけどねー」

「どうでもいいよ」

　じっと俺を眺め続ける水琴。

「……やっぱりここで変身してみよっか」

「やめろって！」

　急いで止める。

「信じるよ。信じるからここではやめてくれ」

「……ふーん。ま、いいや」

　納得したように見えなかったが、とりあえずはやめてくれた。紅音もほっとしている。

　しばらく間が空いた。

　俺は恐る恐る切り出した。

「水琴、ケンプファーって、なんで戦ってるんだ？」

「知らない」

　即答だった。だろうな。俺たちもそうだもん。

「昼間も戦ったんだよ。青いケンプファーと」

「……へーえ」

「あ、信じてないだろ」

「信じてるよ」

　相手は俺おれなんだし。

「なんかねー、手から炎とか出すやつでさあ。そいつ手品師みたいだったよ。水芸の一種なのかな？　日常生活じゃあ、ガスコンロに点火するくらいしか役に立ちそうにないの。あれでまともに戦うつもりなのかなー」

「……」

　軽くへこむ俺を無視し、水み琴ことは笑った。

「まー、そんで戦ったんだけど、結局逃げられちゃったよ。悪知恵ばっかり働く女の子みたい」

「すみませんね」

「ん？　なに？」

「なんでもねえよ」

　水琴はいったん口を閉じ、もったいぶった。

「そんでね、敵のケンプファー。すっごい有名人だったんだよ」

「……有名人？」

「そう」

　水琴はにやりとする。

「知りたい？」

「いや、別に」

「えー、知りたくないの？」

　水琴はもっと訊ききなさいよと言外に述べていた。でも俺にその気はなし。だって自分自身だもん。

「知りたいでしょ。ね？」

「だからいいって」

「教えてください水琴様って言って」

「誰だれが言うか」

　教えてください沙さ倉くら様ならいくらでも口にしてやらあ。靴の裏だって綺き麗れいになるまで舐なめてやるぜ。俺はマゾじゃないが沙倉さんにだけは例外だ。こんな男子生徒は他ほかにも結構おり、靴どころか沙倉さんが歩いた地面を全すべて舐め回すなんて妄想を語るやつに会ったことがある。

　水琴はむすっとして、そっぽを向いた。

「じゃあ教えなーい」

「いいよ」

「ふんだ」

　だからそれはいいの。それよりも、聞きたいことは別にあるんだ。

「さっきのことだけど、ケンプファーが戦う理由って、お前も知らねえの？」

「……知らないって」

　まだ機嫌が悪いみたいだが、答えてくれた。

「あー、でもね。戦って勝たなきゃいけないって言ってたな」

「そりゃ負けるのはやだろうよ」

「つーかね、勝つことで世界が救われるんだって……あれ、国だったかな？」

　首をかしげている。俺おれと紅あか音ねも頭上に疑問符を浮かべていた。

　これは初耳だった。俺たちは戦えとは言われても、目的までは聞かされていないのだ。

　戦った先になにがあるのか。その一端を聞いたのはこれがはじめてだ。

「あと……なんだっけな。あたしは見張り役だと言われたな」

「戦うんじゃないのかよ」

「敵を倒しながら、味方を見張れって。裏切り者がいるかもしれないんだってさ。面倒くさい話だよねえ」

「……そんなにべらべら喋しやべってもいいのか？」

「いいんじゃない。誰だれも気にしないよ」

　また、わははとか笑い出す。いや気にするだろ。

　しかしこの裏切り者云うん々ぬんは、どう考えても雫しずくのことだ。生徒会長様は陰謀家で、モデレーターの正体を探ろうとしている。「先手を打って向こうが監視をよこすかも」なんて言っていたのが、現実になりつつあった。

「あ……あのさ、誰を見張るとか、そのぬいぐるみは言ってた？」

「なによナツル。そんなに興味あんの？」

　じろっとこっちを見る水み琴こと。俺は愛想笑いをした。

「お、おう。まあな。そういうマンガみたいなネタ、好きなんだよ」

「あんたマンガしか読まないもんね。はっきりとは言われなかった。なんかちゃんとした証拠がないから、味方は全員疑えとかそんなこと言われたよ」

「敵は倒して味方は疑うのかよ……」

「ある意味分かりやすいよね」

　それはそうだが、大変だろうに。俺がそんな使命を背負わされたら、疲労とストレスでハラキリトラを国道に放ほうり投げ、トラックが轢ひくに任せているところだ。紅音だったら入院するんじゃないのか。

「いやー、でも貴重な経験ができるみたいで、うれしいよ」

　なんて脳天気さだ。

「水み琴ことは前っからそうだよな」

「だって面白くない？　アフリカでヒョウの群れに追われながら、新石器人の化石を探していたときよりも興奮するよ。普通に生活していたら、こんなこと絶対に経験できないって」

　明言していた。立派としか言いようがない。こういうやつが、ストレスの多い現代社会で寿命を全うできるんだ。

　水琴は時計に目をやった。

「夕ご飯の時間だ。ナツル、どうせインスタントか外食のつもりだったんでしょ」

「そうだけど」

「あたしが作ってあげるよ」

　にかりとする水琴。

「材料は……」

「買ってきたから」

　熱心なことだ。紅あか音ねも立ち上がろうとする。

「お手伝いします……」

「あー、紅音ちゃんはいいの」

　水琴はオーバーな手つきで押しとどめた。

「いつも作られちゃうから、今日こそあたしが作る」

「トカゲの丸焼きとかヘビの蒲かば焼やきとかじゃねえよな」

「そういうのがいい？」

「いや」

「あれはあれでおいしいよ」

「普通でいいから」

　水琴は海外、しかも未開の地での生活が長いもんだから、ワイルドな食材を平気で食べる。カブトムシの幼虫なんかむしゃむしゃ食うって自慢してやがった。

　彼女は階段を下りていった。俺おれと紅音は、ようやく一息ついた。

「ふー……」

「やっぱり、水琴さんなんですね……」

「そうだな。秘密もなにもあったもんじゃねえ。あいつらしいや」

　彼女は隠しごとはしなかったが、こっちはまだ隠す必要があった。くどいようだが俺たちと水琴は敵同士。色違いのケンプファーなのだ。

「このこと会長には話すんですか？」

　と訊きいてきたのはハラキリトラだった。いままでずっとぬいぐるみの振りをしていて肩が凝ったのか、こきこき鳴らしている。ぬいぐるみだけどね。

「そうだな、話さないと」

「でも話すと、水み琴ことさんは始末されてしまうかも」

「あー、そうか……」

　前例があるからなあ。

　色がなんだろうと、雫しずくには関係ない。邪魔者だと分かったら眉まゆ一つ動かさずに倒そうとするだろう。俺おれや紅あか音ねが妨害しようと意味はなさない。むしろまとめて処理されてしまうのがオチだ。

「黙ってますか……」

　と紅音。

「うん……」

　俺は答えた。

「会長には話さないでおこう。水琴にも話すのはやめにしてさ。時間を稼いでから、なんとかいい手を考えよう」

「そうですね……」

　先延ばしとも言うが、紅音は納得してくれた。いつもは茶化すハラキリトラも、「そうですね」と賛成した。

　やがて階下から、大きい声がする。

「ご飯だよー！」

　俺たちは連れだって下りた。

　リビングのテーブルの上には、カレーが並んでいた。少量の福神漬けに、あと水。

　俺は意味もなくうんざりした。

「……カレーかよ」

「前に作り損なったから、今度こそは」

　なに威張ってんだ。胸なんか張ってまあ。

「ナツル、カレー嫌いだっけ」

「好きだけどな、お前うちに来るたびにカレーじゃん。カレーカレーカレーカレー。たまにラーメン」

「カレーはおいしいからいいんだよ」

「どっか旅行行っても、かならず安食堂でカレー食べるよな。土地の名物とか食べようとしないの」

「だって外国行ったらカレーライス食べられないんだもん。アマゾンの流域でカレーうどんとか不可能だよ？」

　口を尖とがらせて文句を言う水み琴こと。実体験とはいえ、どうしてそう極端な例なのか。こっちは国内移動のみなんだ。

「せっかく作ったのに……食べないならいいよ」

「食べるよ」

　椅い子すに座る。スプーンがコップの水に浸けられてた。うわ、安食堂。

　誰だれともなく「いただきます」と言い、食事となった。

　ルーをご飯に混ぜて、口に運ぶ。味は……ふむ。

　水琴がじっと見つめていた。

「どう？」

「……普通」

　他ほかに表現のしようがない。店の味とも家庭の味ともレトルトの味ともちょっと違う、なんというか……カレーライスだった。

「なんだよー、もっと言い方があるじゃん」

「とても普通だなあ」

「そうじゃなくてさあ」

　なにやらご不満の様子。自分の分に手をつけず、あからさまに頰ほおが膨らんでいた。

　隣に座っている紅あか音ねが、俺おれの袖そでを引っ張った。

（ナツルさん……褒めた方がいいですよ……）

（なんで？）

（なんでって……なんでもです）

（だって普通の味じゃね？　これ）

（なんでもいいから褒めた方がいいんです）

（そお？）

（もうっ……）

　紅音は俺との会話を打ち切り、楽しげにカレーを食べ出した。にこにこして、

「おいしいですね、近こん堂どうさんの料理」

　水琴の表情がいきなり輝いた。

「でしょ？　ありがとう。いやー、紅音ちゃんはこの味が分かるみたいで嬉うれしい。作ってよかったー」

　スイッチを入れた電球みたいに明るくなると、自分の分も食べはじめる。紅音はなおも「おいしいです」を連発していた。

「……水琴」

　なんか疎外感があるので、言った。

「なによ」

「うまいと思うぞ」

「死んでいいから」

　ひどい返答だ。

　微妙に、というか完全に仲間はずれになって俺おれはカレーを食べることになった。水み琴ことと紅あか音ねは色々と他た愛あいのない話をしている。やはり女の中で男は迫害される運命なのか。

　仕方ないのでリモコンスイッチに手を伸ばし、テレビをつけた。画面ではちょうどニュースをやっていた。

　全国の天気予報が終わり、ローカルニュースへと移行する。

　最近ＩＴ会社社長との不倫が噂うわさされている女子アナウンサーが、原稿を読んでいた。この人、一時女性週刊誌では魔性の女とも書かれていて、関係する男性が立て続けに破産するのだという。離婚した旦だん那なは汚職で収監されているんじゃなかったかな。

　男の財産を吸うたびに綺き麗れいになると言われている声が響く。

「……駅にひと月前オープンした都市型温泉施設は、大変な人気を誇っています。今晩は都市に回帰するリゾートの特集です」

　テーマソングが流れる。ＣＧ処理されたロゴがくるくる回転した。

「……これってさ、この近くの駅のとこでしょ」

　水琴がスプーンをくわえながら言った。行儀悪いぞ。

「そうですね……」

　と紅音。二人とも、いつの間にかテレビを見ている。

「ほらあのビル。ずっと建設中だったやつじゃん」

「そういえば、見たことあります……」

　俺も前を通りかかったことがあった。ずっと工事服を着たイラストのお兄さんが「ご迷惑をおかけしております」と頭を下げていたのだが、もういいやと判断したのか「謝るのやーめた」とばかりにいなくなっていた。完成してたんだな。

「都市型の温泉ね……」

　俺は呟つぶやいた。スパってやつだな。ここ、元は銭湯だったと記憶してるんだが。

「今度の休みに、行ってみようかなあ。綺麗だったらいいんだけど」

「きっと綺麗ですよ。できたてですから……」

　なんてことを女の子二人は話していた。できたてってパンみたいだよな、どうでもいいけど。

　すると紅音が俺の方を向いた。

「ナツルさん……休みで思い出したんですけど……」

「んー？」

　何な故ぜか紅音は、もじもじし出した。

「あっ……あの、今度沙さ倉くらさんの家に行きますよね」

「うん」

「なにか、その……。武器とか持っていった方がいいですか……。包丁とか……」

　なにを言ってるんだこの娘こは。

「いや、いらないだろ」

「でっ、でも、ナツルさんを沙倉さんから守るって決めましたから、なにか武器がないと不安で……。でも、凶器なんてうちにはおいてありませんから、金属バットとか買った方がいいかなって……」

　待て。沙倉さんになにをするつもりだ。

　冗談かと考えたんだが、どうも本気っぽい。「沙倉さんと戦うにはどうしたらいいでしょう」なんて訊きいたりもしている。

「あっ、あたし……力とかありませんから、不意打ちがいいのかなって……。後ろから殴るんだったら金属バットじゃなくて、トンカチがいいですか……？」

「ちょっと待った。なんで沙倉さんと戦うのが前提？」

「だって沙倉さん、ナツルさんになにするか分からないから……」

　それはそうだけど、どうして戦って、あわよくば抹殺しようという話になるのか。意外と黒いな、この娘。

　紅あか音ねは重大決心をしたつもりなのか、妙に必死だった。

「やっぱりトンカチでも駄目ですか……？」

「そうじゃなくて……」

「なら、ホームセンターで釘くぎ打うち銃を買ってきます……！」

　おい。だんだん過激になってるぞ。

　それからも彼女は、バールだハンマーだボックスレンチだと呟つぶやき、最後は「家に火をつけたくはないんです。他ほかの人の迷惑になりますから……。でもいざとなったら……」なんて恐ろしいことまで言い出した。江え戸ど時代なら放火は獄門だ。今の時代でも強盗、殺人、放火の三連ちゃんをかますと、ぐっと死刑に近づくと言われている。

「なに、どっか出かけるの？」

　訊いてきたのは水み琴こと。

「まあな」

「紅音ちゃん、沙倉さんの家に遊びに行くの？」

「はい……」

「ふーん、じゃあナツルは行けないね」

「なんだと。元々俺おれが誘われたんだぞ」

「噓うそばっか」

　水み琴ことは、出まかせもいい加減にしろという顔つきだった。

「噓うそじゃなくてだな……」

「男のあんたが、沙さ倉くらさんに誘われるわけないでしょうが。あの人親切だけど、男は寄せつけないんでしょう」

「あ……」

　ぽかんと口を開けてしまった。そうだった、誘われたのは女の俺おれだ。普通に会話してたもんだから失念しちまった。沙倉さんと話していたときと、同じミスだよまったくもう。

　進歩してねえな。

　水琴は俺を見てうさんくさそうに、

「なに、ひょっとして本当に誘われたの？」

「い……いや違う。ちょっと見み栄えを張っただけ」

　俺は引きつりながら返事。紅あか音ねも一緒になって愛想笑い。

「そ……そうなんです……。遊びに行くのは、あたしだけで……」

「いやあ、紅音ちゃんが羨うらやましくって、つい一緒に行くふりを……」

「……寂しい男ねえ」

　水琴が呆あきれたようなため息を吐く。やけに大きかった。

「日ひ頃ごろから、沙倉さん沙倉さんなんて言ってるから、そんな見栄張るんだよ。もっと自分を自覚したら？　妄想だけじゃ生きていけないよ？」

「妄想って、お前……」

「手近な女の子にしときなよ」

　手近って誰だれだよ。

　それにしても言いたい放題だ。俺がまるで痛いやつみたいじゃねえか。とはいえ、本当のことは言えない。

　しょうがないので小声になり、紅音に言った。

（武器とかいらないから）

（そうですか……？）

（いいって、なんかお菓子とか買っていけばいいよ）

（え……毒を……？）

（四組の女みたいなことを言わない！）

　影響されてるぞ紅音ちゃん。

　水琴はニュースが終わると、さっさとテレビを消してしまった。まだ観みてんのに。それから俺にリモコンを返す。

「じゃあ次の休みは、ナツルは暇なの？」

「まあ……な」

「ふーん。わたしさあ、ますみたちと遊ぶつもりなんだけど、来る？」

「行かねえ。どうせカラオケかなんかだろ」

「どうせってなによ。せっかく誘ってるのに」

　水み琴こととますみの遊びなんて、なんか嫌な予感がするじゃないか。カラオケじゃなくても、人の家をのぞくとか、公園に止められたカップルの乗った車を、やっぱりのぞくとか。

　それに俺おれは、本当に沙さ倉くらさんの家へ遊びに行くのだ。無理に決まってる。

「俺、その日は家うちで寝てるから」

「またあ？　あんた昼寝好きねえ」

「金もかからないし体力も回復する。いいことずくめだ」

「ゲームじゃないんだからさあ……まあいいや、寝てな」

　あいよと返事をした。しかしだな、ケンプファーになったばかりなのに、遊びほうけるのか。危機感のない女だ。

　俺は紅あか音ねに目くばせして、沙倉さんちに行く話はあとで、と伝えた。そして冷めかかっているカレーライスを、一気にかき込んだ。





　　○






　次の日の学校、俺は朝から胃が重かった。水琴のやつがカレーを作りすぎたせいで、朝からカレーである。鍋なべにはまだまだ残っており、今晩もカレーの予定。明日もカレー。明後日あさつてもカレー。当分カレーだ。インド人だってこんなに食わねえぞ。

　男子部二年四組の教室は、昨日起こった「図書館大崩壊事件」の話題で持ちきりだった。大崩壊とはまたオーバーな。

　話題の中心は当然東ひがし田だ。やつはどこから仕入れてきたのか分からないようなネタを、惜しみなく振りまいていた。

「どうも女同士で男を取り合って、こじれたらしい」

　この馬ば鹿かはさも本当のように言う。ギャラリーが「おお」と沸わいた。

「一年の女と二年の女が、一人の男子生徒のことで暴れたんだ。一年は日本刀を持ち出してきて斬きりかかったらしいぞ」

　噓うそと本当が混じっている。俺は極力聞いていないふり。

「日本刀って……本当か。デマじゃねえの」

　半はん澤ざわがさすがに疑念を抱いた。東田は即座に否定。

「本当だ。崩れた本棚の切り口が刀によるものだったらしい。みんな鮮やかに真っ二つだそうだ」

「図書館のスチール棚がほぼ全滅なんだろう。日本刀って、そんなにたくさん斬れたか？」

「そこは疑問なんだが……ゴリラ並のパワーがあるんじゃないかと思われている」

　当たらずといえども遠からずだ。ケンプファーになると、力も強くなる。

「その、取り合いの対象の男って誰だれだ」

「それが謎なぞなんだ。今、男子部女子部の新聞部、星せい鐵てつ噂うわさのチャンネル部、流りゆう言げん飛ひ語ご研究会が総力を挙げてるんだが、どうも摑つかめん」

　半はん澤ざわ以下ギャラリーたちは、「そうなのか」「残念だ」「どこの幸せもんだ」なんて言い合っている。男の取り合いで争っていたんじゃないんだから、一生見つからねえと思うぞ。

　俺おれはこの話には加わらなかった。東ひがし田だはしきりと誘っていたが、へたに喋しやべらされると本当のことを言っちまいそうだ。

　やがて教室の外からクラスメートの一人が入ってきて、俺の机に近寄った。

「おい、瀬せ能のう」

　なんだかやけに小声だ。風邪でもひいたか。

「お客さんだ」

「誰だよ」

「お客さんだよ」

「だから誰だっての」

「行きゃあ分かるよ」

　強引に連れて行かれた。

　廊下に出る。そこにいたのは我らが生徒会長、雫しずくだった。

「なんだ……会長」

「なんだじゃないでしょう」

　雫は両腕を組んで俺を見ていた。首からなんか下がっているが、きっと通行証だろう。彼女くらいの有名人なら顔パスでもいけるはずだが、こういうところは真面目まじめなので規則に従うはず。

　心なしか、視線が冷ややかだった。

「えー、なんの用？」

「……」

　彼女は目なんぞ細めている。俺を呼びに来た生徒が、背中を突っつく。

「おい、生徒会長になんて言いぐさだ」

「なんてって？」

「雫様……生徒会長だぞ。もっと礼儀正しくしろよ」

　こいつ、雫様って言いやがった。「三さん郷ごう雫様に罵ののしられる会」の会員か。

　しかし言いたいことが分からんでもない。俺は慣れてしまったが、男子部生徒にとって、雫は女神にも等しいのだ。

　でも今さらかしこまるのもあれだ。

「……なんの用だ？」

　素っ気ないというか乱暴気味な俺おれの台詞せりふに、周囲の男子生徒がざわついた。よく見ると、廊下には雫しずくを一目でいいから拝もうとするボンクラどもが、大勢押しかけていた。俺と雫を中心に半円形となっている。

「ちゃんと用はあるわ」

　冷たい物言いをする雫。

　はて？　この方はなにか腹を立てていらっしゃるのだろうか。いつも素っ気ない口調ではあるんだが、今はいささかの感情が込められている気がする。

「だからどんな……」

「ついてきて」

　俺の返事を待たずに、彼女は身を翻ひるがえした。

　廊下を進み、階段を下りていく。俺は真後ろを歩き、さらにそのあとを大量の男子生徒がぞろぞろついてきた。

　校舎から出た。どこに行くのかなと思っていると、顎あごをしゃくった。

「私の隣に」

「どっか行くのか？」

「いいから並びなさい」

　言われたとおりにした。後ろの男共がざわつく。「雫様と並んで歩けるなんて！」などと叫んでるやつがいるが、本音だろうな。

　俺としては、べつに感慨もない。むしろ、嫌。

　歩き出した。

「だからどこ行くんだよ」

「別に行き先はないの。話したいだけだから」

　なんだそりゃ。雫は言葉通り、男子部の敷地内をひたすら歩こうとしていた。後方の男連中も同じようにしている。

「……図書館のことだけど」

　ぎく。

「困るわね。ああいう騒ぎは」

「いや……なんのことやら」

　極力とぼけようとしたが、通じそうにない。

「火炎によるスプリンクラーの作動と、刃物による切断。瀬せ能のう君は関係者じゃないと言い張るつもり？」

「なに言ってるのか、よく分から……」

「あの図書館、本棚は新調したばかりなの。新しいものだけじゃなくて、古いものまでまとめて壊されて。本はスプリンクラーの水でびしょびしょ。掃除とリニューアルで当分閉鎖。テスト勉強をする生徒たちはどこに行けばいいのかしら。修理費は生徒会の特別会計からも出すけど、限度があるわ」

「あー……あれは」

「それに私が学校側に『一緒にいました』って証言しなかったら、女の瀬せ能のうナツルは疑われていたわよ。分かってる？」

「いや……でも……」

「分かってるの？」

「……ごめん」

　あっという間の白旗。雫しずくはこの手の腹芸が圧倒的に得意だ。正直俺おれなんか真ま似ねしようとしても不可能である。

「少しはこっちの手間も考えてもらいたいものね」

「……」

　返す言葉もございません。

　後ろをついてくる連中は、「会長と話かよ」「うらやましい」「瀬能ムカつく」なんて言っている。雫に怒られてんだけどな。

　雫は冷たい口調を変えないまま言った。

「それで、誰だれと戦っていたの？」

「……へ？」

「あなたが戦っていた相手よ。まさか、ケンプファー同士の戦闘じゃなかったなんて、言わないわよね」

「……いやまあ……」

　答えようがない。本当は答えられるが、雫が水み琴ことにどんな態度に出るか不明なので、言い出せなかった。ドライなこの女のことだ。ハラキリトラじゃないけど、幼なじみが始末されるってこともある。

「どうしたの？」

「えーと……」

「誰と戦っていた？」

「はははは……」

　笑ってごまかそうとした。

　雫はじろっと俺の顔を見た。それから一言。

「腕を組むから」

「ほへ？」

「腕を組むの」

　答えを待たず、右腕を強引に俺おれの左腕に絡めてきた。

「えええええっ!?」

　悲鳴は俺だけじゃなく、後方からも聞こえてきた。ボンクラどもの叫びだ。

「しっ……雫しずく様があんなこと……」

「瀬せ能のう、許さねえ！」

「生徒会長になんてことをさせるんだ！」

　お、俺のせいなの!?　なんでなんで!?

　後ろの連中から投げかけられるのは、明白な殺意を持った視線だ。これはあれだ、「自分に信じられないことは記憶から抹まつ消しようされ、都合のいいように書き換えられる」というボンクラ男子高校生不変の定理だ。つまり俺から仕掛けたことになったらしい。

「ちゃんと歩きなさい」

「でっ、でも……」

「後ろを向かないで」

　引っ張られた。

　雫は胸をぐいぐい押しつけており、俺の心臓は比例してどきどきしていた。「メイドのようなもの喫茶」の記念撮影に似ているが、もっと直接的だ。それに今は男の姿。

　なんとか窮きゆう地ちを脱しようと、頭を回転させる。

「なあ、この学校って、この手の交際は禁止されてるんじゃ……」

「黙っていれば分からない」

　それでも生徒会長か。

「さあ教えてくれるわね。誰だれと戦った？」

　どんな尋問だこれ。

「答えてくれなくてもいいわよ、でもここで腕を放したら、後ろの男の子たちがなにをするか、分かったものじゃないわね」

　あーっ、だから男子部の敷地だけを歩いているのか。よくこんなこと考えつくな。これは尋問じゃねえ。脅迫だ。

「目的は手段を正当化するの。あなたがどんなケンプファーと戦ったかによって、こっちの対応も変わるから。答えて」

「あー……うー……」

「ちゃんと喋しやべりなさい。男女が腕を組んだら、男が話題を提供するものよ」

「えー……」

「私とデートしてると思って、饒じよう舌ぜつになりなさい」

「……」

　ならないんだけどな。

「あら……」

　雫しずくの声が、わずかだが固くなった。腕にしがみついている力も強くなっている。あれれ、もしかしてプライド傷つけた？

「こっち向きなさい」

　これは言うとおりにする。うわ、ドライアイスみたいな表情が目の前にあるよー。

「喋しやべらない気？」

「……」

「なにも言わないつもりなら……ここで、またあなたの唇もらうわよ」

　げえ。それはやめてくれ。

　ただでさえ、ファーストキスを雫に盗とられてしまったのだ。セカンドキス（って言葉あったっけ）まで持っていかれちゃあ、沙さ倉くらさんにあげるものがなくなる。

　それよりもだ。さっきから後ろで殺気メーターを上昇させてる連中が、暴動を起こしちまう。雫のキスシーンなんて目撃してみろ。卒倒する前に発狂して、俺おれを殺しにかかる。どっちが先に手を出したかなんて、この場合関係ない。悪は俺だ。もし俺が沙倉さんの同じシーンを観みたらやっぱり暴動を起こすから、よく理解できる。

「いや……それは……ちょっと断りたい……」












「断るのも失礼だけど、今は許してあげる。さあ、戦った相手を教えて」

「……」

「誰だれ？」

「……」

「キスより殴った方がいいのかしら」

「わ……分かった……」

　ついに耐えきれず、俺おれは水み琴ことの名前を白状した。

　雫しずくは特に驚かなかった。感心したような声も上げない。軽くうなずくだけだった。

「ブーケを受け取ったのは近こん堂どうさんだったのね」

「沙さ倉くらさんが控え室で臓物アニマルを配っていただろ。あれはどうなんだ」

「まだみたい。もちろん可能性はあるけれど」

　やっかいだな。まだまだこの学校から、ケンプファーが出現するかもしれないってことだ。

　俺は一番気になっていることを、慎重に切り出した。

「水琴は……どうするつもりだ？」

「どうして欲しい？」

「手を出さないで欲しい」

「無理ね」

　雫の台詞せりふは全くためらいがない。あっさり蹴けり飛とばされてしまった。あー、やっぱこんな女に言うんじゃなかった。

「対策は立てないとね。まだあなたには話さないけど」

「水琴を殺す気か」

「誤解しないで、倒すつもりはないわよ。今のところは、だけど」

「本当か？」

「ええ。近堂さんを通じて得られる情報もあるし、楓かえでを通じて得られる情報もある。だから倒さない」

「そうか……」

「満足？」

　満足はしない。裏返せば、聞きたいことを聞いたら倒すかもしれないってことだ。ま、当座の危険は回避したみたいだが。

　雫は続ける。

「でも近堂さんから仕掛けてきた場合は別よ。手加減はしないわ」

　再び冷たい声になっていた。俺は反射的に返事をする。

「それは……しょうがない」

「素直ね」

　俺おれは隣にちらっと目線をやる。

「あいつは赤いケンプファーで俺の敵だ。でも、会長と敵対したら、俺は水み琴ことの味方をして、あんたと戦うぜ」

　はっきりと告げた。なんだかんだ言っても、幼なじみだ。ろくに話していなかった三年生様とはつきあいの年季が違う。

　雫しずくは感心……しなかった。

「立派といえば立派ね」

「ふん」

「まだ私のものにするには色々足りないのね」

「なに？」

「なんでも」

　彼女は俺の腕から離れた。後ろの連中の殺気が、少しずつ収まっていく。

「聞きたいことは聞けたわ。ありがと」

「脅されたようなもんだ」

「平和的に終わってよかったわよ」

「そうかね」

　心臓がばくばくしてたじゃねえか。止まったら心臓マッサージはお前がしろよ。

　キンコンカンコン。チャイムが男子部と女子部の敷地に鳴り響く。「授業がはじまるぞ」の合図だ。

　彼女は俺から離れ、女子部へと向かった。

「じゃあね。今度の土曜日、遅れないで」

「遅れねえけど……なあ、俺をここに置き去りにするつもりか」

　まだボンクラ共が俺を食い殺そうと狙ねらってんだが。殺気は多少薄れたが、八つ裂きか真っ二つかの違いにすぎない。

　対する雫の返答は、いつも通りでなんの役にも立たない。

「運がよければ、助かるわよ」

　その通りだった。俺はボンクラ共の襲撃をなんとかかいくぐり、教室にたどり着いたときには、神の奇跡を信じる気になっていた。












第三章







　土曜日は見事に晴れ。雨よりはずっといい。

　待ち合わせの場所は駅の前だ。沙さ倉くらさんの家も、俺おれと同じく学校まで歩いていける距離なので、校門で待ち合わせた方が手っ取り早いのだが、なにがあるか分からないのでここにした。

　俺と紅あか音ねは、駅前の本屋で落ち合った。そこから雫しずくと会うつもりだったんだが、まず紅音のことで骨が折れた。本屋からちっとも動こうとしなかったのである。

「すみません……気になる本があって……」

　本屋の奥で、申し訳なさそうに彼女は言っていた。探していた文庫本を見つけたらしい。ただそれが一巻がなく二巻から揃そろっていたので、買うべきかどうか悩んでいるとのこと。途中から買うのは間違っているんだそうだ。

　どうだっていいじゃんと俺なんか思うんだが、重要なことらしい。どうも本好きの考えることは理解できん。

　散々悩んだあげく、紅音は買うのを諦あきらめた。あらためて一巻から買い揃えるんだそうな。がんばりたまえ。アマゾンでも使え。

　彼女は手にコンビニの袋を提げていた。包丁でも買ったんじゃないだろうなと思って聞いたら、

「ポッキーなんです」

　との返事。ははあ、猛犬バージョンじゃなくても、あのお菓子好きなのね。

　待ち合わせより十分ほど遅れて、俺と紅音は南口にある噴水前に到着した。

　すでに雫は待っていた。

「遅いわよ」

　俺たちを見るなりそう言った。

「悪かった」

「ここに着くなり三人にナンパされたわ。世の中暇な人間が多いわね」

「そいつらどうした？」

「鼻と耳と顎あごのあたりを痛めていると思うけど」

　お強いことで。ナンパしたやつも相手を選べ。

　とはいえ、男が雫にちょっかいかけたくなるのも当然かもしれない。デニムに黒のジャケットというラフな格好なのだが、これが実によく似合う。どうかすると芸能人っぽくて、なんというかどきどきする。

　ちなみに俺おれも同じようなデニムを穿はいているが、あとは白が基調。紅あか音ねはスカート姿。

　俺は女に変身してる。ケンプファーのままだと、雫しずくや紅音が引っ張られて変身しちまう可能性があるかもしれないが、まあ大丈夫だろう。俺と違って気合いでなんとかできるはずだ。

　雫は紅音をじろじろ見ていた。

「可愛い格好が好きなのね」

　紅音はさっと俺の後ろに隠れる。

「どうしたの。なにもしてないじゃない」

「……」

　変身前なので、弱気モードに入っていた。猛犬になれば雫だろうとミルコだろうと立ち向かっていくが、今は子犬にも悲鳴を上げる。

「そんなんじゃ、楓かえでに勝てないわよ」

　こら、煽あおるようなことを言うんじゃない。マジで仲悪いんだから。

　雫はそれ以上話を広げる気がなかったらしく、

「行きましょうか」

　と告げた。

「ここにいると、またナンパされるわ。女三人も善よし悪あしよ」

　場所は雫が詳しいので先導してくれた。

　駅からちょっと離れたところに、沙さ倉くらさんの住むマンションはあった。道すがら雫が教えてくれたが、ご両親は外交官なので海外にいるとのこと。俺と似てるがスケールは遥はるかに大きい。

　オートロックの入り口で、雫は部屋番号のボタンを押した。カメラに向かって手をひらひら。やがて自動ドアが開く。

　部屋は十二階だった。いいロケーションだ。都会になると高い方が日当たりが良くなるし、値段も高い。都会人に馬ば鹿かと煙理論は当てはまらないのだ。

　部屋のチャイムを押すと、沙倉さんが扉を開けた。

「いらっしゃいませ」

　彼女は俺を見るなり、顔を明るくした。

「ナツルさん、来てくれたんですね。嬉うれしいです」

「……どうも」

　それから俺の後ろを見て、

「美み嶋しまさんも来たんですね」

「……」

「どうぞ。わたしは構いませんから」

　なにしに来たとは言ってないが、二人の間にはそこはかとなく火花が漂っていた。線香花火くらい。

「あがってください。遠慮しなくていいですから」

　俺おれたち三人は言われるままにあがった。

　間取りは３ＬＤＫ。一人で住むには広すぎるくらいだ。名義はお父さんのものらしい。

「一人でいると寂しいんです」

　沙さ倉くらさんが言った。ちょっと恥ずかしそうに、

「冬なんかとても静かになりますから、部屋中の電気をつけて寝ることもあるんですよ」

　うわあ、なんて可愛らしい。言ってくれればすぐにでも慰めにうかがいますよ。当然男の俺が。

　すると沙倉さんは俺を見て、

「あの……男のナツルさんに」

　え？

「男のナツルさんに話しかけられたり、つきまとわれたりしませんでした？」

「……いや、そんなことない……」

「なんだかあの人、今日のこと根掘り葉掘り聞いてきたんです。来たかったみたいで……。いい人なんですけど、ちょっとしつこいっていうか……」

　なんかむっとしていらっしゃる。すみません。おっしゃるとおりです。

　立場が悪くなった俺は、なだめるように言った。

「なにもされてないから……」

「そうですか？」

「ちゃんとした人だから……」

　自分で自分を弁護するのが、これほどみっともないとは思わなかった。沙倉さんはあまり納得していない様子。

　若干口を尖とがらせて、俺を見る。

「ナツルさんは、男のナツルさんがお気に入りですもんね」

「それほどでも……」

　ナルシストじゃないんで。

「でも今日は、わたしたちだけですから」

　彼女はくるりと身を翻ひるがえした。

　リビングに通される。ずいぶん広い。十五畳くらいあるんじゃないのか。テーブルの上には、すでにコップとお菓子が用意されていた。

「先に食べていてください」

　と沙さ倉くらさん。

「今、フライドポテト作ってるんです」

　キッチンに引っ込んだ。確かに油で揚げる音がしていた。

　さすがに家主抜きで食べたり飲んだりはしないが、ジュースをコップに注ぐことはした。

　紅あか音ねは部屋の中をきょろきょろ見回していた。

「……臓物アニマルのグッズ、多いですね」

　感心したように呟つぶやく。俺おれも同感だった。

　リビングのあちこちに臓物アニマル関係のグッズが置いてあり、どれも見たことも聞いたこともないやつばかりだ。一例をあげると、壁に時計がかかっているんだが、ヒキニゲカバの内臓が秒針になっており、ぐるぐる回っている。悪夢とはこういうことだろう。

「会長、幼なじみなんだろ。沙倉さんがこんなに臓物アニマルのファンだって知ってたか？」

「ぬいぐるみをもらうまで、知らなかったわ」

　やはりそうか。まあこんな嗜し好こう自体、日本国中探しても十人といなさそうではある。

「お待たせしました」

　沙倉さんがフライドポテトを持ってきてくれた。

　ファーストフードみたいにポテトだけかと思っていたら、色んな種類のカップケーキも並んでいた。やはり沙倉さん謹製。

「全部味が違うんですよ」

　と沙倉さんは言った。

「楽しんでくださいね」

　もちろん、心ゆくまで楽しませてもらいますとも。

　それから乾杯。全員ジュースだ。酒なんか飲みませんよ未成年なんだから。

「来てくれて本当に嬉うれしいです」

　沙倉さんは出迎えの時の台詞せりふを繰り返した。

「ナツルさんが来るから、昨日からずっとお掃除してたんですよ。全部ピカピカにしたんです」

　それはよく分かる。本当にチリ一つなかった。きっといいお嫁さんになるに違いない。おしとやかで掃除好きで料理上手。相手は男の俺なんてどうでしょう。

「雫しずくちゃんも、来たのずいぶん久しぶりよね」

「そうね」

　雫はコーラを飲んでいた。黒いものが似合うなしかし。

「小学生以来かしら」

「あの頃ころ雫ちゃん、よく海外に行ってたじゃない。バイオリンの大会とかで」

「よく覚えてるわね」

「うちに来たときは落語のテープばかり聴きいてたけど」

「今でもたまに聴くわよ。志しん生しようはやっぱり上手ね。円えん歌かも好きだけど、最近は声に張りがなくなったわ」

　こいつの落語好きはガチだな。さすが元噺はなし家か志望。

「楓かえでは小学生の頃ころから変なものばかり集めていたわよね。曲がった釘くぎとか、割れた皿とか」

「わたしには大事なものばかりなの」

「真っ二つになったおはじきなんて、なんに使うんだろうって思ったわ」

　そりゃ確かに変わった趣味だ。今の臓物アニマル収集も、その延長線なんだな。だんだん（沙さ倉くらさん視点で）可愛らしくなっているのがポイントだろうか。

　沙倉さんは、テーブルの上に置きっぱなしになってるコンビニ袋に目をやった。

「あら……これってポッキー？」

「あ……あたしが買ってきたんです」

「もらっていいですか？」

「はい……」

　紅あか音ねが袋から出して、封を切った。一番ノーマルな、チョコレート味。

　沙倉さんはにんまりとする。

「ねえ皆さん、ポッキーゲームしましょう」

　なんじゃ、と思ったのは俺おれ。雫しずくは無表情。紅音はきょとんとしていた。

「あの……なんですかそれ……」

「くじを引くかじゃんけんをして、選ばれた二人が一本のポッキーを、両側から食べるんです」

「えっ……ええっ!?」

　なにを想像したか、紅音は一気に赤面した。

「そ、それって、最後は……」

「どうなるんでしょうね」

「そんなこと……！」

「みんなやってます」

　そのみんなって、どこにいらっしゃるんでしょう。

　沙倉さんは紙とペンを持ってきて、いそいそとくじを作っていた。あみだである。途中を折り曲げて隠し、スタートとゴールだけが見えるようになっていた。ゴールには「Ａ」「Ｂ」が書かれていた。

「上の部分に名前を書いてください……っと、その前に」

　沙倉さんはポッキーを一本取り出した。

「わたしがお手本をお見せます。ナツルさん、手伝ってください」

「手伝う……？」

　沙さ倉くらさんは返事代わりに、ポッキーの端はしをくわえた。

「なっ……なっ……！」

　血圧を上げたのは、俺おれではなく紅あか音ねだった。

「なんでナツルさんがやるんですか……！」

「お手本です」

「沙倉さんが一人でやればいいです……！」

「一人じゃ無理です。ナツルさんに手伝ってもらわないと」

　彼女はポッキーをくわえたまま、四つんばいになって寄ってきた。

「ナツルさん、あーん」

「あーんじゃないですっ……」

　紅音は可愛らしく噴き上がっていた。強固にポッキーゲームの無効化か、せめて手本なしを強く主張。

「ナツルさんと沙倉さんだけは、認めません……！」

「わたしたちはミスコンにも出場したんですよ」

「あたしだって出ました。それにこのポッキーは、あたしが買ってきたんです……！」

「そうですけど」

「駄目ですったら駄目ですっ……！」

　菓子の権利まで主張されては敵わなかった。沙倉さんは手本を行うことを引っ込めた。ちなみにこの間、俺は啞あ然ぜんとしたまま。あー、情けねえ。

　ごたごたしたものの、手本抜きでゲームは開始されることになった。

　まず沙倉さんが、あみだくじの上のところに、「楓かえで」と名前を書き入れる。俺にペンを差し出した。

「はいナツルさん、書いてください」

「ん……」

「右から二番目がよさそうですよ」

「……あたしが書きますから」

　紅音が俺からペンを取り上げると、右から二番目に「紅音」と記入し、ついでに棒と棒の間にたくさん横棒を引いた。

「これでいいです」

「む……」

　沙倉さんの顔が「やりましたね」と言っていた。

　雫しずくはさっさと書き、最後に俺が「ナツル」と記した。

「じゃ、くじ引きスタートです」

　沙さ倉くらさんが赤ボールペンで、それぞれの名前から下へラインを引いていく。

「えっとわたしは……あーん、残念」

　ハズレだった。本当に残念そうだ。次は俺おれ。

「ナツルさんは……あれ、ハズレです」

　いきなり二人がハズレだ。となると……。

「あっ、あたし、会長とですか!?」

　紅あか音ねが後ろにひっくり返りそうになっていた。

　ここでようやく、知らない人のために説明。ポッキーゲームってのは、一本のポッキーを二人が両端から食べ、先に口を離した方が負けとなる。すなわち紅音は、雫しずくと見つめ合いながらやるわけなのだ。当然ポッキーの残りが少なくなると、色々と大変なことになる。

「あっ、あっ、あたし、負けでいいです……！」

「棄権は禁止です。不戦勝も不戦敗もありません」

　沙倉さんが認めなかった。彼女は新しいポッキーを、二人の前に突き出す。

「はい、どうぞ」

「うう……」

　紅音がうなる。

「か……会長は平気なんですか」

「特には」

　特になんなのか。無表情なのでうかがい知れないが、ともかく動じていない。頼もしいんだか頼もしくないんだか。

　紅音は恐る恐る端はしを唇で挟み、雫はさっさとくわえた。

「よーい、スタート」

　沙倉さんの号令とともに食べはじめる。

　ポッキーゲームに限らないが、一つのものを二人で食べると、姿勢がまるで安定しない。互いに相手を支えないと転ぶか、食べ物が折れるかしてしまうのだ。

　紅音と雫は、腕と腕を絡め合い、徐々に抱きつく感じで支えていた。

「んー、んー！」

　騒いでいるのは紅音である。雫は冷静にかじっている。

「ふに、かいひょおおお」

「……静かに」

　ぱきぽきぱきぽき……。二人の唇が接近する。俺と沙倉さんは、知らず知らずのうちに息を吞のんでいた。

「かいひょお、かいひょお、息が、んんー！」

「もう少し……」

　いきなり雫しずくは、紅あか音ねを抱きかかえてくるっとこっちに背を向ける。

「んんー!!」

　なにが起こっているのか、俺おれからは見ることができない。紅音のくぐもった悲鳴だけが聞こえていた。

　じたばたじたばた。紅音の足が暴れている。やがてそれも、収まっていった。

　やがて二人は離れ、雫がソファに座り直した。

「私の勝ちよ」

　どのあたりが勝ちなんだろう。紅音は顔を真っ赤にしてうつむいているから、確かに勝ちのようだが。

「雫ちゃん……大胆……」

　沙さ倉くらさんは感嘆したように言った。

「そうかしら」

「そうよ……」

「私は男の子とキスする方が好きだけど」

「雫ちゃん……男の子とキスしたこと、あるの？」

　聞かれた方は、「さあ」と答えてはぐらかしていた。だが一瞬だけ視線がこっちに向けられて、俺の心臓は跳ね上がった。

　まだショックから抜けきれない紅音だったが、なんとか立ち上がって、座った。

「平気？」

　俺の質問に、

「はい……。でも……なんか……すごい……」

　妙な回答であった。なにがすごいんだろう。

　紅音は気を落ち着かせるためか、がぶがぶジュースを飲んでいた。沙倉さんは新しいペットボトルを開けながら、

「じゃあ二回戦ですね」

　まだやんのか。

「えっと、さっきは雫ちゃんと美み嶋しまさんですから、今度はわたしとナツルさんで」

「……なんで……！」

　抗議したのは紅音である。今にもジュースを吹き出しそうだ。

「くじはどうしたんですか……！」

「紙がもったいないので作りません」

「カレンダーの裏とかでいいじゃないですか」

「うちのカレンダーは臓物アニマルグッズなんです。破りませんから」

　コレクター心理としては、破るなんてとんでもないってことだろう。

　紅あか音ねはなおも抗議していたが、沙さ倉くらさんはいそいそとポッキーの準備をした。

「はい、ナツルさん」

　にこにこ顔で俺おれにくわえさせようとする。

「駄目です……！」

　湯気が立ちのぼりそうな紅音。

「美み嶋しまさんは、雫しずくちゃんともうしたじゃないですか」

「あれはくじの結果です」

「あんなことまでしておいて？」

「なっ……なにがあんなことですか……！　とにかく、抽選なしなんて認めませんっ」

　彼女は、最初に使ったくじの紙をひっくり返した。急いで縦線四本と横棒を引く。

「これでやりますっ……」

　突きつけた。沙倉さんは迫力に押されたか「……分かりました」と答えていた。

　また適当に名前を記入していく。四人全員が書いたところで、スタート。

「……あーん、また外れた」

「私も外れね」

　そう言ったのは、沙倉さんと雫だ。ということは……。

　紅音の顔が、みるみるうちに紅こう潮ちようした。

「……あたしとナツルさんです」

　え。

「……なんですかそれ！」

　騒いだのは、予想通り沙倉さんである。

「ひどすぎます。不正です」

「……不正じゃありません。公正なくじの結果です」

　紅音が反論する。攻守逆転。今度は紅音が文句を受け止める側だった。

「仕方ないです……」

「美嶋さん、ナツルさんとポッキーゲームですよ？」

「分かってます。あ、あたしはそういう趣味は……そんなにないですけど、でも仕方ないです。くじで決まっちゃいましたから……」

　しきりとくじで決まったからだと言い続けていた。

　もう一方の当事者である俺は啞あ然ぜんとしたまま。えーと、紅音とポッキーくわえるの？

　雫とやるよりはかなりましだが、紅音とは。考えてもみなかった。

　彼女は「仕方ありません。仕方ありません」と連発しながら、ポッキーを用意する。なんか楽しそうにも見えるんだが。

　静かにポッキーの柄をくわえている。

「ナツルさん……」

　もごもごした言い方だったが、はっきり分かった。俺おれは沙さ倉くらさんの嫉しつ妬とに満ちた視線を浴びながら口に挟もうとした。

　眼前に紅あか音ねの顔。ただ、あまり感慨がない。可愛いとは思うが、なんかぴんとこない。

　しかしなんで薄く目をつぶっているんだ。

　チョコの部分を嚙かむ。

「いきます……」

　ぽりぽりぽり……。身体からだが倒れそうになるので、手を摑つかんだ。紅音はぎゅっと握る。

「美み嶋しまさん、そんなに摑んじゃ駄目です！」

　沙倉さんの抗議は無視。むしろ俺の腕にまで絡めはじめた。

　顔が徐々に接近してくる。

「あ……紅音ちゃん……」

「そのままで……」

　いやそのままって。雫しずくの時とはまったく違う大胆さだ。あの、唇が近づいてきたんだけど。

　いくらぴんとこない可愛さとはいえ、ここまで接近すると血圧が上がってくる。紅音の動きはまったく止まらない。ねえ、やめたりしないの？　ねえ。












　沙倉さんははらはら。雫は無言。俺の心臓の動きは活発になってきた。

「ナツルさん……」

　ギリギリまで近寄った瞬間、俺は思わず顔を横に振った。

　ぽきんと軽い音がしてポッキーが折れる。残りを急いで嚙かみ砕くだいた。

「……俺……わたしの負けで……」

　沙倉さんは露骨に胸をなで下ろしていた。紅音はどことなく不満そう。

「……なんで、やめたんですか？」

「いや……」

「なんで」

「それは……紅音ちゃんには、もっとふさわしい相手がいると思ったから」

　とっさに俺は答えた。

「女同士じゃなくて、彼氏にやってもらった方が……」

　言い訳じみていたが、それなりに本心である。女の俺よりも、好きな男とやるべきだろう。紅音にはその方がいい。

「……」

　彼女はそっぽを向いてしまった。「全然気づいてくれないくせに……」なんて呟つぶやいてるようにも聞こえたが、きっと気のせい。

　また紅あか音ねはジュースをがぶ飲みする。ストレスの解消法なんだろうか。

　彼女のコップにジュースがなくなった。俺おれが注ごうとしたら、沙さ倉くらさんが「わたしが」と言ってオレンジジュースを注いだ。おや、対立関係はなくなったのか？

　俺は揚げたてのフライドポテトを摘つまむ。塩気があまりないな。俺はしょっぱいのが好きなんだが。

　ポッキーゲームは二回だけで、うやむやのうちに終了した。

　なんとなく話題が尽きた。

「……臓物アニマル、たくさんありますね」

　紅音は室内を見回していた。沙倉さんが確執も忘れてにっこりする。

「でしょう」

「すごい数……」

「リビングの分は、今日のために飾ったんです。特にナツルさんに見てもらいたくて」

　俺の名前を特に強調した。やっぱまだ対立関係にあるなこりゃ。紅音が身体からだを固くしている。

　しかしまあ、見事なまでの臓物アニマルだ。一種の動物園である。

「どうですかナツルさん」

「……すごい……」

　他ほかに言いようがない。壁にかかっている臓物カレンダーなんて、月が変わるごとに内臓が腐っていくのだ。ペン立てなんて、はらわたの上にペンを刺すんだぜ。

「気に入ってくれて嬉うれしいです」

「……まあ……それなりに……」

「そうだ」

　彼女は手を合わせた。

「隣の部屋にもっとたくさんグッズがあります。見に来てください」

　彼女は俺おれたちの返答も聞かずに立ち上がった。家主がいなくなっちゃうのもあれなので、ついていく。

　案内してくれたのは六畳ほどの洋間だった。満面の笑みで扉を開く。

「ここが、わたしの子供たちのお部屋です」

「うわ……」

　失礼にあたるので腰こそ抜かさなかったが、隅から隅まで臓物アニマルシリーズで埋うめ尽くされていた。

　ここはリビングよりも確実にすさまじい。ぬいぐるみを初めとして、食器、絵本、ステーショナリー。ノベライズからＤＶＤまで。なんとプラモデルまであった。こんなのどこが作ってんだ。

　セップククロウサギの模型なんて精巧この上ない。真後ろで侍が日本刀を振り上げてるのは、介かい錯しやくを表わしているっぽいな。ジオラマってやつか。

「ガレージキットなんです」

　俺の疑問に沙さ倉くらさん自身が答えてくれた。

「個人の方が独自に製造してるんですよ。ほら、見てください。直腸の部分が本当にリアルなんです」

　はしゃぎながら指さす沙倉さん。

　俺と紅あか音ねはたじろぐばかりだ。雫しずくはなにも言わないが、そこがむしろ驚いているようにも見える。

　マニアの常として、沙倉さんといえど自分の得意ジャンルは喋しやべりたくなるらしい。こっちのことなんかお構いなしに説明をしていた。

　ガラスケースの中に納められた、ネコのぬいぐるみを指さす。

「このぬいぐるみは限定商品なんです。内臓の取り替えが利くんですよ。通信販売のみだったんで、買えなかったらネットオークションで手に入れようって考えたくらいなんです」

　これは俺でも知っている。確か日本全国でも六人くらいしか買わなかったはずだ。そのうちの一人がここにいたとは。

　次に大判の本を取り出した。

「こっちはですね、飛び出す絵本なんです」

「飛び出す……？」

「ナツルさん、この絵を、目の焦点をずらしてじーっと見てください」

　ユビツメイノシシの描かれている本を見せられた。子供向けだと思うんだが、情操教育に悪いことこの上ない。

　工夫して眺めていたら、いきなり内臓が飛び出てきた。

「わ……！」

　グロ画像がアップになったものと思えばいい。しかも立体、３Ｄである。こんなことに技術を投入するなんて間違ってるだろ。

　沙さ倉くらさんはくすくす笑う。

「面白いですよね。わたし、一日中見ていても飽きません」

　こっちは飽きる前に心臓が止まりそうだった。

　それにしても本当にたくさんある。あのおもちゃメーカー、よくここまで手を広げたな。あそこに飾られている抱き枕まくらなんて、普通は考えても実行しないだろ。だって死体と寝るのと変わらないんだぞ。

　念のため、訊きいてみた。

「抱き枕、使ってるの……？」

「使っていませんよ」

　沙倉さんは言下に否定。

「もったいないです。あの抱き枕も限定品なんですから。飾るだけです」

　限定じゃなくて、売れないから生産できなかったんだと思うよ。

　それにしても沙倉さんの収しゆう集しゆう癖へきは、まるで男みたいだ。キャラクターイラストがプリントされた抱き枕なんて女向きではないと思うんだが、ちゃんと購入している。

　紅あか音ねは、内臓の形をした消しゴムを恐る恐るつついていた。雫しずくはハラキリトラのＴシャツを前に動かない。「HARAKIRI Yes! UCHIKUBI No!」とか書いてあるんだもんな。わけ分かんねえよ。

　ここを見るだけでも、沙倉さんが臓物アニマルを心から愛していることだけは、よく分かった。一般人にはどうにも理解できねえだろうな。特にここのメーカー、株主総会が大荒れで機動隊が出動したとの噂うわさもあるので、株やってる人間からすると、見たくもないだろう。

　彼女はうっとりしながら喋しやべっていた。

「だいたいのグッズは集めたんですけど……」

　ええ、見れば分かります。

「ぬいぐるみだけはこの部屋に飾りきれないので、隣にも置いてあるんです。見に来てください」

　隣室もやはり洋間だった。そしてここにも、臓物アニマルのぬいぐるみがびっしりと詰め込まれていた。あらゆる種類が網羅されているんだが、一種類につき必ず複数がある。マニアの習性、保存用に観賞用ってやつか。江え戸ど時代の豪商の倉では、借金のカタに取り上げた刀剣が毎夜毎夜うめき声を上げたそうだが、この部屋もかなりうるさそうだ。

「お友達にも配ってますから」

　と彼女は言った。内臓むき出しのぬいぐるみに囲まれ、いかにも幸せそうだった。さすが沙さ倉くらさん、色んな意味で常識を超えたお方だ。

「それでですね、とびっきりの宝物があるんですよ」

　戸棚の奥をごそごそやっていた。

「これです」

　彼女が出してきたのは、なんか全身がちりちりになったライオンだった。やっぱり内臓がはみ出ているので臓物アニマルシリーズなんだろうが、はて、俺おれは見たことないぞ。

「ヒアブリライオンです。これ、臓物アニマルシリーズの一番最初なんですよ」

　そりゃ確かに見たことないわけだ。なんでも当初は「ＴＨＥ　ハラワタ」というマンガで出ていて、臓物アニマルはそこからのスピンオフらしい。そのためヒアブリライオンにはまだ「ＴＨＥ　ハラワタ」というシリーズ名がついていた。ちなみにそのマンガは書店が荷ほどきしないまま取り次ぎに送り返すほどのつまらなさで、出版社を道連れに消え去ってしまったらしい。ナムナム。

「メーカーはすぐ臓物アニマルに切り替えちゃいましたから、ヒアブリライオンは本当に少ないんですよ」

「……どうして持ってるの？」

「偶然買ったんです」

　沙倉さんは思い出すように話していた。

「中学の頃ころなんですけど、ショップの店先で見つけて、これだって思ったんです。お小遣いをはたいて買っちゃいました」

「へえ……」

「もうピンときたんですよ。だってそっくりなんですもん。わたしが昔考えたライオンと」

　するとずっと黙っていた雫しずくが訊きいた。

「楓かえで、昔考えたって、なに？」

　沙倉さんははっとしたようになった。

「わたし、そんなこと言った？」

「ええ」

「えっとね……」

　恥ずかしそうに首をすくめる沙さ倉くらさん。

「小学生の頃ころね、わたしマンガばっかり読んでたじゃない」

「今でも読んでるでしょう」

「からかわないの。それで、その頃もうマンガ家になりたくて、自分でお話を考えたりしていたのよ」

「へえ……」

「その中にね、あのヒアブリライオンと同じキャラクターが出てくるのよ」

　ぴく、と雫しずくの眉まゆが動いた。

　俺おれも動揺を押し殺す。沙倉さんがヒアブリライオンと同じネタを考えていたとは。

　その頃からグロが好きだったのか、と複雑な感情が湧わいてくるが、それはそれとして聞き捨てならない話だ。

　やはり彼女がモデレーターとなんらかの関係があるっぽい。もしかして同一人物？　いやいや。それにしては邪気がない。だが俺たちみたいな人間を増やしているのは、間違いなかった。

　いつの間にか紅あか音ねが俺の服の袖そでを握りしめている。同じ考えに至ったらしい。

　雫だけは前と表情を変えていない。このあたりが人間離れしてるんだが、今は頼りになる。

「昔の話なんでしょう」

「うん。でもヒアブリライオンを買ったら思い出しちゃって」

「他ほかのグッズもその頃から集めたの？」

「そうよ。中学一年から、ずっと集めているから」

「私は……三年生の時……か」

　雫はなにやら考える素振りであった。

　前に聞いた話では、雫は二年前の高一の頃からすでにケンプファーだったらしい。それより前から他にケンプファーがいてもおかしくはないので、そのあたりの時系列の整理でもしているんだろう。そういや、先輩に色々教えてもらったとも言ってたな。あ、あれは作り話か。

「ぬいぐるみは、頻繁に他の人にあげるの？」

「うん。少しでも仲良くなったらあげるようにしてるの。少しでも臓物アニマルの可愛いところを知ってもらいたくって」

　そりゃずいぶん難しい話だが、これだけ数があれば、いくらあげてもなくならないだろう。

「星せい鐵てつの人にもたくさんあげてるの。雫ちゃんの先輩にもあげた……かな」

「文化祭や体育祭のとき、楓かえでは遊びに来てたからね」

「リレー一位の人にぬいぐるみ配ったときは、怒られたけどね」

　ここまでしてくれれば、メーカーも本望だろう。十万株くらいただで沙さ倉くらさんにあげるべきなんじゃないのかな。

　雫しずくは手の中のぬいぐるみを、ためつすがめつしていた。

「ねえ楓、このヒアブリライオン、もらっちゃうわけにはいかないわよね」

「駄目よ。雫ちゃんでも絶対駄目」

「そんなに好き？」

「その子は本当に宝物なの」

　笑いながら喋しやべっていた沙倉さんが、部屋の時計を見上げた。

「あら、もうこんな時間。ご飯の支度しないと」

「いいわよ楓、外で食べましょう」

「せっかくナツルさんが来てくれたんだから、わたしが作るわよ。ね、ナツルさん。食べていってくださいね」

「いいけど……」

　沙倉さんの手料理が食べられるなんて、こんな嬉うれしいことはない。今は女の身だが、いつの日か男のときにも食べるようになるのが夢だ。

「わーい」

　沙倉さんはうきうき気分でキッチンへと歩いていった。よほど作りたいんだろう。図書館で本まで借りていたもんな。

　材料はすでに買ってあったらしい。いくらもしないうちに、包丁となにかが煮える音がした。

「イタリアンになるけどいいかしら。苦手な食べものってある？」

「大丈夫よ。気にしないで」

　雫が返事をする。そして声を潜ひそめた。

「どう思った？」

「……さっきの話か？」

　俺おれは所在なげに天井を眺めながら言う。

「もちろん」

「……会長と同じ感想だよ」

　普通に答えるのも癪しやくなので、そう返事をしておいた。

　沙倉さんがケンプファーに絡んでいることは、これでいよいよ確実になった。あの人がモデレーターかどうかは分からない。が、ヒアブリライオンから全すべてがはじまっているのも確かだろう。

「モデレーターが楓かえでに目をつけたのか、それとも逆か……」

「おいおい、逆ってなんだ」

「あらゆる可能性は考慮するべきなんじゃない？」

「俺おれは必要以上に沙さ倉くらさんを疑いたくないんだよ」

　あの美しい人がモデレーターの何とやらでも、俺の一途な心は変わらない。沙倉さんの天使のような姿はいつものままだ。天使っぽく羽が生えたところまで、俺には見えるぞ。

「呆あきれたものね」

　雫しずくはどこに呆れたのか分からない口調だし、紅あか音ねはなんだかむすっとしていた。ちっ、しょせん女にはこの並々ならぬ恋心が分からないか。

「確かにもう少し調べてみないと、分からないことはあるけれど」

　雫が残ったオレンジジュースを注いでいた。

「まだ……ここにいます……？」

　と紅音。

「そうね。楓からもっと訊きいた方がいいわね」

「でも沙倉さんのことだけじゃなくて、新しいケンプファーが出現するんじゃないかって、会長言ってませんでした……？」

「あれも可能性の一つだけど」

「水み琴ことのことか？」

　と俺。

「ええ。近こん堂どうさんはただ戦うだけじゃなくて、もっと別の役割を担っていてもおかしくないわ。私が真実に近づけば近づくほど、モデレーターは嫌がるでしょうから」

「水琴がモデレーターの手先だって決まったわけじゃ……」

「瀬せ能のう君に襲いかかってきたんでしょう」

「あいつは赤い色だったんだよ」

「私と瀬能君の関係が深いからだと思っているんだけど」

　お前が勝手に関係を深めたんだろうが。

　なんかもう、雫のおかげでどんどん深みにはまっている。やっぱ喋しやべんない方がよかったかな。一方的に雫に弱みを握られてしまう。

「瀬能君？」

「……ん？」

「どうしたの。なにか言いたそうだけど」

「い、いや。別に」

　駄目だ。雫は勘が鋭すぎる。頭の中で考えることも控えめにしないと。

「おまちどおさまです」

　沙さ倉くらさんが大きい皿を持ってきた。パスタが湯気を立てている。

「取り皿は、すぐに持ってきますから。美み嶋しまさん、テーブルの上を片付けてください」

「は、はい」

　夕食になったので、話はいったん中断することとなった。

　沙倉さんが作ってくれたのは、イタリア料理だった。ナポリ風だというが、正直俺おれにはよく分からない。アサリが具に入ったパスタであった。あとはイカのフライとサラダにガーリックトースト。メインディッシュで骨のついた子牛の香草焼き。

　味は文句なし。さすが沙倉さん。料理も超一流。

　雫しずくは黙々と食べていた。あまり感想を言わない女だが、ケチもつけないからうまいんだろう。紅あか音ねは「おいしい……」と呟つぶやいていた。それはいいんだが、なんで悔しそうなんだ？

　しばらく食べてから沙倉さんが、

「そうだ。この前、珍しいビデオを買ったんです。みんなで観みましょう」

　テレビ台の下からなにやら取り出した。ＶＨＳビデオのパッケージである。臓物アニマルのビデオであった。ん？　映画館で観たのとは違うのかな。

「初期に作られたＯＶＡなんです。傑作ですよ」

　そう言うので観たが、確かに傑作だった。違う意味で。

　時は戦国時代（この設定がそもそもおかしい）。幼少のゴクモンオオカミが南蛮の化物、ヤツザキインドゾウに囚われ、内臓全すべてを抜き取られるところからはじまる。内臓を抜かれたので死ぬのかと思いきやそうでもなく（疑問を感じた人は明日死にますという、ただごとではないテロップが出ていた）、ゴクモンオオカミは三日三晩悔し泣きをした後、ヤツザキインドゾウを倒す復ふく讐しゆうの旅に出る。そして諸国を漫遊しながら内臓を一つ一つ取り戻すという、「水み戸と黄こう門もん」と「どろろ」が混じったようなストーリーであった。

　なんでもどこぞの医大と協力して作ったアニメらしく、内臓の描写が非常にリアルだった。褒めるところはそれくらいで、あとはひたすら電波ストーリーの連続。内臓取り戻しは即座に忘れられ、意味のない水着シーン（だってケモノよ？）にテニスと将棋の勝負。スコットランドから流れ着いてきた旅のドルイドと協力してＵＦＯを呼び寄せ、月基地ムーンベースアルファにたどり着くシーンに至っては、お口あんぐりであった。直後に月は地球の軌道を外れて宇宙放浪をしてしまうんだけど、ゴクモンオオカミはどうなんの？　ていうかこれ、「スペース１９９９」だろ？

「ここからが興奮の展開なんですよ」

　沙倉さんは懸命に解説していた。

「月基地に、『炭火焼きホルモン軍』が攻めてくるんです。ほら、ここ」

　画面では「新鮮大安売り」と書かれた幟のぼりを立てた牛の内臓たちが、月基地を攻めたてていた。もちろん宇宙服なんて無粋なものはつけていない。

　内臓たちは火縄銃を撃ちながら坂道を上り、石垣に取りついている。

「戦国時代の城攻めを、忠実に再現したんですって」

　月でやる必要があるんだろうか。

　我慢して見続けていると、なんか「ガルマン内臓帝国」なんて青白い五ご臓ぞう六ろつ腑ぷたちが割り込んできて、無差別に攻撃しはじめた。「宇宙戦艦ヤマト」のガミラス帝国に似てるんだけど、権利関係はいいのかな。

　戦闘は何時間（作中で）にも及んだが、うやむやのうちに終了して手打ちとなった。仲直りの印にＬＳＤを吸っている。あー、映画でもこんなシーンがあったあった。

　また沙さ倉くらさんの解説。

「ファンの間では、このシーンは失敗だって言われてるんです。だから映画でちゃんと作り直したんですよ」

　ドラッグで頭がパーになり、サイケデリックな夢を見るシーンだけど、出来とか関係あんのかな。原色の絵の具がぐにゃぐにゃ動いているだけにしか感じられん。

「……主人公は？」

　ゴクモンオオカミの姿がないので訊きいてみた。

「はい？」

「主人公はいなくなった……？」

「やだ、ナツルさん。ゴクモンオオカミは、さっき死んじゃってますよ」

　沙倉さんは笑うと巻き戻した。月が地球の軌道を外れるシーン。宇宙空間に米粒みたいなのが放ほうり出されていた。

「これがゴクモンオオカミなんです。ここで死亡して、もう出てきません」

「……はあ」

　駄目ですねえと沙倉さんは言った。

「これくらい見抜けないと、臓物アニマルのファンだって名乗れませんよ」

　ごめんなさい。名乗りたくありません。

　なおもビデオは続いたが、俺おれはほとんど観みていなかった。紅あか音ねはリアルすぎる内臓のためパスタが食べられずダウンしており、雫しずくははなっから観ようとせず延々と食事をしていた。

　ようやく終了。すっ飛んだ月と内臓たちが、ブラックホールのお花畑で腕を組んで踊り出すという、気が変になりそうなクライマックスだった。

　沙倉さんはお気に入りの映像を皆と味わえたので、大満足である。

「面白かったですね」

「……うん」

　うなずく以外の選択肢は、俺には残されていない。

　頭がくらくらしていた。雫しずくはそんな俺おれに少しだけ目線をやってから、時計を見た。

「……ずいぶんと遅くなったわね」

　わざわざタイミングを計るあたり、気遣いなんだろう。俺はもう二度と見たくないと祈ってばかりだった。

「そろそろ帰らないと」

「泊まっていかないの？」

　きょとんとした様子で、沙さ倉くらさんが言う。

「わたし、そのつもりだったんだけど」

「悪いわよ」

「いいわよ、一人暮らしでいつも寂しいんだもん」

「今晩一人でも同じじゃない」

「あー、雫ちゃん冷たい。じゃあ、ナツルさんと泊まるから」

　え、お、俺!?　沙倉さんはわざわざ立ち上がって、俺の隣に座ろうとした。

「ナツルさん泊まってくれますよね」

「……」

「ね」

　いや泊まるのは構わないんだけど、なにごとにも心の準備ってもんが。

　だが沙倉さんの心はもう決まっているらしく、「パジャマもふとんも準備してあります」なんて言っていた。

「ナツルさん、一晩くらい平気ですよね」

　そりゃ俺も一人暮らしですから、一晩どころか半年は平気ですが。

「ええと……」

「あん。はっきりしてください。朝ご飯もわたしが作っちゃいますから」

　彼女が腰を下ろそうとしたところに、いきなり紅あか音ねが割り込んだ。

「ま……待ってください。どうしてナツルさんが、泊まるんですか……」

　沙倉さんは一瞬きょとんとしたものの、即座に反論する。

「お友達だからです。決まってます」

「決まってません。ナツルさんと泊まるなんて、変です」

「変じゃないです」

「だって……そんな……不潔……」

　沙倉さんが激げつ昂こうした。

「ふ、不潔ってなんですか！　女同士で泊まるのに、どこが不潔なんですか」

「……沙倉さん……絶対不潔なことをしようと……」

「ナツルさんに不潔なことをしていたのは、美み嶋しまさんじゃないですか！　着替えるときに、むっ……胸を触ったり……！　なんであんなうらやましいこと……！」

「ナツルさんを守るために、やったんです……！」

　それはそれで、変なことなんだけど。

　しかしまた話がややこしくなってきた。紅あか音ねは沙さ倉くらさんにライバル心を持ちすぎである。やることなすこと気に入らないらしい。沙倉さんは沙倉さんで、男の俺おれには目もくれないのに、女の俺にはぞっこんだから、こんがらがってくる。

　沙倉さんと紅音はなんだかんだ言い合いしていた。どっちも必死である。なんで必死になるんだ。

「もう遅いのに、ナツルさんを一人で帰すわけにはいかないじゃないですか」

「あたしがついていきます……！」

「紅音さんこそ帰らないんですか。タクシー代なら貸しますよ」

「帰ったら、ナツルさんがなにされるか分かりません……！」

「わたしをケダモノみたいに言わないでください！」

「似たようなものです……！」

　今や二人とも激げつ昂こうしていた。摑つかみ合いにはならないが、どっちも譲る気がない。己の感情をよりどころに、自分の理屈で攻めたてているのだ。聞いてる俺は支離滅裂にしか感じられない。女って怖ええ。

　二人がいきなり俺の方を向く。

「ナツルさん、泊まりますよね!?」

「泊まらないですよね……!?」

　返事ができなかった。むろん、気持ちとしては外泊オッケーだが、へたに喜ぶと紅音がなにかやらかしそうなのである。具体的には変身して射撃をするとか。

　どうしたらいいだろう、と思ったあたりで切り出したのは雫しずくだった。

「泊まりましょう」

「へ……？」

　間抜けなことを言ったのは俺。

「瀬せ能のうさんだけじゃなくて、三人で泊まればいいじゃない。美嶋さんも安心でしょう。楓かえで、泊まれるわよね」

「用意はあるけど……」

「問題はないわね。美嶋さんは家うちに連絡をしておきなさい。朝ご飯の材料が足りないなら、あとで買い物に行きましょう。瀬能さん、あなたも一緒にね」

「お……わたしが……？」

　つい自分自身を指さす。

「当たり前じゃない」

　雫しずくは言外に、話にならんと言っていた。

「あなたが原因なのよ」

　そりゃそうなんですが。

　結局、泊まりは三人一緒ということになった。パジャマと布団は沙さ倉くらさんが貸してくれることに。

　パジャマとはいえ、沙倉さんの服を着るなんてどきどきである。いやむしろ、パジャマだからこそ動どう悸きが高鳴る。だってだな、素肌に直接ついた服だぞ。それに布団は沙倉さんが使っているものだ。あ、いや、客用なのか。どっちでもいいや。

　どぎまぎしている俺おれを雫は無表情に、紅あか音ねはむっとしながら眺めていた。「だから泊まりたくなかったのに……」とは紅音の台詞せりふだが、どうしてここまで言われるのか。

　いつ寝るんだろう。今すぐか、でもそれはなんというか早すぎないかな。焦るのはよくない。慌てるホームレスワークレスはもらいが少ないって言うしな。

「部屋はある？」

　雫の問いに、沙倉さんはすぐに答えた。

「使ってない部屋が一室あります。そこで寝てください。わたしはいつも、コレクションルームで寝てますから」

　臓物アニマルグッズに囲まれると、安眠できるんだそうだ。俺なんか悪夢を見そうだ。

「じゃあ買い物に行きましょうか」

　雫が言いだし、俺はわけもなくほっとした。

「あ、買い物よりも」

　沙倉さんが両手を合わせ、さもいい案だというような顔をした。

「みんなでお風ふ呂ろ入りに行きませんか？」

　ええええー!?

　声に出すと男とばれてしまいそうだったので、俺は心の中で驚きよう愕がくした。お風呂って、あのお風呂!?

　さささ沙倉さんと風呂に入るなんて。星せい鐵てつ学院男子部中、いや日本中、いやいや世界中の男が願ってやまないチャンスが訪れるとは、俺はなんて幸運なんだ。盆と正月と春と秋が同時に来たような衝撃だ。つまりジャンボ宝くじの発売時期なんだけど。

　だが問題は、俺が女だってことだ。今ほど女の自分っていうかケンプファーの自分を恨めしく思ったことはない。男だったら誘ってもくれなかったろうけど。

　女で入ればいいじゃん、という人は俺の心情がまだ分かっていない。俺は風呂とトイレだけは、なにがあっても男の姿に戻るようにしている。こればっかりは越えてはならない一線なのだ。

　当の沙さ倉くらさんは不思議そうにしている。

「……ナツルさん、どうしたんですか？」

「いや……驚いて……」

「女の子とお風ふ呂ろ、入ったことないんですか？」

「ない……」

　だって男の子だもん。ないよ。

　沙倉さんがまた喜ぶ。

「じゃあわたしが、ナツルさんのはじめての女になるんですね。きゃっ」

　どう聞いても誤解される言い方だ。その証拠に、紅あか音ねの機嫌がかなり悪そうになっている。

　紅音はたどたどしく抗議していた。

「沙倉さん……お風呂なら、この家にもあるんじゃ……」

「狭いんです。ナツルさんと一緒に入るのが大変ですから」

　俺おれと入浴するのが前提なのか。

「どこで入るんですか……」

「近くに銭湯があります。改装してスパになったんですよ。一度行ってみたかったんです。夜遅くまでやってますから」

　あー、テレビでやっていたやつか。明日の買い物もついでにすればいい、というのが沙倉さんの主張であった。

　紅音は泡あわを吹きそうだった。

「そんな、なんで一緒にお風呂なんか……」

「美み嶋しまさんも行きましょうよ」

「それは……行きますけど……」

「だったら問題ないですよね」

「でもナツルさんとなんて……」

「ナツルさんだけ置いていくわけに行かないじゃないですか」

　これは沙倉さんに有利だ。「家の風呂に交代で入ればいいんじゃないの」という根本的な疑問もあるんだが、どうしてもみんなで入りたいらしい。

　雫しずくは賛成も反対もしない。こういう場合、特に自分の意見がないのである。皆が意見を出しているときは任せておき、混乱したときに収拾に乗り出すってところが、いかにも生徒会長だ。

　問題はなにを隠そうこの俺。

（おい、反対してくれないか）

　俺は雫に囁ささやいた。

（どうしてかしら）

　悪あく辣らつ女め、あっさり拒絶しやがる。

（どうしてって……俺おれは女と一緒に風ふ呂ろに入らないんだよ）

（自分はいくじなしですっていうカミングアウト？）

（そういうこっちゃなくて、女の姿では風呂に入らないの！）

（じゃあ初体験ね）

（したくねえよ！）

（痛くないわよ）

　まるでとりあってくれない。駄目だ。こいつは俺が苦しんでいるのを見て楽しんでいるっぽい。さすが真性サディスト。赤い腕輪はひと味違う。

　誤解のないように言っておくが、俺は女の子と風呂に入りたくないんじゃなくて、女になった自分の身体からだを眺めるのが嫌なのである。だって冷静に考えてみて欲しい。ずっと男として生きてきて、いきなり身体が女になるんだぞ。実際になってみれば分かるが、じっくり裸を観察するなんて無理無理。

　着替えるだけでもどきどきするのだ。いくじなしと言われれば、反論のしようがないけどな。

　紅あか音ねは論破されてしまって、「じゃあいいです……」なんて言ってる。あっちも頼りにならん。おまけに若干、嬉うれしそうにも見える。

「ナツルさん、一緒に入りましょうね」

　沙さ倉くらさんは、子猫のように目がきらきらしている。

「え……」

「入りましょうね」

「……」

「入りましょうね」

「はい……」

　うわあ。ついに承諾してしまった。

　もう沙倉さんは大喜び。今にも跳ね回りそうで、当事者じゃなかったら微笑ほほえましく思っているところだ。これでブログでも持っていた日には、風呂でのシーンが事細かにアップされ、膨大なコメントとトラックバックがついているだろう。

「その、スパって、どこに……？」

　俺の質問に、沙倉さんは窓の外を指さす。

「あっちの方です。ちょっと距離がありますけど、歩いて行けますから」

　にっこりとする。

「みんなで石せつ鹼けん鳴らしながら行きましょうね」

　神かん田だ川がわの世界だね。

　実際訊きいてみると、元銭湯現都市型スパは、石せつ鹼けんもシャンプーもタオルもバスローブも完備されているので、なにも持っていく必要はなかった。

　沙さ倉くらさんは興奮混じりに「行きましょう、行きましょう」と言って、準備をはじめた。特に持っていくものはない。財布だけ。

　俺おれはなにもすることがなく、ぼんやり他人の支度を眺めていた。沙倉さんはそんな俺を眺めて目をぱちくりさせる。

「……ナツルさん、バッグとか持ってきてないんですか」

「ないけど……？」

　いかにも不思議そうである。あとでよくよく考えてみるとこれは確かに不思議で、女なのに手ぶらってのは珍しい。たとえ高校生でもちょいと奮発してブランドバッグなんてのは当たり前なのだ。

　そうじゃなくても手ぶらは女の子らしくない。不審がられるのも当然だ。中身が男の俺には分からないことで、今後の改善課題である。

　沙倉さんはクローゼットをごそごそやり出した。

「わたしのバッグ、お貸しします」

「え……そこまでしなくても……」

「そう言わずに、使ってください。はいこれ」

　だが手渡されたのを見て仰天した。臓物アニマルのハンドバッグだったのである。

「げ……」

「可愛らしいでしょう」

　可愛いんじゃなくて異様だ。レキサツシカってやつだと思うんだが、腹にジッパーがついていて、腸の部分がスリングになっている。こんなの手にかけて持つのかよ。

「限定生産品なので、貴重なんです。もったいなかったんですけど、ナツルさんならいいですから」

「……」

「使ってください」

　天使のような笑みで言われた。あの顔を見てしまうと、「どんな罰ゲーム？」なんてとても言えない。

　レキサツシカの腹ん中に、財布を放ほうり込んだ。

「じゃあ出かけましょう」

　沙倉さんが号令をかけた。












第四章







　外はすっかり暗い。四人でぞろぞろと歩く。近距離でもバスを使うという手があるんだが、沙さ倉くらさんは「みんなで歩きたいです」と言っていた。むしろ気になるのはこの「みんな」の中に紅あか音ねは含まれているのかってことだが、そこは問題なかった。仲間はずれにするような陰湿さは、沙倉さんにはない。

　駅のあたりまで来ると、明るい看板がいくつも目に飛び込んでくる。不況からも徐々に脱出しているようで、ここらも客の姿が多くなった。

「もっと先です」

　沙倉さんが先導する。

　しばらく歩くと、大きなビルに突き当たった。

　巨大な看板が正面にある。ここの上のフロアがそう。ここら辺は元々住宅街で、一昔前は近隣住民のための銭湯があった。それが家庭風ぶ呂ろと商業施設化が進んだため、客足は減少。半年前に取り壊してでかいビルにし、都市型温泉として再スタートをした。

　看板には温泉の文字。実際はお湯になんか粉を入れて、沸わかしただけだろう。「複合アミューズメントパーク」なんて謳うたい文もん句くがあるが、今のところは居酒屋とスパだけらしい。ゲーセンもないのか。向かいにはカラオケ屋。

「……ん？」

　俺おれは目を細めた。なんかカラオケ屋のとこに、どっかで見た女の子がいたような。

「どうしたんですか……？」

　紅音が訊きいてきた。

「なんか見た顔が……」

　彼女は首を伸ばしたが、すでに人影はない。

「誰だれだったんですか？」

「ますみちゃんだった気がする」

「はあ……」

　別に顔を合わせてないんでいいっちゃいいんだが、あの騒がしいのがカラオケである。防音とか役に立つのかな。

　エレベーターで上の階へ。ここは屋上を露天風呂として設計しており、「都会にいながらにして温泉から夜空が楽しめます」ってのが売り。このビルより背の高い建物が存在しないからこそできた技だ。

　エレベーターが到着したフロアには、結構客が多かった。物珍しさと、温泉ブームってことがあるんだろうな。

「早く入りましょう」

　と沙さ倉くらさん。しかし俺おれの足取りは、急速に重くなった。

「ナツルさん、どうしたんですか？」

「……」

　なんかやっぱためらう。風ふ呂ろとトイレだけは男の姿に戻っているのに、よりによって温泉だ。否いや応おうなしに俺は、自分の身体からだに向き直んなきゃならなくなる。

　沙倉さんは首をひねる。

「お金が足りないんですか？」

「いや……」

「こういうところ、はじめてなんですか？」

「いや……」

「じゃあ入りましょうよ。わたし、ナツルさんの背中を流しますから」

　それは嬉うれしいけど、男のときにして欲しいなあ。

　彼女は俺の腕を摑つかんでぐいぐい引っ張る。普段ならとても幸せな光景なのに、なにこの地じ獄ごく。

　そんな俺を、雫しずくがじっと観察していた。

「……楓かえで」

「なに？」

「瀬せ能のうさん、具合が悪いみたい」

「え？　そうなんですか？」

　そう聞きたいのはこっちなんだが、雫はさも気遣っているように言い続けた。

「さっき、はじまったって言ってたわ」

「えー、そうなんですかあ!?」

　沙倉さんは驚いていた。俺も驚く。はじまったってなにが？　プロ野球のナイター？

「ナツルさん、いつも通りだったのに」

「はじまっちゃうと重いんだって。温泉は無理ね」

「そんなあ」

　いかにも残念そうであった。

　どうやら入らなくてすんだらしい。なんとか窮きゆう地ちを脱した。おお、奇跡が起こった。

　俺は念を押そうと沙倉さんに言った。

「だから入れない……」

「タイミング悪すぎです」

「……ごめん」

　よく飲み込めていないが、一応謝った。しかしこれだけで納得しちゃうんだから、「はじまる」って魔法の言葉だな。今度遅刻の言い訳にするか。俺おれは小声で紅あか音ねに訊きいた。

「あのさ……」

「はい？」

「はじまるってなんのこと？」

　彼女は、砂漠で深海魚を見つけたような目つきを、俺に向けた。

「……知らないんですか……？」

「学校の言い訳でも使えるかな」

「……使ってみたらいいと思います」

　あとはなにを訊いても無言だった。はて？　俺、変な話はしてないよなあ。

「仕方がないわ。私たちだけで入りましょう」

　と雫しずく。

「ナツルさん、どうするんですか」

「ここで待ってる……」

　俺は返事をした。幸い、椅い子すはたくさんあって、座るところに不自由はない。

「あとでシャワーを借りるから……」

「分かりました。すみませんけど、待っていてくださいね」

　沙さ倉くらさんは気を取り直して、大きな暖の簾れんをくぐっていった。雫はすれ違いざま「これも貸しね」などと言う。はいはい、分かりましたよ。

　しばらくしてから、俺は財布の中身を確認。よしよし、ちゃんとあるな。あとは男湯の暖簾も確認した。

　あそこさえくぐってしまえば温泉ワールドである。俺は知らず知らずのうちに、にんまりしていた。

　実は俺、ここに入る気だけはあったのだ。女の姿はやだが、男ならオッケー。ここまで来て待ってるだけなんてありえんだろう。俺は日本人だ。偽物でも温泉大好き。

　物陰を探す。どこかで男に戻らなきゃならん。この姿で入ったらパニックどころじゃない。服も男物だから大丈夫。

　あそこの自動販売機の裏がいいな。人目を忍ぶようにして移動。

　念のために周りを見て、注目している人が誰だれもいないのを確認する。よしよし。

　右腕の誓約の腕輪がきらりとする。一瞬だけ光に包まれ、俺は男の姿に戻……らなかった。

「……え？」

　しみじみと身体からだを眺めたが、女のままだ。不必要にでかい胸がぶら下がっている。どういうこった。

　もう一度挑戦。再チャレンジ制度だ。再び腕輪がきらりとする。が、なにも起こらない。

（なんでだよおい！）

　心の中で騒いだ。焦りがじわじわせり上がってきた。

　男に戻れないなんて、そんな馬ば鹿かげた話があるか。このままじゃ俺おれは、一生女のまま過ごさなきゃならなくなる。そんなのやだ。そうなったら喜ぶのは、沙さ倉くらさんと東ひがし田だと、男子部二年四組のやつらと、ミスコンで騒いでいた連中と……結構いるな。

　だが俺がよくない。人生、男でなんぼだ。ケンプファーになった俺が自我崩壊から逃れているのも、男に戻れるという逃げ道があってのことなのだ。

「なにがあったんだ……」

　絶望感が手招きをしているのをなんとか無視し、青色の腕輪を見る。薄くだが発光を続けていた。

　まてよ。確か元の姿の時、敵意を持ったケンプファーが近くにいると、引っ張られるようにして変身しちまうってのがあったな。場数を踏むことによって連られなくなるんだが、もしかすると変身が解けないってこともあるんじゃないのか。

　そう思った次の瞬間。ばきっと音がして、目の前の自動販売機が真っ二つになった。

「どわ！」

　つい叫んでしまった。いやこれは誰だれでも叫ぶだろ。

　破壊された自販機の向こうには、女の子がいた。

　手には鋼の色をした日本刀。服は星せい鐵てつ学院女子部のセーラー服。そして髪の毛は金色。

　あ、あいつだ。

　右腕には誓約の腕輪。しかも赤色に輝いている。

　その女は俺を見て叫んだ。

「秩序を乱す悪の組織め、このあたしが退治してやる！」

　悪ってなんだ。ていうか、こいつはなに芝居がかってんだ。武器は剣シユヴエアトだが、日本刀なのが時代劇みたいにさせる原因か。

　彼女は俺の顔を見つめた。

「見つけたわよ、女のナツル！」

　またお前か。よく狙ねらってくるな。

「通りがかったら腕輪がぴこぴこ反応するじゃない。思った通りだったわ！」

　それだけで俺を捜し当てたのか。なんて執念だ。

「ケンプファーのくせに温泉に入ろうとするなんて！」

「そういうお前は……」

「ちょうどいいわ。ここであったが百年目っていうか、多分一週間目くらい。刀の錆さびになんなさい！」

　嫌です。しかし聞き入れてくれるはずもない。

「とおっ！」

　振り下ろされた。俺おれは真横に飛んで避よける。自動販売機がまた切断された。

「逃げるなー！」

　逃げなきゃ死んじゃうだろうが。女は刀をびゅんびゅん振り回していた。型もなにもあったもんじゃない。

　なんとか俺には当たらなかった。彼女は息が荒くなる。

「水み琴こと……」

　俺は思わず名前を呟つぶやいた。お前は図書館だけじゃなくて、ここでも襲ってくんのかよ。

「……水琴じゃないっての！」

「だって水琴……」

「……なんであたしだって分かったのよ！」

　ようやく認めやがった。疲れる女だ。

「知ってるもなにも……」

「気に入らないな。死んじゃえ！」

「ひでえ！」

　水琴は刀を腰だめにして突っ込んでくる。俺は火球を出現させて放った。

「甘ーい！」

　日本刀を横に振り払う。火球は花火みたいにぱっと散って消えた。

「攻撃がぬるいわよ、女ナツル！」

「待て、水琴……」

「なれなれしく呼ぶなー！」

「そうじゃなくて……」

　ひゅっひゅっ。切っ先が顔をかすめる。俺は慌てて後ろに跳とんだ。

　こんなところで戦闘しているもんだから、温泉客がなんだなんだと集まってきた。

「アトラクションか？」

「どっちも女の子だな」

「ねー、お母さん。あのお姉ちゃんたちなにしてるの？」

「しっ、指さしちゃいけません」

　すっかり変態扱いだ。こんなところで武器を振り回してちゃあ、普通そうだよな。

　俺はなんつーか恥ずかしさもあるんだが、水琴は完全にのめり込んでいた。日本刀を構えて睨にらんでくる。

「動くな、青いやつ」

「……」

　そりゃ青ですけど。

「このわたしが、井いの上うえ真しん改かい二尺四寸五分で切り刻んでなますにしてやる。覚悟しろ」

　なにが覚悟だ。ケンプファーの武器にそんな銘がついてるわけねえだろ。井上真改って「鬼おに平へい犯はん科か帳ちよう」に出てきた刀じゃないか。

　そんなことまるで関係ないらしく、水み琴ことはまたも斬きりかかってきた。

「だりゃー！」

「うわ！」

　力任せなだけに切れ味は鋭い。いかん、ぼやぼやしてたら本当になますになってしまう。

　かと言って反撃して殺すわけにもいかない。こいつはなんだかんだ言っても、俺おれの幼なじみなのだ。

　〇・五秒で逃走決定。全力疾走。出口へ。

　と思ったが、人が溜たまっていて抜けられなかった。方向転換。ちょっとだけ考えて、温泉の男湯の方に駆け込む。

「あーっ、なんてとこに逃げんのよー！」

　水琴の絶叫。ふはは。見たかこの状況判断。とっさの判断力と行動力が現代社会を生き抜く知恵なのだ。女のお前は入ってこられまい。












　更衣室へ走る。おじさん＆兄ちゃんたちが、叫び声を上げた。

「うおっ、女の子が!?」

「痴女か!?」

「のぞき魔だ！」

　俺おれはひっくり返りそうになった。しまった、俺って女の姿じゃん。なに男湯なんかに入ってんだよ。判断力行動力共に零点。

「待てー！」

　おまけに水み琴ことは、ぐずぐずしたものの突っ込んできた。こらこら、恥じらいはどうした。

　触れるを幸い、彼女はいろんなものを切断しながら突進してくる。うわー、スペインの闘牛よりこええ。

　目くらましに火球をいくつか放つ。爆発してるから、まったく効かないってことはないはずなんだが、全部無視してやがる。

　俺は奥へと逃げていった。

「どこ行く気よー！」

「追ってくんなよ！」

「戦いなさいよ！」

「今はちょっと……」

「敵のくせに、情けないわね！」

　叱しかられてしまった。あちこちをぐるぐる周り、大きなガラス扉を抜けて、ぴしゃりと閉める。

　一息つこうとして、中を向き、絶句。

　風ふ呂ろ場ばだった。巨大な浴槽が並び、裸の男性たちが啞あ然ぜんとしてこっちを眺めている。どの人の目にも信じられないといった色が浮かんでいた。そりゃそうだろうな。年若い女がいきなり駆け込んできたんだから。

「は……あは……」

　引きつりながら笑ってみる。いや俺は恥ずかしくないんだけど、この人たちはどうなんだろうか。

　ガラス戸が二つに切断された。

「ここかー!!」

　扉を蹴けり飛とばし、水琴が突入してくる。やっぱり立ち止まった。

「女ナツルめ、ここが年貢の納め時。尋常に勝負……」

　台詞せりふが途中で止まった。風呂場の中を見回している。

「きゃ……」

　見る見る顔が赤くなった。ほう、状況がつかめたようですな。さすがの傍若無人、南なん米べいアフリカ中東と荒らし回った近こん堂どう水み琴ことも、男湯には弱いですか。お前もしかして、男の裸を見るのはじめて？

　きっとして、俺おれを睨にらみつけた。

「なに考えてんのよ、こんなとこに逃げるなんて……」

「いや、男だから……」

「あんたが男のわけないでしょうがー！」

　力一杯日本刀を突き出す。俺はのけぞるようにしてかわした。

　水琴は真っ赤になったまま刀を正眼に構えると、

「今すぐ、叩たたき斬きってやる！」

　しばらく間をおいて。

　風ふ呂ろ場ばの男性客が、一斉に逃げ出した。

「通り魔だ」「殺人鬼だ」「女蛮族だ」と叫びながら走っていく。いきなり「叩き斬る」なんて見得を切られちゃあ、こうなるのも当然だ。

　俺は人の流れに巻き込まれないように、壁際に退避。水琴の姿は確認できない。

　やがて裸の男たちはいなくなった。水琴はとうかがうと、顔を覆ってしゃがみ込んでいた。

「……？」

　恐る恐る近づこうとすると、ぱっと顔を上げる。

　また俺は睨まれた。

「……よくもやったな……！」

　なにもしてませんけど。

「こっ、こんな恥ずかしい目にあわせるなんて……あんなに男の人がたくさん……しかも裸……」

　全裸の男が大勢、水琴の前を走ったからか。隠したりしてなかったんだろうな。

　彼女は日本刀を握り直すと、力を込めてた。

「おっ、女の子にこんな恥ずかしい経験させるなんて、ケンプファーの風上にもおけないわ！」

「ケンプファー関係ないんじゃ……」

「なんであんたは平気な顔をしてんのよ!?　男の人が……裸で……。あんた経験豊富だって言いたいわけ!?　変態、色魔、淫いん売ばい！」

　十七年間生きていて、淫売呼ばわりされたのははじめてだ。男でこんなこと言われたの、世界中探しても俺だけじゃねえのか。

「許さないわよー！」

　日本刀が小刻みに震える。ひえ、怒ってる。

「だりゃー!!」

　目にも止まらぬ速さで振り下ろされる刀。大きな一枚鏡が二つになる。

（仕方ない！）

　こりゃマジで戦わないと駄目そうだ。火球を出現させ、水み琴ことの進行方向に放つ。

　やっぱり無視して突っ込んでくる。刀の軌道が変わるごとに、蛇口やら桶おけやらがバラバラになって飛び散っていく。

　やっぱり威力を弱めては効き目が薄い。今度はもっと力を込めた火球を撃った。

「くっ！」

　危険を察知したか、水琴が避よける。火球はサウナの扉を破壊した。

　蒸気がここまで流れ込んできた。視界がうっすらと白くなっていく。

　水琴は出入り口のあたりに立ち塞ふさがっていた。俺おれを逃がす気がないらしい。背後は風ふ呂ろ桶と、屋上露天風呂への階段。

「逃がさないわよ、女ナツル」

　水琴が告げた。

「そもそも謎なぞの美少女とか言って、どうもおかしいと思ったわ。ケンプファーだったのね」

　さっきからケンプファーって普通に使っているが、なに馴な染じんでんだろう。自分の置かれた境遇は気にならないんだろうか。












「そもそも、瀬せ能のうナツルって名前が気にいらないのよ。あたしの幼なじみと同じじゃん。嫌がらせ？」

「嫌がらせじゃなくて、同……」

「言い訳は聞きたくないわ」

　同一人物って言おうとしただけなのに、聞く気がないのかよ。

　水み琴ことは俺おれに指を突きつけた。

「とにかく、あんたが近くにいると色々ムカつくのよ。なんか男の子に人気あるし。美少女研究会に注目されてるし、男のナツルが好きだなんて言うし」

「言ってない……！」

「その男みたいなハスキーボイスもムカつくの！　というわけでなます切り。デストローイ！」

　日本刀を振り回す。

　俺は刃やいばが届く寸前でジャンプ。ケンプファーになると、このあたりの動きが軽やかに出来るようになる。上から両手で火球を撃った。

　水琴は風車のように、刀を回転させ、全すべて弾はじき飛ばす。俺は驚嘆しつつ、着地しようとした。

　いきなり水琴が駆け出した。俺の着地するところに向かって日本刀を突き出す。

「どわ！」

　寸前で方向転換できたものの、足を滑らせた。そのまま浴槽に背中からぼちゃん。

「がぼがぼがぼ！」

　目の前が入浴剤カラーに染まった。足で壁面を蹴けって離れてから起きあがる。

　全身びしょぬれだ。お湯だから寒くはないが、服が重い。水分を大量に吸っていた。

　服が身体からだにべったり張り付いていた。下着のラインもかなり強調されている。

　何な故ぜか水琴は、「むー」とうなりながら見ていた。

「……水もしたたるいい女ってわけ？」

　いまどきそんな表現するやつがあるか。

「そんなでっかい胸をしてるのが気に入らないわ。水で濡ぬらして余計に強調するつもり？　全国の貧乳の娘こに土下座してあやまんなさい！」

　なんで謝るんだよ。俺のせいじゃねえし、お前だって小さくないだろうが。

　だがこいつに正論は通用しない。常に地球の中心は自分なのだ。シリアで出土した土器の手柄をイタリアの調査隊と争ったあげく、秘密警察に密告して彼らを国外追放にさせたことすらあるのだ。

　また日本刀を構える。

「覚悟ー！」

「どわー！」

　すさまじい速さの突きが、俺おれの服の一部を持っていった。うわあああ、下着が見える。

　替えを持ってきてねーんだぞ。

　足を滑らせそうになったが、なんとか堪えた。水み琴ことは浴槽にざんぶと入ってきて、日本刀を振り下ろそうとする。

「でやあ！」

　俺の左腕をかすめ、日本刀は湯面に叩たたきつけられた。しぶきが上がって水琴を頭から濡ぬらす。制服の何か所かが染みになった。

　俺はなるべく距離を取った。

「逃げるなー！」

「逃げねえよ！」

　手のひらに小さな火球をいくつも出現させる。立て続けに水琴の足下へ放出した。

　着弾地点に水煙。視界が煙る一瞬の隙すきをついて、今度は懐に飛び込む。

「きゃっ……」

　なに女みてえな悲鳴をあげてんだ。俺は水琴の腕を摑つかむと、ひねりあげて日本刀を放させようとした。

　彼女は、柄を放す。が、もう片方の手で受け取ってから振り回した。

「やったな！」

　髪の毛が数本千切れ飛ぶ。失敗を悟り、俺はまた距離を取った。

　水琴が利き腕じゃない方で刀を振るったためだろう。被害は髪の毛だけ。これが利き腕だったらえらいことになっていた。首から上がなくなっただろう。

　彼女の目の端はしはぴくぴくしていた。

「気安くさわんないでよ！」

　そんなこと言われても。

「腕だけでも敵のケンプファーに摑まれたなんて、屈辱よ屈辱！　慰謝料要求するからね！　訴訟の嵐あらしに巻き込んで、一生表を歩けなくしてやるから！」

　へん。俺なんか触られただけじゃなくて、純潔を奪われたぜ。屈辱どころかショックでリストカッティングもんだぜ。

「いい、よく聞きなさいよ。あたしは身体からだを大切にしてるの。触っていいのは、女ナツルじゃなくて……」

　刹せつ那な、水琴は顔面を紅こう潮ちようさせた。

「なにを言わせるのよー！」

　勝手に喋しやべっといてなんて言いぐさだ。日本刀が横に振られる。

　俺は十分なタイミングで避よけると、手から火球を発射した。水琴の足下で派手な爆破を起こす。

「きゃわっ！」

　金髪水み琴ことは煽あおられて、ひっくり返った。浴槽に背中から落ちる。

　急いで立ち上がるが、俺おれはもう一度発射。また水しぶきで転倒。

「こっ……この……」

「無駄、無駄」

「なにが無駄よ！」

「無駄だから」

　俺はもう、彼女の動きよりも前に、攻撃がかけられるようになっていた。

　湯船の中は動きづらい。お湯が抵抗になって、足を取られるからだ。飛び道具である魔法ツアウバーに比べると、剣シユヴエアトはどうしても不利になる。さっきまではこっちも慌てていたので上手くいかなかったが、今はかなりのところまで見切れるようになっていた。

　勝負の針は、俺の方に傾いていた。

「何回やっても無駄」

　水琴はじっと俺を見つめると、吐き捨てるように、

「ふんだ。うまくやったと思ってるでしょ」

　まあね。

「そうはいかないのよ！」

　水琴は自分の足下に日本刀を突き立てた。そして棒高跳とびの要領でジャンプし、俺に跳び蹴けりを食らわそうとする。

「とりゃー！」

「うわっ!!」

　ごいん。額ひたいに蹴りをもろに食らった。目の前を星がちかちかし、「キックの鬼」のテーマソングが脳内に流れた。

　が、それだけだった。俺だってこれくらいは予想していた。とっさに後ろに身体からだをそらし、攻撃を吸収したのだ。確かにお星様とコスモ星丸が飛び回っていたが、そもそもケンプファーになると肉体的な衝撃にも強くなる。

　足に力を入れて、踏みとどまる。再び対たい峙じした。

「……うまく避よけたわね」

「おうよ」

「だけど、これはどうかしら！」

　水琴が湯船に突き立てた日本刀を抜く。

　ゴゴゴゴゴ。水音がして、泡あわがいくつか立った。湯面に渦が出現する。

　お湯がどんどん減っていく。うわ、こいつ湯船の底に穴を開けやがった。足場の状態をよくするつもりだ。まだスカートが濡ぬれているから足にまとわりついて気持ち悪いだろうが、お湯がなくなれば大幅に改善される。

　水たまりくらいになった湯船を、水み琴ことが駆ける。

「接近戦は刃物が有利よ！」

　一回、二回と日本刀が振り下ろされる。俺おれはなんとか回避していたが、逃げようとしたところで足を引っかけられた。

「あたっ！」

　濡れたタイルにごっつんこ。今度の星はかなり大きい。

　水琴が大きく刀を振り上げた。

「今度こそ覚悟！」

「ぎゃー!!」

　悲鳴を上げた直後。

　銃声が一発。弾丸が命中した日本刀は切っ先をそらされて、俺の耳のすぐ脇わきに刺さった。

「誰だれよ!?」

「勝手に人の相棒殺そうとしてんじゃねえよ」

　コルト・ガバメントそっくりな銃ゲヴエアーを構えて入り口に立ってるのは、猛犬女になった紅あか音ねであった。




　紅音はゆっくりと歩いてきた。服は着ている。が、急いでいたのか髪は濡れたままで、顔も若干上気していた。そして目つきは例によって悪い。

「ナメた真ま似ねすんじゃねえよ。ナツルを殺すのはあたしだけに許された特権だ。他ほかの女は手ぇ出すんじゃねえ」

　なんだその死刑執行前のマフィアみたいな言いぐさは。

　紅音は目線を金髪水琴から離さない。水琴も睨にらみ返していた。

「……あんたなにもの？」

「その馬ば鹿か野郎の相棒だよ。ナツルをぶっ殺していいって権利を、ダライ・ラマから許された女だ。分かったらその場所譲りな。さもねえと穴ぼこをあと三つ四つ開けてやるぜ」

「……うっわ、口悪い」

　水琴が顔をしかめている。まったくだ。短時間で三回も「殺す」って口にしたぞ。

　紅音は「へっ」て顔をしている。

「ああ？　誰が口が悪いってんだ？　あたしか？　ナイチンゲールの生まれ変わりでリルケを愛読してるあたしのどこが、口の悪い性悪なんだ」

「悪いじゃん」

「馬鹿抜かせ。これが普通の会話だ。言いたいことも言えねえで人生愛想笑いしてるような連中よりは、ずいぶんとマシだぜ」

「マシかなあ。あたしにはどんどん墓穴掘ってるようにしか聞こえないけど」

　水み琴ことは命知らずだ。平気な顔で紅あか音ねに言い返している。ほら、猛犬女の目が、ずいぶんと細くなってるぞ。

「……おもしれえことぬかしやがる。赤いケンプファーはユーモアってもんが分かんねえみてえだな」

「悪口はユーモアじゃないよ」

「……死ね！」

　発砲音。銃口から炎が伸びる。水琴は真横に飛んでかわす。

「危ね危ね危ね！」

　何な故ぜか弾は俺おれのところにまで飛んできた。おい、どさくさ紛れに俺を狙ねらわなかったか!?　水琴が距離を詰めようとダッシュ。紅音も離れようとはせず、むしろ近づいていった。

　特攻精神だ。

　銃声となにかの金属音が同時。俺たちしか人のいない風ふ呂ろ場ばに響いた。一瞬、時が止まったかのような錯覚を覚える。

　日本刀が、銃弾を弾はじいていた。

　当て損なったと察した紅音は横っ飛び。元いた位置に、鋼の刃やいばが通過する。

　彼女は転がりながら連続射撃。風呂場に銃声が反響する。

　驚くべきことに、水琴は全弾かわしていた。

「ちっ！」

　舌打ちする紅音。そこに下段から突き上げるような日本刀の一撃。

「紅音、跳とべ！」

　猛犬女がジャンプ。その場所を俺が発射した火球が通り抜け、日本刀を弾いて爆発する。

　水琴は顔を覆って後ろに下がった。

　紅音が俺のところまで来た。

「くそっ、あのアマなめやがって、殺してやる！」

「おい落ち着け」

「なにを落ち着けってんだ。あの女を穴だらけにしてクララ・ペタッチみたいにぶら下げてやるぜ。手伝え」

「そんなことすんじゃねえよ」

　猛犬女が振り向き、すさまじい目つきで俺を睨ねめつけた。

「なんだと!?　てめえ、頭イカレちまったのか!?」

「話を聞けよ、あのな……」

「あたしをちょっと助けたからって指図する気か？　いい度胸だ。まずおめえからあの世に送ってやる。葬式はなにがいい？　マンホールにぶちこんじまって構わねえか」

「だから聞けって。あれは水み琴ことだぞ」

「知ってらあ。それがどうした。萌もえアニメのヒロインだって言いてえのか」

「そうじゃねえ」

「好みの女だって言いたいのか？　殺すぞ」

「そうじゃなくって、殺すわけにいかないだろ！」

　紅あか音ねはきょとんとして、

「いいじゃねえか。とうとうあいつもケンプファーになっちまったんだ。記念品代わりに弾ぶち込んでやるぜ」

　どうしてそういう発想になるんだ。

　猛犬だけに「敵＝撃つ」「味方＝たまに撃つ」という図式になっているのだろうか。犬ってもっと敵味方に厳密だと思ったが。あと「俺おれ＝殺す」ってのもあって、とにかく血を見なけりゃ収まらないらしい。

「おい、水琴！」

　紅音が叫んだ。

「なにカッコつけて金髪なんかにしやがったんだ！」

　水琴が一瞬驚いて、言い返してきた。

「は!?　なんであんたまであたしの名前知ってんのよ！」

「何度もツラ突き合わせてんだ、分かるに決まってんだろうが！」

「あんたも星せい鐵てつの生徒なの!?　そんな口の悪い女の子、知らないわよ！」

「死体にしてから、誰だれだかたっぷり教えてやるぜ！」

　また発砲。弾に制限がないものだから、狂ったように撃ちまくっている。水琴は、あるときは動いてかわし、またあるときは刀で弾はじき、今は洗い場のしきりの向こう側に身を隠した。水琴も反撃したいんだろうが、そこは銃ゲヴエアーが相手である。この状態ではへたに接近できないんだろう。

「ちょこまか動きやがって。ナツル、援護しろ。今度こそ仕し留とめてやる」

「だからやめろって。殺さないでなんとかすませたい」

「……んだと？」

　猛犬女の全身から殺意が立ちのぼる。それはもっぱら俺が対象だった。

「てめえ、どこまで水琴をかばうつもりだ」

「殺すことないだろ」

「幼なじみだからか？　あいつは赤い腕輪だ。やらなきゃこっちがやられる。あの世で後悔してもおせえぞ」

「どうしてすぐ殺すとか死ぬとかが前提なんだよ。うまく倒せばいいじゃないか」

「それが難しいんだよ。いいか、水み琴ことの剣シユヴエアトは、さっきからあたしの攻撃を弾はじいてる。どうもまだ防御だけで、攻撃は下手みてえだが、練れられるとこっちが危ねえんだ。先手をとるしかねえ」

　くそ。犬のくせにロジカルだ。だけどこいつの言うとおりにしてると、本当に水琴があの世に行く。しかし無抵抗だとこっちが死んでしまう。

「悩んでる暇はねえ。やるぞ」

　引き留める暇もない。

　紅あか音ねがダッシュした。身体からだを低くし、水琴が潜ひそんでいるしきりに突っ込んでいく。

　水琴は反撃しなかった。ただ力一杯ジャンプした。

「うわ！」

　俺おれと紅音は同時に叫んだ。風ふ呂ろ場ばの天井は非常に高い。水蒸気で中が真っ白にならないようにするためだが、その天井ギリギリまで跳とんだのだ。

「やあーっ!!」

　日本刀を構え、逆落としになる。しかも俺のところへ。

「どわわわわっ!!」

　避よけるのと反撃、どっちが早いか。考えること自体が命取りだ。

　どっちもやることにした。

　牽けん制せいのために火球を放ち、俺自身は壁に向かって転がる。痛っ。蛇口に腰ぶつけた。

　水琴は刀で火球を防いでいた。そのためバランスが崩れる。

「ありゃありゃありゃ!?」

　かろうじて反転して足から着地するものの、その地点に向けて紅音が連続発砲をする。

「きゃん！」

　水琴がのけぞった。何発かは刀が防いだみたいだが、あとは命中。まずい、死んだと思ったんだが、血は出ていなかった。ケンプファーなので、身体も固い。

　金髪がふらつく。俺と紅音は近づこうとしたが、彼女はなんとか踏みとどまった。日本刀を両手で構える。

　俺たちは接近するのをやめて、水琴と距離を取って向かい合っていた。三人とも等距離で、ちょうど正三角形のようになっている。

　水琴は一人で、しかも武器は日本刀が一本。この態勢になって、一気に不利となっていた。

「卑ひ怯きようよ！」

　彼女は叫んだ。

「アホ。いまさらなに言ってやがんだ。機関車みてえに突っ込んで来たのはおめえじゃねえか」

　紅あか音ねがせせら笑った。弱い立場の人間を哀れむという発想が、どうもこいつにはないらしい。誰だれかが水面に落ちたら溺おぼれろと騒ぐタイプだ。

「こっちは元々人数が多いんだ。自分の不幸を呪のろうんだな」

「……くっ」

「そんな目で見たって、なにも起こらねえぞ。目線でどうにかなるなんて考えてる野郎は、萌もえアニメに毒されてんだ」

　深夜アニメファンのくせに、よくもまあ。

　こっちはじりじりと距離を詰めていた。水み琴こともなんとかして逃れようとしているが、俺おれたちは巧みに正三角形を維持しているので、不利な態勢のまま。

　俺と紅音は事前に打ち合わせをして、こんな態勢に持っていってるわけじゃなかった。

　ただ、この状況ではこれが最適だと思ったのである。これって多分、同じ色でしかも何回もコンビを組んで戦っているからだろうな。罵ののしられる回数に比例して、熟成している感じだ。それはそれでやだが。

「逃げるなんて考えるんじゃねえぞ」

　と紅音。

「安心しろ、生かしといてやる。どうも相棒がうるさいんでな」












　お、犬にも人並の心があったのかと思ったが、次の台詞せりふで打ち消された。

「生かすけど容赦しねえ。裸にひん剝むいて一週間学校の廊下に立たせてやる。それかずっと『ワン』と『キャン』しか言えねえように改良してやる。人間犬だ。崖がけっぷちに立ってる無免許医に金積めば、なんでもしてくれるぜ」

　こいつ自分が犬だからって、同じのを増やそうと考えてやがった。

　止めようと思ったが、あの目の色は、殺そうとしてたときと全く同種。へたな説得は無意味っぽい。

　水み琴ことは心底嫌そうに、

「……冗談じゃない。あたし、マゾじゃないんだから。そんなのは断るわよ」

「断ったって無駄だ。今に目覚めるぜ」

「目覚めないわよ。本当のマゾってのはね、男のナツルみたいなのを言うの。あいつは絶対受け身でいじめられるの好きね」

　なんだとこら。濡ぬれ衣ぎぬだぞ。

　聞いた紅あか音ねが笑いはじめた。

「あー、やっぱそうか。あいつ痛いの大好きって顔してっからな」

「でしょう。小さい頃ころからそうよ。あたしにぶたれても笑ってて、もっと力を込めて殴ってって、いつもねだってたからね」

　噓うそつくな。お前に殴られた経験はある、というかそればっかだが、ねだったことだけはねえぞ。脳内歴史だ。捏ねつ造ぞうだ。

　紅音がげらげら笑い出した。噓なんだよおい。

　俺おれは指先を水琴に向ける。

「適当なこと言って……！」

「噓じゃないわよ。ねえ女のナツル。あいつマゾだから、狙ねらってるならもっとクールっぽいところとか、サドっぽいところを見せた方がいいわよ」

「なっ……なにを……！」

「マゾなんだからいじめちゃいな」

「こっ……この……！」

　この女許せねえ。俺の頭からは、幼なじみとか情けとかが、どこかに飛んでいった。口を塞ふさがねえとろくなことにならない。

　力を集中して、大きな火球を作る。今までにないくらい巨大なものになっていく。水琴だけではなく、紅音まで驚いていた。

「ちょっ……やめ……」

「おいナツル、生かしておくんじゃ……」

　知るかそんなこと。だが発射しようとしたその時だった。

　水み琴ことの背後にあった壁が、突然崩れた。

　正確には丸い穴が開いて、壁のそこだけが崩壊した。女風ぶ呂ろとの境目の敷居であり、向こう側が見えるようになる。

　誰だれもいない。いや、一人だけ立っていた。

　鎖のついた短剣を構えた、プラチナブランドの女、雫しずくだった。

「派手にやったわね」

　腕を振る。鎖つきの短剣が飛んできた。

「うおっ！」

「わっ！」

　紅あか音ねが左、俺おれは右にジャンプして避よける。雫は穴からこっちにやってきて、水琴の隣に立った。

　水琴は当初驚くだけだったが、やがて雫の腕に注目した。

「……赤！　味方ね！」

「そうよ」

　生徒会長だったことには気づいたのかどうか。ともかく素っ気ない声でも水琴にとっては天からの贈り物だ。

「やった、これで反撃できるわ。あの銃を持った犬みたいな女をどうにかして。あたしは女のナツルを倒す」

　これで数は二対二。互角だ。雫は彼女の顔をちらっと見た。

「そうもいかないのよ」

「え？」

　雫は短剣の柄で、金髪の後頭部を力一杯ぶん殴った。

　不意打ちプラスケンプファーの腕力のため、水琴はその場に崩れ落ちた。





　　○






　水琴を運んだ場所は、駅近くの公園だった。

　あのあとが大変だった。「変な女たちがスパで暴れている」という通報を受けて、警官隊がやってきたのだ。雫が「引き上げるわよ」と言ったので、穴をくぐって女風呂から逃走。ちなみに女性客はとっくにいなくなっていた。

　目を回した水琴を担いで、こっそり外に出ると、野次馬で一杯だった。おかげでまぎれるのにはそれほど苦労はいらなかった。

　水琴を運ぶのは俺の役。どいつもこいつも、こういうときは俺を男扱いする。

「なあ、沙さ倉くらさんはどうしたんだ」

　と雫しずくに訊きいたところ、

「避難させたわよ。男湯で凶器を持った変質者が暴れてるって教えたから。あそこの野次馬の中にいるんじゃない？」

「放ほうっておくのかよ」

「今のこの状況じゃ仕方ないわ。あとで迎えに行くから」

　俺おれは沙さ倉くらさんが一人ぼっちなので心細そうにしているのを想像するだけで、胸が張り裂けそうになるんだが、ぐっと堪えて言うとおりにした。

「……もしかして、変質者なんて噂うわさを撒まいて、女湯を空にしたのも会長か？」

「非難されるいわれはないわ。事実じゃない」

　人気をなくして、戦いやすくしたんだろう。相変わらず恐ろしい女だ。

　公園にはまったく人がいなかった。みんな野次馬にジョブチェンジして見物に出かけたらしい。同じ立場だったら、俺もきっと見に行ってるな。

　水み琴ことが「うう……」とうめき声をあげる。お、気がついた。

　うっすらとまぶたが開かれる。

「ふわ……」

　意味不明な言葉を口にしつつ、見回している。

「ここは……はに……？」

「目が覚めたか。殺そう」

　紅あか音ねが拳けん銃じゆうを構えようとする。

「やめろよ、なに考えてんだ」

「赤いケンプファーだろうが。敵だ。今のうちに殺やって、数を減らそう」

「水琴なんだぞ。お前だって友達だろ」

「あたしはクェーカー教徒以上に平等主義だ。知り合いだろうと関係ねえ」

「銃の下では全員が死者ってだけじゃねえか」

　俺は紅音の拳銃をなんとか退けようと頑張っていた。

　雫はこの騒ぎに加わっていない。水琴の回復を待っている。

「はれ……あんた……」

　意識がはっきりとしてきたようだ。少なくとも、視界は確保されたっぽい。

　雫がゆっくり喋しやべった。

「私のことが見える？」

「……会長？」

「そうよ。あなた自分の名前は？」

「近こん堂どう水琴れす……」

　まだろれつは回っていない。酔っぱらいみたいだな。

「こっちの女の子は？」

　俺おれを指さす。

「……おんにゃの瀬せ能のうナツル……」

「こっちは？」

「知らない……犬……？」

　紅あか音ねの眉まゆがぴくぴくする。こいつは沸点が低い。

「やっぱり撃った方がいい」

「だからやめろって」

　猛犬女の拳けん銃じゆうが、薄ぼんやりとした顔の鼻先に突きつけられる。途端に、水み琴ことが大声を出した。

「……あー！」

　跳ね起きる。一気になにもかも取り戻したらしい。

「あんたたち……！」

　日本刀がないかまさぐっている。だがその身体からだには、雫しずくの短剣と紅音の拳銃が突きつけられていた。

「はい、大人しくして。話はこれからだから」

「会長……！　あんた赤い腕輪！」

「そうよ」

「この裏切り者……！」

「ご挨あい拶さつだこと」

　雫は動じていない。日本刀をさりげなく遠ざけることまでしていた。

「裏切ってるわけじゃないわ。私は私の基準で動いているだけ」

「裏切った赤いケンプファーがいるって聞いたわよ。やっぱり会長だったのね！」

「そのあたりのことは、じっくりと話をしましょう」

　ほう、と俺は思った。今の雫は戦うつもりがない。なんか珍しいな。

　水琴は不審そうな顔。

「なんで話し合いなんか」

「お互い知りたいこともあるでしょう」

「殺されたらたまんないわよ」

「ならこれでどう？　変身を解くわ」

　雫は短剣を引っ込めた。それから、右手首をくいくい曲げる。

　ぱっと光り、一瞬だけ薄い赤の輝きに包まれる。変身前に戻っていた。

「……え」

「近こん堂どうさん、あなたも戻って」

「なんで……」

「いいから」

　水み琴ことは不審そうにしたものの、元の姿へと戻った。

　金髪じゃなくていつもの水琴だ。なんとなくほっとする。そういや俺おれの時と違って、もう自分の意思で変身できるみたいだ。なんか特殊なんだろうか。

「あなたもお願い」

　言われた猛犬女は、露骨に嫌そうにする。

「あたしに命令すんじゃねえよ」

「プリーズってつけてもいいわよ」

「……へっ」

　紅あか音ねも変身を解いた。眺めていた水琴は、目を丸くした。

「あっ、紅音ちゃん!?」

「はい……」

　身体からだを小さくする紅音。確かにこりゃ、さっきまでの粗暴な犬女とは全然違うよなあ。

「じゃあ、最後」

　雫しずくの視線は俺に向けられていた。

「……やんの？」

「ええ。あなたが肝心なの」

　仕方ない。腕輪に力を込めた。説明するのは難しいが、精神力を注ぎ込むようにするのだ。

　身体が軽くなるような感覚があり、目の前が青白くなる。

　すぐに収まった。俺は男に戻っていた。

　当然、紅音と雫は驚いていない。だが眼前の水琴ときたら、顎あごが外れてアルゼンチンまで落下しそうな勢いだった。

「なっ……なっ……ナツル!?」

「……うん」

　申し訳なさそうに返事をする俺。

「あ……」

　水琴はまた、後ろにひっくり返った。

「気絶しちゃいました……」

　紅音が様子をうかがう。泡あわこそ吹いていないが、手足が引きつっていた。ただここから見ても、命には別状なさそう。

「ショックが強かったみたいね」

　と雫。お前がそうさせたんだろうが。

「どうすんだよ、こんなことして」

「必要があったのよ。近こん堂どうさんにも知ってもらいたくて」

「そうなの？」

　俺おれの疑問に、雫しずくは深くうなずく。

「臓物アニマルを配る楓かえでに、私を監視するために送り込まれた近堂さん。ちょっと面白い取り合わせね」

「つーことは？」

「組み合わせたらどうなるか、効果を確認しないと。瀬せ能のう君、もう一度女の姿に変身しておいて。楓がショックを受けちゃうから」

「沙さ倉くらさんが？」

「そう」

　そして彼女は、

「ちょっと楓を探してくるから。ここにいて」

　言うなり、ビルへと向かっていった。













　　○






　楓かえでは周囲を見回していた。

　のんびり風ふ呂ろにつかっていたところ、どこからか「火事よ！」という声が聞こえてきて、慌てて逃げ出したのだ。

　脱衣所で雫しずくに会い、「火事ではなく、凶器を持った人間が暴れている」と教えられた。彼女は「着替える時間はあるから、それから逃げなさい」と言ってくれた。

　とりあえずスパの外に出たものの、入り口ロビーは人ひと混ごみで足の踏み場もない。かろうじてエレベーターに乗ったが、雫も紅あか音ねも、それにナツルの姿も見えず、かなり不安になった。

　ビルの下にも野次馬は多かった。皆、「火事か？」「いや、頭のオカシイのが暴れているらしい」と噂うわさしている。煙が見えないから、火事ではないようだ。「裸の集団が乱入」というのも誰だれかが言っていたが、そもそも浴場なんだから裸は当たり前。

（……みんな……）

　楓は青い顔をして探し回った。友人たちはどこにもいない。避難していると思っていたが、なにをしているのだろう。まさか、「凶器を持った頭のオカシイの」にからまれているなんてことがあったりしたら。

（……ナツルさん！）

　彼女は神に祈ろうとしたが、別に信仰心に厚いわけではないので、臓物アニマルシリーズのハリツケエゾジカに祈った。十字架にエゾジカが張りつけられているという、神様っぽいが大変罰当たりな代物である。

（ああ、お願いです……どうか、どうかナツルさんが無事でいますように。雫ちゃんも無事でいますように。美み嶋しまさんは……えっと……無事でいるといいなと思います……）

　いささか差のある願いをおこなったその時。

「楓、平気？」

　軽く手を振っていたのは、雫であった。

「雫ちゃん！　よかった……」

　楓は思わず駆け寄った。

「どこに行ってたの!?　心配したんだから……」

「ちょっと巻き込まれて」

「巻き込まれたって……怪け我がは!?」

「ないわよ」

　確かにいつも通りの雫であった。冷静なところも、大人びているところも普段と同じ。

　ただ、ときどき見せる、なにを考えているのか分からないような態度も、やはり同じであった。

　楓は一番気になっていることを訊きいた。

「雫しずくちゃん……ナツルさんは……？」

「無事よ。いるわ」

　聞いて胸をなで下ろす楓かえで。

「よかった……」

「彼女はタフよ。強いわ」

「そうよね、男の人みたいに、強いもんね」

「……ええ」

　雫は「こっちにみんないるから」と手招きした。

　駅近くの公園まで行く。確かにそこに、ナツルと紅あか音ねがいた。

　楓は小走りに近寄った。

「ナツルさん、無事で……、あ、美み嶋しまさんも」

　そこで気づいた。二人の間に、女の子が横たわっている。

「あら……この人……」

　見たことがあった。挨あい拶さつ程度だが、話をしたこともある。やけに元気で、誰だれとでも友人になりそうなタイプ。

「近こん堂どうさん……でしたっけ。ナツルさん……男の瀬せ能のうナツルさんのお友達だって聞きましたけど」

「さっきのスパで偶然会ったの」

　心なしか雫は、「偶然」を強調していた。

「気を失ってるの……？」

「ええ、ショックなことがあったみたい」

　その台詞せりふに、何な故ぜかナツルと紅音が居心地悪そうにしている。

　雫はさらに、

「ねえ楓、もう遅くなるし、女の子を一人で帰すのも危ないから、近堂さんも泊めてもらえないかしら」

　驚いたのは、ナツルと紅音の方であった。

「なっ……なにを……！」

「会長……」

　よほど意外だったのか、二人とも泡あわを食ったみたいになっていた。

　肝心の楓は、むしろ落ち着いていた。

「いいわよ」

「ありがとう」

　雫はさらりとお礼を言う。慌てている二人のことは無視していた。

　そしてこのスーパー生徒会長は、自然の摂理のように付け加えた。

「近こん堂どうさんは瀬せ能のうさんが運ぶから」

「ナツルさんが……？」

「ええ」

　雫しずくがちらりと視線をやる。

　ナツルは拒否するつもりが失うせたのか、ただうなずいていた。





あとがき







　築つき地じです。けんぷファーの四巻をお届けします。




　つい先日、担当編集氏と「もう四巻だ」みたいな話をしました。最初に二か月連続刊行をやったせいか、妙に発刊ペースが早い気がしています（実際早いんですが）。この調子でいくと、今年中に六巻くらいまで出そうです。うわ、はえー。




　今回の話の前半には「メイド（のようなもの）喫茶」が出てきます。この手の状勢にうとい私は、取材のために実在のメイド喫茶に行って……きませんでした。あんまり秋あき葉は原ばらとか行かないんです。そもそもメイド喫茶自体、数年前に作家数名とつるんで一度行ったことがあるっきり。記憶もおぼろげで、今でもその店があるかどうか分からなくなっています。なので、バイトしている知り合いの女の子に聞いてきました。

　すると「普通の喫茶店と同じ」という身も蓋ふたもない返事。よーく聞くとそこは制服がメイドっぽいだけでやってることはただの喫茶店でした。「ケチャップで字を書いたり一緒にダーツをしたり、頭に銃を突きつけて『注文しなきゃ殺すぞ』とか言わないの？」と質問したんですが、「最後のはなんだ」と聞き返されたのでスルーして別の人へ聞きに。

　知り合いの男性（職業アニメプロデューサー）がメイド喫茶にはまっているというので、さっそく質問。すると聞いてもいないことが出るわ出るわ。彼は「そこはメイドさんとゲームをして勝つと一緒にプリクラが撮れるんですよ」と熱弁をふるい、実物を見せてくれました。

私「小さくてよくわかんね」

彼「いいんですよ！」

　なにがいいのかいまいち分からなかったんですが、熱気は伝わってきました。

　他ほかにも色々聞いたのですが、迫力のためかすっかり忘れてしまい、結局作中では想像の産物となってしまいました。実際にこんなメイド喫茶だったら行ってみたい。ぼったくりでもこのさいありの方向で。

　ではこれで。





　　二〇〇七年五月
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